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第33回全国学校歯科医大会開かる
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　本大会は昭和44年の9月21，22日の両日にわたり，風光明媚なびわ湖畔の滋賀県大津市にお

いて「学校歯科に関する当面の問題について研究協議し，学校保健の進展を図り，心身共に健

康な国民の育成に寄与する」の趣旨により開催された。

　第1日は全体会が滋賀会館大ホールで，第2日は学校視察，観光，見学がそれぞれ行なわれ

た。また，この大会の前19日には日学歯理事会と日学歯総会，20日には「学校歯科衛生の向上

のために一教師と父兄と学校歯科医の結びつき」のテーマの下に学校歯科衛生研究協議会が

関係行事として催された。

　本大会ならびにその関係行事の当日はいずれも晴天にめぐまれ，全国各地より1，500余名が

参加して，多大の成果をおさめて終了した。
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巻　頭　言

日本学校歯科医会会長

湯　浅　泰　仁

湯浅泰仁会長

「
　日本の将来を決するといわれるこの輝かしい1970年年頭に，皆さまとともにこれを乗り越える心構iえ

こそ最も重要なものがあります。今やわが国は，経済的，政治的にすばらしい躍進を続けておワます．

私どもの関する学校歯科保健はきわめて地味なものでありますが，そのあり方については，世相の変

遷，医学の進歩とともに変革を来さんとしています。

　すなわち保健教育，健康管理は幾多の苦難を経て今日に至っております。学校歯科医は日常多忙な臨

床生活の中を保健衛生進展のため，公衆衛生，公衆道徳の徹底した国民が育成されるようたゆまぬ努力

を続けてまい；）ました。

　健康教育，普及強化は産業文化の発達とともに，国民が真の健康を保持されることを目標とした方向

に進まねばなりませんc学校におけるはもちろん，地域社会全般にわたって理解と勇気をもって健康増

進，共通の悩みである課題の解決と調和を計ることが最も大切であります。

　私は昨年4月会長に就任以来，鋭意会務の推進と機構の整備に努めてまいりましたが各位の絶大なる

御支援のもとに本会は中央，地方を通じますます親睦団結を深め，加盟団体も会員も増え，組織はさう

に強化されてまいりました。事業計画も財政の確立と併せ，その目的にそって着々と運ばれております

ことは御同慶の至T）です。第33回全国大会も「学校歯科衛生向上のために，教師と父兄と学校歯科医と

の結びつき」を主題といたし多大なる成果を修め，学校および家庭地域社会に理解を求めつつ，さら二

その実践に鋭意努力中であります。また本会の運営委員会は各部門とも熱心なる協議を重ね，特二学術

委員会の答申に基づき「保健指導の手びき」についての改訂や「歯の検査様式」についての再険討をい

たし，それぞれ関係の筋へ要望を提出いたし，会員の広き意志反映達成に推進をはかっています。

　なお国際的視野に立って，海外諸国の様子を見聞する要もあるとの考えの上に立って，広く全国会員

の有志に呼びかけ欧州視察団をつのったところ，140名に及ぶ多数参加者を得ました。一行は楽しく短

期間にわたり英仏独伊からWHOのスイスまで訪れたことは，本会に新しい頁を綴ろうとしています．

　かくて学校歯科保健のますます発展することを念じ，国および全国地方団体のこれらに対する施策の

充実と前進を期待してやみません。ここに会員諸賢の御協力を謝し，併せていよいよ健康にして御多幸

にあられんことを御祈り申し上げます。
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大会の記

第33回全国学校歯科医大会

湖国の秋に稔る

大会事務局長佐藤守

　1969年の湖国の秋は「学校歯科」によって開幕された。今年は台風の洗礼もなく，黄金に輝く五穀豊

饒の湖畔に新生学校歯科の輝かしい第一歩が印されたのである。古今東西の交通の要衝でありながら，

通過県として・小県の悲哀を味わってきたこの地も，この日ばかりは昔ながらの東海道，中仙道から国

道1号・8号・161号線，新幹線，名神等の近代口本の誇る交通網がフルに活用されて，日本の学校］歯

科の情熱は続々ここに結集されたのである。

　会期は例年より2ヵ月も早く，会場の滋賀会館上空には9月の碧青の空に歓迎のアドバルーンが，あ

たかも大会の前途を祝福するかのようにクッキリと浮かんでいた。受付には「青年滋賀」の県是を旨と

して・青年歯科医と県立衛生学院の生徒が配置され，そのピチピチした若さで，早くも参集された会員

の登録を手ぎわよくさばいていく，時計の針が8時45分をさす頃，開会に色どりをそえて膳所小学校吹

奏楽団が・先般の不慮の大火より見事立ちあがった，その不死鳥のように，たくましいメロディで，大

会ムードを盛り上げてくれた。

●開会式

　午前9時を少々遅れて，川村大会副委員長が朗々と開会を宣言，ここに第33回全国学校歯科医大会の

幕は切って落とされた。国歌斉唱の後，井田大会委員長により「記念の鐘」がたからかに打ち鳴らされ

た。はればれとしたムードの中で井田大会委員長のあいさつは「日本の母なる湖，びわ湖の本県での大

会に，全国各地より多数御参加を頂いてまことに喜びにたえない。小県ながら，この大会に全会員の力

を結集して当たって来た。10月に開催される日本歯科医学総会の主題である「子供の歯」にさきがけ
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開会宣言

研究発表議長 研究発表者

て7c二徽齢毛融1吐のために充珊さんし一（　L・ただきたい」と述べられた詮1砲立して，先輩轍

会員に黙碕を捧けた後，いよいよ新生の日学歯会長として，初めてのた会に臨まれた湯浅会長の第一・声

が放たれた，　一第33回全国≠校歯科医大会の開催に当たり，長年にわたり偉大な裳痕を残された向井会

長のもとに，私がH本学授歯看こ手医会を代表して御あいさつを申しあげることは誠に光栄のいたりであ

り，全国各地より参集の会員の皆さんに地元関係各方面に慎んで御礼申しあげる，本会は長い歴史とと

もに広く全国的なもので，勉強したり，語り合ったりする，まれにみる催しであり，本年もテーマの

「学校歯科衛生向Lのためニ…教師と父兄と学校歯科医の結びつき…」の推進のために，関係各方面の

実践を念じ一澗縣のfirii立とその広く深い探求，さらに」也域社会とは縦に横、二＋分c｛）・」’・解を求めてい

ただきたい，本た会で充分研きんのヒこの実りの秋にすばらしい「Sll果をあげられるように」と力強くあ

いさつされた、

　つづいて滋賀県教育長，大津市教育長よりそれぞれ「テーマ」の実践を強調する旨のあいさつづち

り，また芦田滋賀県歯科医師会長から歓迎のことばと，学授歯科医会と表裏一体の県歯科医師会の「tt

童う歯撲滅」への決意が述べられた、つづいて，文部，厚生両大臣代理の方々からの祝辞が述べられた

が・能歎欄琉官の代∫里祝辞は・現敏・撒の学物矧への・棚なビジ。ンという，き鯛な醗で二、

員の注目をひいた・つづいて野崎県知事，西旧大津市長等直々の祝辞は平素，学校歯科向上のために

県，市と歯科界との堅い協ノJと強いバックアップを示すもので，たのもしく感じさせられた。

竹中噛飯こ呪・カらの祝辞二は・撞の糠への！、濾のため；・，政府への鋭・・突きあげなどもあっ

て，なかなか迫力に満ち続れたもので，参加会員の胸を打つものがあった，鹿島参議院激員からも，行

政面からの力強い協力のことばがあ1），充実した閉会式となった。祝電が披露されて開会式を終量っ・｝表

彰式に移行する。



シンt，iジウム司会者と助言者

全体獲議会議長団

シソポジウム講師

全体協議会発表者

・灘

　まず奥村賞の由来について，丹羽日学歯理事長から説明があり，つづいて審査報告が行なわれた。本

年，柔一熊本方式による学童の巡回歯科治療」を推進した功を多として，r奥付賞推せんの記1が栃原義

人熊本県学校歯科医会長に贈られ，向井善男名誉会長から，その記と記念品が満場の拍手と「称徳歌」

の高うか；二奏でられる中で手交きれた，

　栃票氏から，学校歯科の最高の名誉を受けたことへの感謝と，これはひと1）栃原個ノ、のものにあらず，

熊本県歯科医師会，学校歯科医会，県教育委員会三者合同の実績への授賞と深謝する旨の謝辞があった．

　つづいて，　1全「1本よい歯の学校表彰」が行なわれた，川村敏行日学歯副会長かろ審査報告があり，

「本ゴトはちょうどこの表彰開始十周年になり，昨年度から表彰校も増加し，・」・学校2，312校（前年2，222

授），・1・学校747（前年666）で計3，059校となり，5年連続表彰は・」・学校178校，中学校50校計228校にな

・一 た一i≧報告された．そして3，059校を代表して，滋賀県長浜北・」・学校長，野一色佐八氏が，湯浅日学

歯≦根から賞状と楯が贈られ，5年連続表彰校228校を代表して滋賀県永原・J・学校長．本荘正交氏が同じ

く賞状と記念楯を受けとられた。そのあと野一色佐八氏から感謝に盗れる謝辞が述べられた、

　本大会を期して実現されることになった「記念の鐘」の命名が行なわれたが，栃原副会長から「昭和

36｛i孔．横浜での全国大会で，学校歯科医会制定30年を記念して作られたこの鐘にまだ正式の名前がな

く，旗本大会でその命名の機運が高まり，滋賀県の事務局の骨折りで名前を募集し，H学歯理事会，総

会の承認を得たので，本日より『学校歯科の鐘』と命名することに決定した1旨の報告があった，ここ

に一 ≠校幽科の鐘」と命名され，大会のシンボルとして継承きれていくこ三が決定された，多田一夫大

会副委員長の閉式のことばで一応，開会式並びに表彰式の幕はおろされた，

●研究発表

　暫時斥憩の後，研究発表に入ったが，まず本村静一日学歯常任理事の司会て演者の紹介とその一部変



大会宣言

第33回全国学校歯科医大
　　　　　　　　　敦鮪ご父兄‘掌較ゐ毒掩の結ひつs

「学校歯科の鐘」の引き渡し

ト
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閉会のあいさつ

．殿灘
閉会の辞

更が報告された。本年のテーマ「学校歯科衛生向上のため一父兄と教師と学校歯科医の結び付き」は平

素，現場で多くの・」：校歯科医が当面している課題であるためと，昨日の白熱した衛生研究協議会の余熱

をこの日に持ち越して，興味深い充実した発表が続いた。

1．　「強い歯をつくろう一運動について

　〈滋賀県学校歯科医会会、長坂健一〉

　まず学校歯科医の凄命感と，その反旬．1述べられた。すなわち今まての学校歯科医がう触という現象

面にのみ捉われ，その冠策に消極的てあったと前置して，その積極的体制確立の必要性が弧調された．

そしてそのためには，1う　妊産婦の栄養指導　2）　乳幼児の栄養指導，おやつの性質とその与え方の指

導　3）　乳幼児の口腔衛生に対する指遵　4）　乳幼児へのフッ化物塗布導の局所的予防処置

を四本の柱とした実際活動の必要性と，演者らが実践した現在までの成績が発表された。昭和42年の発

足当時は，会員のポケ　トマネーでまかなわれた経費も，近年では，市町村からの援助を得られるよう

になったとのことてあ・〕，組織は26名の指導医が会長を首長に指導部，庶務部を編成し，産婦人科医，

栄養士，歯科衛生士らの協力で月に1回，2名の指導歯科医が本部の診査室へ3時間勤務して，その業

務を果たすことになっている。妊産婦は母子手帳交付時，市役所または産婦ノ、科の窓口で「受診券」が

渡され，それを提示することによって，この指導が受けられることになっている。ただ，まことに残念

なことには，まだ関心がうすく，利用者はこの2年間に母子手帳発行の17％（145名）しかないという

ことであるが，その栄∫1：凋査の刻明なテータは，妊娠中必要な1日2，700カロリーをとっているのはわ

ずか15％，必要カロリーの70％以下が30弩竜あり，カ・t’シウムの必要量1．49をとっているのはわずか



3％という驚くべき数字が示された。総カロリー，蛋白質，脂肪，カルシウム等においてはほとんど標

準に達していないという現状から，母体が悪ければ子どもに対する歯科治療はドブソウジに過ぎないと

鋭く批判，全国にこのような積極的な運動の展開されることを強く呼びかけ満場の注目を浴びた。ちな

みに，朝日新聞（10月1日付）は，全国版の家庭欄にこの問題をとりあげて，その成果に大いなる関心

を寄せていたが，今後この研究に課せられた期待の大きさを示すものであろう。

2．幼稚園家庭の幼児に対するDental　I．　Q．の調査報告

　〈大阪市学校歯科医会理事柿野恵一〉
　大阪市学校歯科医会が従来行なって来たう歯対策の主眼は，乳歯の保護，第一大臼歯の監視，充填物

の追跡におかれてきたが，その根本をなすDental　I．　Q．という歯科に関する知的理解程度を知るた

めの，アンケートをとったことの報告がなされた、すなわち実践活動の一層前進のために，教師と父兄

と学校歯科医の結びつきが緊密でなくてはならないが，そのためにこのDental　I．　Q．の果たす役割は

大であるとして，　①乳歯問題　②う歯予防と食物との関係　③う歯の成因　④歯口清掃問題，歯ブ

ラシ，歯磨剤　⑤フッ素問題　⑥矯正問題　⑦受診時う歯に対する取扱いの問題等について，その主目

標を「若い昭和中期以降生れのお母さん」において調査したものである。その結果，3歳児検診におけ

る歯科指導が徹底していない，保健所，私立幼稚園での幼児に対するう歯対策指導も空白である，とい

う現状が指摘され，3歳児検診の意義を認識せしめ，今後，母親，父兄，臨床歯科医の如何にあるべき

かを指導するために，このようなDental　I．　Q．の高揚こそ学校歯科医の大きな課題である。

3．　小規模校における学校歯科の向上をめざす育友会両親学級

　〈京都府相楽郡木津町立相楽小学校川下武雄〉

　同じ演者によって昨年の熊本大会でも「小規模校における歯の健康教育」として発表されたものの続

編ともいうべきものである。学級数6，児童数211名の小規模校における熱心な学校歯科医を中心とし

て，学校教師，父兄との結びつき，う歯の絶滅をめぎして歯口清掃，う歯の早期発見と治療とに精進す

る姿が数多くのスライドによって紹介された。この学校は歯科治療施設が整備されており，毎月2回う

歯の早期治療を行ない，歯みがきを勧めているが，特に食後の歯みがきを習性づけ，比較的理解されて

いない夜の歯みがき徹底のため育友会両親学級の組織を利用しての実際活動をしている。中でも菅歯の

うつくしさはうつくしいと思わせる，畳親のいうことを聞かないのを親のするようにするために，菅親

子歯みがき大会，X保健室の活用（養護教諭がいないので母親が交代でやる）などの実践例がある。

4．　年度を追った一連の歯の保健指導

　〈熊本市立城東小学校養教松本敬子〉

　演者は大会研究発表者中の紅一点である。昭和39年度演者がこの研究着手当時，永久歯う歯の未処置

老数は30％であったそれが，6年間の小学校在学中，さらにエスカレートするコースをたどって判明し

たことから，過去5年間，（1）　う歯の完全治療を計画的に行なうc（2）徹底した歯みがきの習慣形成を

継続的に行なう。（3）知識を学年に応じて徹底するように指導する。（4）父兄の啓蒙と協力，この4つ

を目標として行なって来た実際活動の結果の発表でなかなか興味深いものがあった。

　この学校は児童教807名の中規模校で，その地区は繁華街の中心になっており，大都会的色彩を特長
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としている。ために実践は，①まず検査を年2回とし，それに伴う処置を表裏一体で行ない，その受療

状況をこの学校独自のう歯管理票を使用して1固人，クラスごと，学年ごとの競争心をあおるという有効な

方法や，②歯ブラシ教育として，昼食後の歯みがき，洗口場の応用，③カラーテスターによる歯みがき

技術の評価，さらにそれによる家庭との結びつきなどの活動が報告され，ために，この学校における処

置率ほ98％まで徹底している。しかしいたずら1：　100％治療率を目標とするのでなく，理解の上に立っ

た実践こそ保健教育の本分である。

5．話しあいのための歯牙ロ腔の発育記録について

　〈東京綿麻布学校歯科医会関根正行〉

　ここでの「話しあい」とは児童，教師，父兄，学校歯科医の話しあいの意味である。従来学校歯科保

健の評価は，う蝕の罹患率，処置率など数字によるもので断片的で素人には判り難い・そこでこのグル

ー
プは学校歯科の特殊性から，発育と疾病予防に重点をおいて顎模型を作り1人の人間をコーホート

（動態的）に観察せんとしたもので，特別の患者11名を選び1年生から6年生まで・年2回診査し・模

型を調整して，それにより，具体的に第二乳臼歯の重要性，う蝕対策・歯列矯正と発音障碍などをその

模型を使用して話し合いした，その実際と効果をスライドによって説明した。

6．学校行事としてのう歯予防強調まとめの日

　〈横浜市鶴見中学校長石井宗一〉

　学習，保健と生活指導を3本の柱としているこの学校においては・現時点では決して徹底していると

思われない学校歯科保健の問題を追求し，これをある程度成功さすことは・それが学習にも・生活指導

にも必ずプラスになると信じ，これに取り組んでいる。そしてう歯予防週間を中心に・う歯予防強調月

間を設定した目的は

　①学校の教育目標を歯科保健を通じて達成しようとする悲願がある。

　②生徒の組織活動を活発にする。

　③生徒の1人1人に保健認識をたかめる。
　にあるとし，さらに6月12日を「う歯予防強調まとめの日」として学校行事化したことの意義を報告

された。このまとめの日を保健部，職員会，学級会が子どもに結びつくチャンスとして生徒会活動の目

標とし，生徒自身が生命尊重の精神を身につける動機付けの大いなる因子になったとされている。ちな

みに保健部の組織活動を通じて行なわれたアソケートでぱ，治療の動機もこの活動の結果から自主的に

通院したものが57％になっていることが判明し，この活動の意義を如実に示した。

　以上で研究発表を終わったが，平素全国各地で陽の当たらない領域ながら黙々精進されている研究が

一
度に花を開いたようでたのもしく感ぜられた。本村司会の巧みな誘導により・若干の追加説明と質問

があったが，いずれもそれぞれの研究に対する賛辞となっていたようであった。

昼休み

　地元心づくしの弁当をひろげながら，いつの頃からか，この大会の恒例となった郷土芸能が披露され

た。今年のそれは，NHKふるさとの歌まつりなどでも人気を呼んだ「なぎなた祭り」である。これは

琵琶湖畔，守ILI町杉江にある小津神社の祭礼に演ぜられる1400年の伝統を誇るもので，解説は同神社の
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山岡宮司じきじきの出演である。

　たくさんの子どもを主体とするる長刀や，花笠の渡御の列，笛や太鼓，鐘の合奏に満場の会員が午前

の緊張をほぐし，淡いノスタルジアさえ感じさせられたのではなかろうか。

●シンポジウム

　午後の部は1時からシンポジウムが行なわれた。大会のテーマにちなんで，教師と父兄と学校歯科医

の結付きはいかにあるべきかが，丹羽理事長の司会で各講師により熱心に討議され，また能美文部省教科

調査官が助言者として登壇された。まず司会者により各講師が紹介されたあと，校長の立場からの野洲

西小学校の下村氏をトップに4講師が次々と発表した。各講師の講演要旨は次のようなものである。

1．　野洲西小学校の健歯教育

　三健教育の前進をめざして

　〈野1栖小学校長下村静波〉

　戦後の教育の中核を「健康教育」において，設然とした教育を確立し，強くたくましい人間形成をめ

ぎし，人間としての本当の実力を持った子供に育てあげることを私は願っている，その基本をなす三健

とは　①健体（強いからだ）　②健心（正しい心）　③健実（知性の充実した人間育成への努力）であ

り，健歯教育も，ただ単なる健歯ではなく，現社会の中に強くたくましく生きる人間形成を念願する一

つの手段としての教育方法である。そのために，健歯と体力の関課，情操との関係などをあらゆる角度

から検討，データにより現状を分析し，この教育推進の糧として一層の効率化を図っている。

2．　学校歯科向上を目指しての衛生運動の問題点

　〈大阪市学校歯科医会副会長土居信久〉

　学校歯科医の立場から，大阪市学校歯科医会の最近の方向を報告する。すなわち市内22区の代表校，

園を選び，その中で特に母親に対する啓蒙運動を目標として実践に移した。しかもそれが決して強制で

なく，生徒への自己管理と納得させて同意を得ることに大きな意義を持たせた。その目標とは次の項目

である。

①

②

③

④

⑮

口腔衛生に関して正しい知識を与える。

口腔保健衛生の正しい考え方を認識させて誤りを改めさせる。

口腔保健衛生に関心を持ち興味を抱かせる，

口腔保健衛生に対し積極的にさせ，公衆衛生に協力しようとする意欲をたかめさせる。

習慣習性づくりに必要な技術と能力を与える、

3．　小学校に歯の塚（塔）を建設する推進運動について

　〈岐阜県学校歯科医会専務理事　蒲生勝己〉

　学校歯科保健教育とは実践教育であり，そのためには動機付けが必要であり，その1つとして「歯の

塚（塔）」の建設とその効果を紹介する。このことは学童に歯に関する興味と関心を抱かせ，子供達の夢

を育て「心につながること」になると考え，脱落した乳歯や，抜去した乳歯，永久歯を学校内に設立し

て塔の中に納入保管して，道徳的，衛生的，情操教育の一環と，学校歯科の向上の資したいと考えてい
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るcこの運動の一層推進と全国的な展開を望むものてある。

4．　学校と父兄と歯科医の連携と活動

」
ー

　〈福岡県学校歯科医会副会長岩橋官太郎〉

　このように「う歯」罹患率の高い現状では

ee学校歯科医は，もっと学校に保健指導，相談，助言者として出校する回数を増やせ，それが啓蒙と指

　導になり，これがかなめとなる。

ee保健指導は，生徒が自主性を持つようなことに目標をおくべきてあろう。

ee地域社会への強力なる働きかけ，が必要である。そのための具体的方法として

①　学校では校長と職員間の理解

⑫　家庭では両親と子供の意見の一致

⑱　歯科医師会では学校歯科医と非学校歯科医の見解を受げ入れ態勢の統一化

　がなされねばならない。それには教育と訓練と相談が三者一体とならねばならない。そしてそれが実

践活動に移された時，学校保健教育は学童生徒の日常生活の中に生き，口腔衛生も習性化し，処置率も

上昇する，最高の効果とはこのような場合をいうのである．

　ステージーぱいに大きな資料をはっての熱演である。大会テーマを推進するための問題点が次々に摘

出され，その一つ一つを解明されてなかなか迫力ある発表であった，

　一応，シンポジウム・メンバーのすべての講演を終わって司会者により各講師発表内容のエキスが紹

介された後，質問と，追加がなされたが，名古屋の河合氏から「学校歯科向上のために政治家の教育

も必要ではないか」という意見が，蒲生氏に対し，その塔を「スト・ンチウム測定のため資料として活

用」などが呼びかけられ注目をひいた。長野の阪口氏から，下村氏に対して三健教育の「豊かな心」の

具体例の説明を求める質疑などもあり，この道を歩む者のみが知る真剣な討議がつづけられた。これら

の意見をまとめて，助言老である能美光房文部省調査官が，学校における保健教育，管理，組織活動の

現実から「歯科」というものを眺めた場合を説明されたが「特別活動」における学級担任との協力，ホ

ー ムルームにおける学校歯科医の役割，　「保健管理」における学校保健法に定められた学校歯科医の職

務の再確認，「保健組織活動」における地域保健活動の重要性が説明され，その三つの要素がそれぞれ，

パラレ・レに盛り上がってゆく必要があり，特に今後は「保健組織活動」の重要性が力説され，その中で

果たす学校歯科医の役割の再認識が強調された。

　最後に司会の丹羽理事長から以上のような各講師，助言者の発表の中から，われわれに最も大切なこ

ととして考えねばならないことは，「教育の中で学校歯科をどのような位置におくか？」ということで

あり，それにもかかわらず現時点では，教師も，学校歯科医もその養成期間中に保健教育は最も希薄で

あり，学童の父兄で代表される地域社会も歯科疾患には非常に無関心であるという現状を十分考えて，

予防がな1テれば治療もないという基本的見地からの根本改正の必要などが強調された。非常に有意義な

感銘を聴衆に与えて満場の拍手の中に終了した。

●全体協議会

　しばらく休息のあと，午後2時半から全体協議会が始まった。ステージ中央に湯浅会長と向井名誉会

長が着席，丹羽理事長の司会で次のような議長団の紹介が行なわれた。
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議長団

日本学校歯科医会副会長

　　　　〃
滋賀県学校歯科医会長

静岡県　　　〃

栃原　義人

亀沢シズヱ

刀1木寸　　f軍雄

子上　俊一一 （代理　朝浪　惣一）

　協議に先だち，昨年度の事後処置の報告が栃原義人副会長よりなされた。それによると，昨年提案の

ものは次の3項目に整理される。

①学校歯科医の複数制の確立（1，000名以上の学校）

②学校保健法第7条同施行令7条に定められた疾患の内，う歯の治療内容の制限を全廃するよう要

　　望する。また要保護児童生徒は生活保護法による医療扶助とし，準要保護児童生徒のみを学校保健

　　法による援助の対象とすることを要望する。

③砂糖による公害対策を強く要望する。

として，陳情団が昨年12月24日，文部省，厚生省に陳情したことを報告した。

●1号議案　学校保健法施行令第7条の5項を削除し，かわりに「健康保険診療規定の範囲内」と改めるよう関係当局へ要望する

　〈長崎県学校歯科医会会長境　正治〉

　現行の第5項は極めて限られた歯科医療の一部であり，多くの矛盾もあるので社会保障の内容も漸次

拡大されている今日，この法改正を要望するとともに，要保護児童は生活保護法へ回し，準保護児童の

治療体制の確立が要望された。この件に関しては栃原議長よりの追加説明もあり，昨年の陳情の成果と

相まって善処することで採択された。

●2号議案　社会保険に対して小児の保隙有床義歯および固定保隙装置を広義に採用すべき件

　＜大阪市学校歯科医会副会長平林兼吉＞

　5年前から提唱してまだ実現されないが，すさまじい乳歯う歯罹患率からみて，咀囎に重要なる乳臼

歯の回復，萌出する永久歯保護のため，乳歯残根を抜去して，固定保隙装置，有床義歯の装着などを，

社会保険給付によって実施できるように努力し，実現させようというもので，質疑も活発でその際の点

数，社会保険に入れることの可否など，鳥取県はじめ各方面から賛否両論が出たが，今後もその実現に

努力することで採択された。

●3号議案　よい歯の学童，学校表彰の全国統一基準設定を要望する件

　〈岐阜県学校歯科医会常任委員大林冨男〉

　この表彰事業は10年を迎えたが，全国統一の審査基準がはっきりしていないので早急に作成すべきで

あり，提案者は全国に呼びかけてその実状を調査した結果28府県から回答があったとし，基準のない所

が50％もあり，しかもその必要性は75％が必要と認めている現状である。

　この件に関して，議長より日学歯学術部で協議中であると説明，丹羽理事長からも理事会，総会でも

この件を協議し，現在検討中であり，岐阜県の実施基準を参考資料として提出してほしい旨の発表があ

ったが，質問には統一の必要なしとする意見もあり，これも賛否こもごもあったが，一応早急検討の線

で採択された。
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●4号議案　日学歯制定の治療カード作成を要望する

　く富山県学校歯科医会島　秀雄〉

　現行の学校歯科活動が予防的処置よりも，治療の指示に重点をおいている今日，治療カードにより，

教師と父兄と学校歯科医を結ぶことになり，それがために日学歯において，その内容および様式の統一

された「ひな型」を1乍製して発行依頼の交需を各市町村に出してほしいと要望された。丹羽理事長から

趣旨に沿って検討すると回答があり採択された。

●5号議案 6歳臼歯の健康管理を重視する見地から就学時健康診断表の改正（昭和43年9月）の意義と取扱いが全国に徹底するよ

う当局の指導を要望する

　〈熊本県学校歯科医会副会長矢毛石幸男〉

　昭和43年度9月に改正された就学時健康診断表（第1号様式）はわれわれの多年の要望が実ったもの

として喜ばしいが本年度，熊本県の実状から見て，改正どおり施行した学校は592校中半数であり，全

国的にも同じような傾向がありと認められるので，その主旨徹底を願いたいと要望，これも拍手多数で

採択された。

●6号議案　地方交付税に含まれている学校歯科医等の報酬について

　〈東京都学校歯科医会副会長関口龍雄〉

　学校歯科医の報酬は都道府県により，はなはだしい差別がある。女部省の通達を下回っている所も多

い現状である。これはその報酬が地方交付税に含まれているからで，財政の豊かでないところでは他に

転用されることもあるので，特別の指導を講ずることの必要が強く要望された。亀沢議長が同じく追加

説明され，これも採択された。

●7号議案　幼児健康診断票の書式を変更するために調査機関を設けること

　〈山形市月かげ幼稚園断斗医　斎藤利世〉

　現行の幼児健康診断票には　①下顎中切歯の萌出（そのう蝕）　（2永久歯のう蝕の程度（CIC2）を記

載するためには不備の点が多い。提案者の調査によれば満5歳で138名中9名（6．05％）の下顎前歯の

萌出と，6歳臼歯は138名中45名（32．6％）が前出している。日学歯に調査機｝関を設けて，早急に結論

を出すよう提案された。

　亀沢議長から昨年9月文部大臣よりの，諮問に応じて目下審議中であり，善処したい旨の説明があり

採択。

　ここに，提案された7つの議案はすべて可決採択され，丹羽理事長から全体協議会の終了が宣言され

た，

●第34回大会は静岡県で

　ひきつづき次期開催地の件がとりあげられ「種々のいきさつがあったが，来年度は静岡県がお引き受

けくださることになった」と湯浅会長より報告された。
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●大会宣言

　つづいて亀沢副会長より大会宣言ガ朗読発表された。

言宣会大

今大会において，学校歯科向上のため，こは数師と父兄と学校歯科医が一体となって，歯科保健指導の1足進を

ぱかり予防処置の徹底を期することの必要を痛感した、

よってこの主旨を体し，より強力二実践活動を展開することを，ここに宣言する。

昭和44年9月21日
全国学校歯科医大会

●閉会式

　ステージの片側に次期開催県の静岡県代表の列席を得て，閉会式が行なわれた。西田武郎副委員長か

ら「学校歯科保健のために全国から多集された，1千有余の学校歯科医ならびに関係者の熱意は，2，000

万学童の上に輝くであろう」との閉会の辞が述べられた。命名されたばかりの「学校歯科の鐘」がひび

き渡った後，井田大会委員長から湯浅日学歯会長，そしてさらに静岡の子上会長へと手渡され，子上次

期開催地代表は「今大会要項表紙のことばの通り，富士とともに日本を代表する琵琶湖とあるが，その

富士の静岡で来年は開催いたします，わが県の学校歯科医会は発展途上にある会であるが，誠心誠意を

もって皆様のご来会をお待ちする。最後までおとどまりになって有意義な大会にしてほしいご旨のあい

さつがあった。

　佐藤事務局長が閉会を宣して，螢の光のメロディの流れる中にこの大会を終わった。

●懇親会

　湖畔，ホテル紅葉の庭園に設けられた会場で盛大に懇親会が開催された。湖面を渡る初秋の風こ昼間

の熱気を冷やしながら，緑の芝生は一ぼいの会員でうずまった。打上げ花火を合図に久木大会副委員長

の司会で懇親会は始まった。地元有力者のあいさつ，子上次期開催地会長の乾杯，湯浅会長の万才で夕

闇せまる中にガーデンパーティは学校歯科医会ならではの和気あいあいのムードに満ち盗れていった，

湖上には遠来の会員の旅情を慰めんと地元心づくしの遊覧船が浮かべられ心にくいばかt．）の配慮は大仔

評であった。延々2時間におよぶ宴もようやく酎を過ぎる頃，突如湖上にさく裂する佳掛花火は夜のと

ばりの中に「祝，第33回全国学校歯科医大会一の文字をくっきりと描き出した。さらに代わって打ち出

された「SAYO　NARA」の火文宇は，湖国での大会のフィナーレを飾るにさわしく，万雷のような拍

手の中にこの有意義な饗宴をおわった，

●学校視察・観光

　翌日は県一の健康優良校，野洲西小学校の視察が行なわれた。ホテ・レ紅葉から数台のべ入こ分乗した

会員は名神高速を通り，日ごろきたえた一三建教育」の成果を見せようと全校あげて歓迎する野IL晒小

学校へ向かった。地元町長，教育長，校長のあいさつからは，平素の力強い協力が推察された。視察

を終って，湯浅会長から激賞の言葉があり，生徒の鼓笛隊の送る中を出発，琵琶湖大橋を渡って奥比叡

観光に向かった。日本仏教のメッカで精進料理に舌つつみを打ち，ようやく大会の疲れをいやした，帰

途の車中は大会の追憶に花が咲きなごやかな雰囲気に包まれていた。夕刻5時京都駅に到着，明日がら

学校歯科向上のためのお互いの研きん精進を約して解散，ここに本大会の全日程を終了したのである。

14



大会をかえりみて

卜
大会をかえりみて

毒雛錨医会会長川村輝雄

卜

　第33回全国学校歯科医大会も関係各位の熱心なる御協力により盛会裡に終了し得たことはまことに感

謝にたえない，ここに心からお礼申し上げる次第である。

　かえりみれば一昨年，名古屋大会の総会で昭和44年疫大会を滋賀県でと宣言した時は，さぞかし日学

歯当局はじめ全国大会を経験された方々には驚かれたことと思う。この大会を完遂するためには相当の

覚悟が必要であった。地理的には恵まれているが，飽のことは全然といってよいほど経験もなく，少な

い会員を動員して大会実行に踏みきっkこと，こは，内心少々心配であった。

　一般大衆の歯の衛生に対する無頓着ぶhはわれわれがいつも見聞するところである。「ムシ歯」ぐら

いとあまりにも歯科衛生に無関心である。

　滋賀県歯科医師会では一般歯科衛生思想普及のため6年前「歯の衛生協会」を設立し，県知事を会長

に，三師会の会長を副会長に，教育機関をはじめ厚生関係の団体長を役員として，全県的な活動を開始

した。

　しかし臨床家のわれわれは，一年中こ・つ活動こ没頭することは到底困難である。講演会，映画会など

を開催しても，一般大衆はなかなか出席しなかった。また毎年県下各地で保健指導者の講習会を催した

り，学童の弗素塗布を始めた。さらに一般二対＋るへき地診療，あるいは保育園の母親学級で講演をし

たり，あらゆる方面で活発な活動を行ない，現在ではそのうち学童の弗素塗布は学校歯科医会に移管さ

れた。県当局もようやくわれわれの活動をみ三め非常な協力を得ているのは大変よろこばしいことであ

る。3年程前，大阪において日本歯科医師会の主催で公衆衛生指導者講習会が催された。ちょうど何か

妙案はないものかと思いめぐらせていた時でもあt，），会員こぞって出席したが，その内容は期待したほ

どでなく，結局われわれの方が一歩前進している状態であった。

　そこで最も取り組みやすい児童生徒を対象に歯科衛生思想普及に活動することが最も近道であり，普

及活動の基礎と考え「歯の衛生協会：と「学校歯科医会：が手を握り，全県的に推進するのが最良の道

とかんがえた。よってこの大会を開催することによ9さらにこの機会に関係する人々が少しでも関心を
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大会前の打合せ

深めるとともに一・歩で4，この連動が前進できれば幸いと，この大役を引き受ける決心をし，会員はもち

ろん各種団体の協力を要請したのである，

　開催宣言後準備委員会も早々に設立された。去年の熊本大会には準備委員はもちろん，県教育委負

会，大津市の教育委員会，厚生課の皆様が多数参加して大会の各方面にわたり，すなわち理事会，総

会，研究協議会，大会，懇親会，宿泊，学校視察，観光，等手分けして資料の調査，聞き込みなど各部

門に分かれて行なったが，これが非常二役立った。

　主題についても熊本大会の「学校歯科の評価を研究実践し，学校保佳の向上へ」は高度な学校歯科衛

生でわれわれ多数の低開遣地にては評価するまでにいたらないので，当県最適の，また実除二必要なこ

とは学校の先生の00％は歯秘衛生に1菊心が薄いのでこれを啓蒙する必要があり，これに父兄の協力を得

たら鬼に金棒と考えた，しかしこのことは度々取り上げられたことと思うが，なかなかこれを実行する

ことはむずかしいことである。そこで教師はいうに及ばず父兄とわれわれ学校歯科医と三者…体となっ

て児童生徒のムシ歯追放を期待して「学校歯科衛生のlhl　Lは教師と父兄と学季交歯科医の結びつき」と主

題した。

　まず大会前日の研究協議会に：≧Sいても大会と同じテーマて討議された。県下の学校から多数の保健L

事，養護教諭の出席をお願いし，各地から参集された会員の皆様の貴電な意見，経験談を拝聴し，これ

を今後の会の運営，活動に大いに役立てたいと思っている。

　前年度の熊本県から多数の事務、ま1・類，参考資料を栃原会長から提供していただき，大阪から30回大会

の分を譲りうけ参ξ資甘としたため計画もスムーズに進行したことは，先輩先生方の御好意の賜とIE，！：く

御礼申し一liげます、

　この大会を成功に尊こうと種々心労した，今まで大会開催のため御指導を賜わり，またこの会の育て

の親であり立派な集礎づくりをされ会の発展のため貢献された向井会長が引退され・新会長に副会長湯

浅先生が就任きれた。こ11県が新会長のもと初の大会を開催することとなり立派な大会として，出席の皆

様に喜んでいただけるような会にしたいものと日夜念願した。

　大会開催の日どりも，10月には全国歯科医大会が大阪で開催されるので9刀ということに決定した，

9月は台風の月とて天候が心配され，日々の天気予報が気になり頭を痛めたが当日は絶好の秋日和に恵

まれ，さρに川席者も予想を上回る数に達し七覧会裡に閉催できた。

　大会を開催して得た体験は，人々の和ということである。7／二いに己を忘れて大会一途に打ち込むこと

ができたのは人の和，これが成功の一番の要素であった，この和の力をもって児童生徒の保健管理の面
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「　　　　　｝　　　　　　難；罐嚇轡璽汽

獅噸懸『『購韓轡別撚勘鶴1鱒齢

宿舎 郷土芸能

で一大飛躍の足がかりにしたいものである。

　今年も同じように大会は開催されるが今後どのような方法で運営するか考える時機が来ているのでば

ないか。これからの開催地が再びこのような苦労をされるのなら最も効果的な方法を研究する必要があ

ると思われる。現在は日学歯においてもこの大会一辺倒でなく，新会長のもと学術部で着々実践活動に

入り，各委員会を形成して種々研究されているので今までより活発に学校歯科衛生思想普及活動の向上

が期待されると思う。

　小生も役員の一人としてよく承知しているが，この大会の運営方法については，今後先輩の先生達と

ともに研究したいものである。

　大会の期間中天われに味方して好天に恵まれ，すべて順調に大会を終了することができた。出席され

た多数の会員諸氏より感謝の言葉をいただき労をねぎらわれ感激し疲労も覚えなかった。大会の準備万

端計画通りに進行し，事務当局の事務局長，各部長はじめ委員諸氏の御心労を準備委員長として深く感

謝し敬意を表する次第である。

　引き続き第1回全国学校歯科医大会協賛ゴルフ大会が甲賀カントリークラブで開催されたところ，こ

れも好天に恵まれ，東は山形県，西は広島県より80名近いゴルファーが出場して青々としたフニアウェ

ー
で白球を追いつつ大会の苦労を忘れて，一日楽しい親睦の会を盛会裡に無事終了することができてう

れしく思っている。

　来年は静岡県で「学校歯科の鐘」がひびき渡ることになる。今年より盛会であるのを念じつつ，その

労苦に感謝の意をささげ協力を約束して会員諸氏の御健闘を祈念する。

　ほんとうにありがとうこぎいました。

天　地　人

大会事務局長　佐藤　　守

光栄に輝き，伝統を誇る全国学校歯科医大会を大過なく終えることのできたのは，ひとえに全国会員
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郷土芸能 ゴルフ大会

の絶大な御支援の賜と感謝している。そもそも非才な私が事務局長の大任を果たし得たのも，天，地，

人のすべてに恵まれ，万事好調に運ばれたために他ならない，

　ただ，今後この大会運営にいささかなりとも参考になればと考え，大会準備から大会終了の現在まで

感じたことの幾つかを綴り反省の記とする次第である。

天

　2年前1こ大会誘致を決定，1年前の昨年には例年より2ヵ月も早い9月開催を目標に準備委員会を発

足したが，最大の危催は台風シーズンということにあった。幸いそれは杷憂にすぎ，湖国は今年も豊作

の年を迎えることができた。御同慶の至りというべきであろう。

　秋は学会シーズン，特に今年は10月に日本歯科医学総会が同じ近畿ブロックの大阪で開催され，その

テーマーが「子どもの歯」，本大会はそれに先駆けてという意識もあった。

　関係深い全国学校保健大会は11月に開催されるので，そんな時期的なことも考慮に入れ，またもう一

つ，次の年は万博の年でもあり，その前夜祭的な意味も含めて9月開催にふみ切った次第。

　万博といえば，その影響も少々受けた。お昼の郷土芸能二最初長浜の「曳山，子ども狂言」を予定し

ていたところ，万博の方からお座敷がかかり，たちまちギャラが上昇，当方の予算では太刀うちでき

ず，「なぎなた祭り」に急きょ変更したが，これも好評で，関係者一同ステージの陰で喜び合った。

　人煩が月に到達した宇宙元年，本県がこの大会を開催したことは，われわれには忘れ得ぬ良き想い出

の年となった。

地

“通過県”としての悲哀は，この大会に限り逆作用した。日本のほぼ中央に位置したことの幸せ，大会

当日は東京からのバスをはじめ続々マイカーで来県され，会場周辺には全国のナンバーが散見された。

　大会の数ある準備不行届の中で，叱られたものの一つに観光案内の不備がある。これは準備委員会で

も論議され大会場からの人の散逸を憂れい，あえて積極的に取り扱わなかった，聞くところによるとタ

クシーでびわ湖一周をされた会員さんもあった由，地元の運チャン曰く「芦の湖と聞違えてはるんとち
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がいますか」と。母なる湖，びわ湖の大きさを痛く認識されたことと思う，申しわけないと思っている。

　宿泊をホテル紅葉一本にしぼったことの賛否もいろいろ承わっている，レジャーブームで悪化した業

者のサービスには，県観光課に代わって深くお詑ぴ申し上げる。ただ，会員が一つの屋根の下で，同じ

釜の飯を食っていただいたことに対する喜びの声で，もって冥すべしとしている。

　理事会，総会の会場となった厚生会館はちょうど1年前，歯科医師会が中心となって峻工した会館で，

あのビ・レの最高の場所を占める歯科医師会ロビーからのびわ湖の景観は，ちょっと他に類がないのでは

なかろうか。会員の血と汗の結晶も全国の学校歯科医に認識してもらって，いささか報われた想いてあ

る。大会会場の滋賀会館：ま少々古いが，現在では県下最大の会館である。1，000人位の大会には格好の

会場であったと自負している。ただエレベーターが老齢で，大会前日，展示場では企画運営部が徹夜の

大奮闘を余儀なくされたことを付記しておく。

ト
人

卜

　しかし，なんと言っても大会成功の要は人の和と，人の情熱であろう，幸いなるかな，これには最も

恵まれた。

　前年度開催県の栃原義人先生の御厚意には全く感謝感激の至りである。昨年度の大会の資料は全郡整

理して贈呈していただいた。本県の大会の運営は総てそれを規範として施行していった。ここに紙上を

かりて心からお礼申し上げる。なお1昨年度開催の名古屋市にも単身資料を頂だいにあがったところ，

市の係の方から快く提供していただいた。大阪市学校歯科医会からも貴重な資料を拝借し，かかる御厚

意には全くお礼の言葉もないほどである。ちなみにわれわれも静岡県に資料をお送りした。ご盛会を心

よりお祈り申し上げる。

　新生日学歯の協力，湯浅新会長も多忙の中をわざわざ西下御来県を賜わり準備委員会総集会には激励

をいただいた。丹羽理事長，本村常任理事も来県をいただき種々細部について御指導を受けた。川村敏

行副会長は，川村準備委員長の御令兄，ために大阪市学校歯科医会は全面的な協力を惜しまれなかっ

た。亀沢副会長の東京都学校歯科医会も陰に陽にの御支援をいただいた。

　滋賀県当局の絶大なる協力は特筆大書すべきであろう，事務局を県教育委員会においたので，県関係

職員の多忙は傍で見るのがお気の毒なくらいであった。山本保健体育課長の深甚な理解のもと，熊本大

会には，片岡課長補佐，寺田係長，駒村事務官等を派遣していただき，すでに1年前から今日に備えて

いただいた。

　今春からは森田歯科衛生士が同課に技師補として採用され，大会が切迫するや，アルバイトとして会

が雇傭した沢井歯科衛生士にも，特別の配慮で課内に臨時にデスクを与えていただいた。この二人の衛

生士はわれわれの手足となって働いてくれただけに，この措置は非常にありがたかった。

　大会の協力費も，小県にかかわらず今までのどこの大会よりも多額の援助を受けられた。このことは

今後大会を運営される府県には大いなるプラスとなるに違いない。その陰には平素わが県歯科界が「歯

の衛生協会」　（会長，知事）をはじめ，へき地診療，フッ化物巡回塗布事業に県と緊密に協力，真しに

精進していることに対する県当局の暖かい思いやりのあったことも銘記していただきたい。

　大津市当局の協力も県に劣らず特筆大書せねばならない。熊本大会には教育次長，伊東課長，堀村係

長等が参加され，その頃すでに内定していた大会誘致時の大津市のレパートリ・一になると思われる宿

泊，観光，設営の部門には詳細に見聞，資料を作製していただいた。爾来，1年，度々委員会を開催さ

れ，大会前3日ほどは，市の関係者はほとんどホテル紅葉に出向のため，市の業務はホテルでされたと
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いうほどの熱の入れ方，これも日頃，大津市学校歯科医会と市当局のなみなみならぬ協力体制を示すも

のであり，平素の心がけの大切さをしみじみと判らせていただいた。

　歯科医師会も今春の改選で芦田新会長が就任され，執行部の一部変動もあったが，久木竹久大津市学

校歯科医会長が専務理事に就任され，副会長には元の県学校歯科医会長の南清治氏が入られ，県歯と県

学歯は表裏一体の団結で，その総力をあげて大会遂行に協力していただいた。

　この大会に関する限り，ヒーローはない。しかしあえてあげるならば，やはり川村準備委員長の偉大

さであろう。大会遂行の中心となるべき学校歯科医会も今春会長を改選，川村輝雄氏が就任された。会

は理事を一挙半減という大改革をやってのけられたが，大会に関する限り自分は準備委員長として大会

で副委員長にとどまり，大会委員長という名誉は井田前会長に譲られ，専心大会の準備に打ち込んでい

ただいたが，県学歯史上初の日学歯常任理事就任が決定，中央とのパイプとなられ，以後は県，市への

陳情，日学歯理事会への出席，準備委員会への出席と多忙の毎日を過ごしていただいた。

　会長就任当時は，斎藤実盛ばりのおぐしもついには元のロマソスグレーに逆戻り，それを気にされる

余暇のないほど，東奔西走の活躍で，「引き受けた以上r小県だから』を意識するな，必ずリッパにや

りとげよ」はわれわれに課せられた至上命令であった。

　部長に人を得たこと，これは県，市関係者もひとしく認めるところであり，不徳の事務局長としては

最大の喜びであった。各部長に反省記をお願いしてあるので，そのプロフィルのみ記しておく。

●高田総務部長はごく最近まで歯大の少壮気鋭の講師であった人，それだけに学会の運営，特に会計面

には詳しく，しかもサィフのひもは堅く，この大会成功の鍵を握っていただいた。

　余談ながら会議はすべてお茶だけ，少々おそくなっておべんとう，当然のことだが，ついにアルコー

ル類は一滴も出なかった，正にモーレツであった。

●山本学術部長は県歯科界きってのマジメ人間，責任感の旺盛さは異常なほど。資料の作製，大会要項

の編集，校正，大会当日の舞台裏，記録など県歯科界のブレーンを集めた優秀なスタッフで見事その大

任を果たしていただいた。

●高橋企画運営部長はその円満にして怒りを知らない人格は万人愛好タイプの好漢，県歯界のヤングパ

ワーを揃えて，この最も重労働的部門を見事遂行していただいた。学校視察，記念品などの細部にまで

気をつかっていただいたのは，全くこの人ならではの配慮の賜戸あった。

●速水設営部長，今年の3月まで大津保健所保健課長というわが国歯科界でもユニークな存在で，現在

は県立衛生専門学院長という偉い人，この肩書は大会運営に大きくプラスした。宿泊，観光はこの部長

と大津市役所の苦心の設営であった。フィナーレの花火，比叡山の精進料理など好評だった数々の因ir

はこの人の努力によるもの。しかし懇親会の開幕時花火ととに飛来した飛行機とチャーターした観光バ

スのテンタルカラーは，ハプニングの由。

　報道関係の協力，業界誌，地元新聞ともによく協力していただいた。特に歯界報知の大島記者からぱ

全国の意見をうかがい，種々のアドバイスもちょうだいし，大会前夜には資料の運搬から，会場の設営

など肉体労働までさせてしまった。全く，感謝のことばもないほどである。ともあれ，業界誌からはい

ずれもこの大会を賞賛し高く評価していただいた。われわれとしては面映ゆいが，その陰の協力にこそ

改めて深謝する次第である。

鬼の目にも涙

さて，かく申す私，迷事務局長は，上記のように総てに恵まれてはいたすこともなく，事務職員達か
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ら「一言過多居士」というアダ名を奉られるほど，文句ばかり言っておった始末。だから今さら，あの

充実した衛生研究協議会や，静岡の子上会長の指摘された閉会式のさびしさなどから「学校歯科は今後

いかにあるべきか」「学校歯科には偉大なる先人が多過ぎる，あれでは若手の出る幕はない」「地方に

おける歯科医師会と学校歯科のあり方」等という問題にふれると，またまた「屋上屋を架す」というこ

とになるのでやめておく。ただ，あのフィナーレの花火だけは涙ににじんで・よく見えなかった。

　私としては，大会に精進したもののみが，流す尊い涙とひとり感激しておったが・他人はこれを「鬼

の目に涙」と称したとか……憶々。

事務局から

　　の　い

　熊本大会から滋賀にバトンを受けついでから・大会までほんとうにめまぐるしい日々であった。「全

国から集まる会員に喜んでもらい，実のある大会にしなければ」このことは役員すべてが堅持した考え

方であった。

ナ　テ－マ

　実のあるもの，それは大会テーマである。これは大会での全体会議・研究発表・または・前日の衛生

研究協議会のシンポジウムにも，歯科衛生向上のための諸問題の解決でなければならないし・今後の発

展のためにも必要なことなのであるからである。

　大会を終えて，前日の衛生研究協議会・大会当日の研究発表・全体協議会の発表者はもちろん・参加

会員の質疑による盛り上りは，今後の日本学校歯科衛生向上の姿であったことを喜びたい。

ナ会役員の構成と運営

　船頭多くして舟山に登る，とは昔のことわざ。この大会をお引受けして・佐藤事務局長を中心に・高

田総務，山本学術，高橋企画運営・速水設営の各部長が各部の仕事の内容を把握し・責任ある仕事を遂

行することに専念した。

　滋賀県学校歯科医会員170名の少数会員が・それら各部長のもとに配置され仕事二当たられ・大会当

日までも各部とも，また各部間においても・いざこざは起こらず・人間関係で・きわめてスムーズに仕

事が進められた。このことは今後の県学校歯科医会発展の基盤をかためたこともたしかであるt

大会役員はすべて学校歯科医会員の手で

　各部における準備事務局のメンバーは全部学校歯科医であり・これで大会がと心配されることであっ

た。しかし大会が近づくにつれてこの心配は消え・佐藤事務局長の指揮のもと・各部の運営は当初に決

定した予定表のとおり進められたことは驚きといいたいほどであった。役員の歯科医の各先生方の精神

に敬意を表すほかはない。



責任遂行の精神

　事務局が県教委にある関係上，佐藤事務局長との連絡は主として電話でなされていた．事務局の電話

は公用で大会に要した電話料はわからないが，佐藤事務局長宅の電話料は相当な通話料二なっているだ

ろう，事務局だけへでも大会当日までは1日5回と下らない。たぶん電話使用料多額納付者として郵政

省から表彰があるのではないか。

●大会当日まで毎週水曜日事務局を訪れるT部長。自分の仕事の内容の進捗情況を見とどけるためと，

来週までの仕事を与えて帰るという緻密なこと，したがって仕事は遅れることなくテキパキと順序よく

運ばれたのである。

●事務局では課員1名　事務局員（雇）1名の2名が主に大会事務に当たった。大会受付事務から大会準

備事務にいたるまで，多忙煩雑な仕事を処理していた。若い22歳の女性2人であったから，各部から来

る大会準備関係事務，他府県からの大会申込事務に対し，文句は言われても，文句を言わず処理したの

だろう，かくれた存在としての2人の仕事に対し，大会関係者は改めて感謝すべきであろう。

●真剣さ緻密さ

　大会資料のf乍成に際し，発表者の原稿に必ず目を通し印刷屋送り，校正も必ず見とどitることをしな

いと気がすまないT部長。

　割り当てられた責任分野を一字ずつ校正を行なう部員の真剣な眼付，人の仕事をしているのでなく自

分の仕事として取り組み，細部に当たる校正ぶりは部長部員の心のとけ合った姿であった。

●労働をおしまず

　足でかせぐというか，足で仕事の能率を上げるT部長。口で話し相談しているよりも先に仕事，早決

完了。大会前日の準備，後始末は命令……伝達……仕事の迅速さ。昔の軍隊を思わせる働きは目を見は

らせるものがあった。

大会を運営して

企画運営部長　高橋一男

　長年月準備に没頭してきました第33回全国学校歯科医大会も無事終わ1）ました今，ほっとすると同時

に，各ベテラン部長にまじって浅学非才の私が準備の一端を受け持ち，かえってご迷惑をおかげしたこ

とを深くお詑びするとともに全国大会の重大さと，むつかしさを身をもって痛感した次第です。毎日の

診療に忙殺され疲れきった身体を，準備のために献身的に御協力下さいました準備委員の先生方，日常

の繁雑な事務のかたわら御助力下さいました事務職員の皆様方に，心から御礼を申し上げます。

　さて今回，大会の準備の一端を受け持った責任上，思いつくまま，反省しながら述べさせていただき

ます。準備委員長，事務局長の適切な指揮の下に諸準備は格別の支障もなく順序よく進められ，ことに

各部長の意志のぞ通が行きとどき，さして混乱もなく大過なく終わりました，ただ展示会場が滋賀会館

中ホールで行なうべく各メーカーの方々にも通知し，場所割も完了していたにもかかわらず，ニレベー

タの使用禁止と電力の制限のため，急きょ大ホール前の廊下に変更しましたため相当混雑し，業者の方
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はもちろん参加の皆さま方にご迷惑をおかけしましたのを深くお詑びいたします、

　受付は，特に参加第一一歩の印象を与える重大な場所であるため気苦労も多かったと思いますが，さす

がに，ベテランの県学歯の先生方，衛生学院生が，先生方の補助として，また県歯事務職員が各府県別

に適切に処理してくれましたので，大変スムーズに運びました。

　今後，大会に参加する場合は，大会そのものよりも，これに要する準備期間の苦労を体験し，また違

った面から参加させていただけると思います。

　最後に申し上げにくい事ではありますが，せっかく大会参加のため，いそがしい中遠路おいで下さい

ました先生方ですので，常時会場に座っておられます人数が参加者の半数以下では，まことに開催県と

してさびしい思いをしますので，今後は閉会式までご着座願えますならば，長年月にわたる準備の若労

も報いられ，喜びこれにすぎるものはないと思います。

人間コンピュータ

大会学術部長山本直哉

　なんの因果か，今まで「学校歯科」とはほとんど無縁だった私が，この大会を契機に県学校歯科医会

の理事としてひっぱり出され，しかも大会の学術部長という大役までおしつけられてしまった。なんと

かその責任を果たしてホッとしているのに，反省記を書けということである。そこでまず結論から申し

上げるが，いろいろと苦労は多かった，やってよかったと思っている。私のような個人にも，県の関係

者にも，この大会をやったことによって，今まで不明であった日本の，県内の学校歯科の現状が，なん

となく整理できて，おぼろげながらではあるが判って来たような気がするからである。このような感じ

を持った人が，1人でも2人でもふえたことは，これからの学校歯科の前進に必ずやプラスになると信

じている。

　以下，思いつくままに大会の反省記を記しておく、

1．　　　　

　これは予想以上に多くて，そのセレクトにぱ困った。事務局とはかって，地元の先生にご遠慮願い，

遠来の客の顔をたてた次第。ただ，痛感したことは，他の学会と異なり，発表者の所属が個人あり，団

体ありでちょっとまとまりがなく，その発表規定等も判然としない点などもあり，締切日にいたってぱ

ほとんど守られなかったということである。今後この大会が学会らしい発展をするためには，一考を要

するのではなかろうか。
2

．　　　　ロ

　当方の不行届きもあって，出演老の突如変更，演題の一部変更などもあり，関係者にぱ多大のこめい

わくをかけたが，予め打合せをするというようなことのできない全国大会では，責任者の充分なる配慮

と連絡をお願いしたいものである。



3．　衛生研究協議会

　これは大へん有意義で，準備委員の方も準備のやりがいがあり，手ぜまな会場を申しわけなく思いな

がらも，満員の盛況にうれしい悲鳴をあげた。大へん失礼な言い方かもしれないが，学校歯科医研さん

のほんとうの姿ではないかと思った。今後も「学校歯科」の真の研究の場として，その充実と発展を祈

る。

4．　大会要項の編集

　校正は3回やったが・それでもご覧のとおりのミスがあった。特にお名前を間違えたのは誠に申しわ

けなく深くお詫び申し上げる。ただ・内容は先輩各都府県の要項を数年前までさかのぼって検討し，学

術部スタッフの努力によって編集したもので，今までのそれに遜色のないものと自負している。

5．　県内資料

　事務局の方針で・昨年の熊本県にならい県内資料編を作った。現在の本県の学校歯科の素顔であり

貴重な数字の羅列である。これには県教育委員会の赤田先生と，部員の小林恢先生の献身的な尽力によ

るもので・あの細部にわたる数字をひとりで算定していただいた「人間コンピュータ」小林先生の努力

に・最大の敬意と感謝を捧げる。この貴重な発表は永く本県学校歯科の指針として活用されることであ

ろう。

6．時間の遵守

　研究発表・シンポジウム・全体協議会・衛生研究協議会，そのいずれも出演者の深甚な理解と，司会

者・助言者のC’配慮で・学会の通弊とされているタイム・オーバーが全然なく，すべて順調に進み，

スムーズに大会の運営される大きな力となった。心からお礼申し上げる。

　この貴重な大会の収獲が，明日の学校歯科に充分に活用されることを念願する。

設営部を担当して

設営部長速水昭介

　9月21～22日の両日，全国学校歯科医大会が，大津で開催された。　「学校歯科の向上のために一教師

と父兄と学校歯科医の結びつき一について」をテーマとするシンポジウムをもった上に，一般演題の発

表申込みも前回以上に及んだこと，シンポジウムにおいても，一般演題においても，きわめて活発な討

論が，かわされたことなどは，学校歯科への関心の年々高まってきていることを示すものといえましょ

う。連休をひかえた大会であったにもかかわらず，北は北海道から，南は沖縄まで文字どおり全国各地

から多数の参加者があったことは，学校歯科医会の将来の発展を約束するものとみて差しつかえないだ

ろう。

　われわれ大津市学校歯科医会が設営部を担当したのであるが，理事はもちろん地元大津市の保健衛生

24



課の諸君一同に加うるに，大津市教育委員会の職員でもって設営部員となり，昨年7月頃から何回とな

く会合を持ち，今までにないユニークなものを打ち出そうと種々検討を重ねた結果，まず宿泊の場所を

1ヵ所に引き受けて，各府県間の交流を図り親睦を深めてもらおうという趣旨から，多少のご不満もあ

ったことと思いますが，ホテル紅葉で全員宿泊をしていただいたものです。

　宿泊の先生方もこの意図を諒とされ，修学旅行の昔日を思い出させるような，大広間での壮観な朝

食，5人合部屋での宿泊等，担当者の危惧もなく，かえって花やいだ雰囲気に終始したことは，ご協力

いただいた先生方のおかげと深く感謝しております。……中には個室を要求される強者もおられて設営

部長が頭をひねる図も見られましたが……。

　大会の終りを楽しくとレセプションでは琵琶湖の美しさ山紫水明の自然景観を取り入れようと，ガー

デンパーティ，湖上の遊覧，花火，模擬店等を企画したのですが，何しろ昔から二百二十日の台風シー

ズンに当たり，設営部員一同，神仏にただ天候の晴天ならんことを祈る気持でした。結果は一同の至誠

天に通じたか，心配された台風も雨もなく，快晴の秋空の下にクライマックスの江州音頭，宵天を焦す

打上げ花火，「祝第33回全国学校歯科医大会」の仕掛け花火に参加各先生の万雷の拍手を得て，設営部

一同感激に頬を濡らす心地でした。

　翌日の学校視察と観光も予想外の好評で琵琶湖大橋からの景観に，湖の大きさを賞美され，比叡山延

暦寺の精進料理に芸術的ともいえる味覚を嘆賞され，この行事が部員一同の協力と寝食を忘れての努力

により，有終の美を飾って終了したことを心から感謝するものです。

●第33回全国学校歯科医大会決算報告

　

費
歯
歯
歯

入　

　

学

収

会

日
日
県
歯の衛生協会

県学校保健会

県市補助金
寄　付　金
広　告　料
雑　収　入

3，307，000円

1，100，000

　400，000

　200，000

　50，000

　50，000

　900，000

　90，000
　342，000

　62，906

費
費
費

　
本

入

費
費

糧

製
購
　
営

　

刷
品
議
運

食
印
備
　
会

　

　

　

会
大

報　償　費
設　営　費

記念品費
食　糧　費

懇談会費

計

支　　　出

事務局費
賃
旅

金

費

消耗品費
通信運搬費

6，501，906

887，632円

205，500

371，740

15，970

94，910

費
金
費
び
料

　
　
　
よ

通

付
興
櫓
借

　
　
　
用

交

交
余
使
賃

　印刷製本費
事後処理費

奥村賞へ

　92，952

　94，300

　12，260
　550，285

4，831，430

　332，842

　233，482

　808，000

　478，392

1，809，767

　122，490

　150，000

　50，000

　136，457

　710，000

　200，000

　32，559

十
曇
一
ロ 6，501，906

●第34回全国学校歯科医大会予告く昭和45年〉

（静岡県学校歯科医会）

10月23日（金）熱海市新熱海ホテル　午前：日学歯理事会　午後：日学歯総会

10月24日（土）熱海市新熱海ホテル　学校歯科衛生研究協議会

10月25日（日）熱海市観光会館　全国学校歯科医大会

10月26日（月）学校視察・観光
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学校視察と観光

野洲西小学校から奥比叡へ

日本学校歯科医会副会長栃原義人

日時　昭和44年9月22日（月）

日程　ホテル紅葉→野洲西小学校→びわ湖大橋→奥比叡

観光→昼食（比叡山延暦寺宿坊精進料理）→比叡山ドラ

イブ→森田製作所見学→京都駅解散

視察校　滋賀県野洲町立野洲西小学校　15学級（特殊

1学級）522名，職員数21名．学校は，米どころ豊沃な

湖南平野の真中にあり，三上山を眼前に眺め風光明媚．

交通の要衝。PTAの構成は，会社員が半数弱を占め，

運輸関係，農林水産，商業，公務員の順。

　大会日程に欠かせないのが学校視察である。現場を見

聞する二とは，必ず何か収獲があるもので，事務局世話

方．よ大変だが今後も続けたい行事である。

　当口　曇　大会宿舎ホテル紅葉前に集合，京阪バス貨

切り6台に分乗した一行280余名の見学団は，8時40分

出発，近江の初秋をめでつつ．視察校，野洲西小学校へ

向かう。各車には，地元幹部の先生方が同乗され，何く

れとなくお世話される。車は名神高速道路に入り，弓の

藤太秀郷の大蛇退治で知られた伊伏山の方向に走り，栗

東インターチェンジから左折して学校着9時20分。ブラ

スバソドに迎えられ校門を入り，早速，業間体育を見学

する。全校生徒は元気一ぱいに体育をやっている中で，

4年生の2クラスだけは，校舎側に設けた洗口場に整

　　　　　歯科治療のおすすめ

保瀦殿　　　　野洲西小学校長
定期、臨時健康診断で歯の検査をしましたところ下記のように

　治象をしなければならないむし歯がありましたからご通知します。

歯がわるいと食物をよくかむことができず、子どもの成長発育

　に影響しますから早く治療をうけてください。

－
”一

　　　　　　　　　左乍

　　　　一ド

　　　　　！永久歯
治療を要する歯1乳　歯

　　　　　L抜　歯
　　　　　「歯ぎん炎
歯の病気や異常1歯槽のうろう

　　　　　、不正咬合

本

本

　本

歯石

　その他

治、t．　fi．　hりましたら二Sy　，、IL明1！；一を学校の方へ必ずお出しください。

書

組

明

年

証療治

部　位

処　　置

　治療開始日　　　年　　月　　日

　治療終了日　　　年　　月　　日

上記の治療が終ったことを証明します。

　　　　　　治療匹師名 ④
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学校視察 奥比叡観光

列し，穿級担任が付き添い，保健主事の先生から学級別

の正しい幽みがき指導を受けている。この洗口場での歯

みがき指導は，口割順番交代制で学級別に実施されるそ

うだ。面白いアイデアである。なお，後での校内参観の

時に気付いたことだが，全校生徒は各自，歯ブラシ，コ

ソプ，練歯みがきの1セットを入れたビニール袋を所有

し，各教室内の一隅に釘かけ式に整理してある。

　本佼の教育方針は早くから野洲西小の三健教育として

知られ，健康優良学校県第一位を昭和40年度以来続けて

4回受賞し，全日本よい歯の学校表彰連続5力年の賞も

受げている｛∫名佼である。それに，今度，全国大会の視

察授として，健歯教育の研究を委嘱されていたのだから

盛り一Lがっていたことは当然であろう。

　たとえば，昭和44年6月1口現在，永久歯う歯の処置

率は88．9％とill告されている，どこでもやっている件で

はあるが，本校の治療勧告書は，前ページの様式のもの

が使用されている。

　1た内参観を終わJ，てから講堂に参集し9時50分から研

究集会に移る，まず挨拶は学校長に始まり，野洲町教育

長，井田大会委員長，川付大会準備委員長，当校の学校

歯糾医の順序で挨拶と紹介がある，限られた時間なのて

初めから全般にわたる質疑応答とし要領よく纒まる。最

後に，湯1知1学歯会長から講話を兼ねて感謝の言葉があ

り会を閉じる．一行は再びブラスバンドに送られ10時50

分，校門を辞し，いよいよ奥比叡への観光に出発する。

　夢のびわ湖ノ（橋≦≧長1，350mを渡り，バスは比叡山延

暦寺へと緑のドライブウエーを登って行く。雲厚く眺望

不良だが，それでも湖面は美しくよく見える。12時50

分，1［i上の大講堂前駐車場二至1」着。バス各車毎に記念撮

影L

　ここぱ天台宗山門派の総本山，日本仏教を育てた霊地

である。大原始林に点在する堂塔百余を総称して延暦寺

というそうだが，私どもはその中心たる根本中堂へと歩

く。やがて，案内の坊さんの説明を聞きながら堂内深く

参進すれば，暗い洞窟のはるか下方のご本尊には千年を

越えて守り続けられた不滅の法灯が静寂の中に幽玄の光

をゆるがせている。思わず南無阿弥陀仏の念仏も出よう

というもの，

　顧みれば7年前の昭和371秋，京都全国大会の時も：

こに観光した。その時は建って問もない比叡山国際観光

ホテルに1泊し，また，森田製作所見学はたしか前口集

会の日程として行なわれたと記憶する。古い宿坊の面影

はなく，暖房完備の近代建築，その大食堂で珍しい山菜

料理をいたゼく。ビール1本の配慮が光ってありがた

いG

　ニニでまた，井田大会委員長，川村準備委員長，佐藤

事務局長，湯浅口学歯会長それぞれの挨拶があり，大会

日程もいよいよ終尾：こ近づいて来た。三たび車中の人と

なり，バスは古都，京都の街へと下る。帰りの時間を気

二するノ、のために一・まず京都駅に車を回し，最後の見学

場所，伏見の森田製作所に行く。ここ森田製作所は日本

技術の粋を集め世界の第一線を行く歯科大もの器械の工

場。チェアーユニット・スペースラインなどがどんどん

生産されている。

　見学を終わり，明朝，甲賀カントリークラブでの学佼

歯科ゴルフ大会に参加の部隊はここから，ホテル紅葉へ

直行し，本流は予定どおりふたたび京都駅に行って解

彫〔，　170！i：。

　全国に手をつなぐ学校歯科の同志はお互いに手を振り

ながら，来年の静岡大会での再会を思いながらそれぞれ

別れていった。
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健歯の実際
視察学校歯科医の立場から

野洲西小歯科医桂 基嗣

　従来の三大国民病は，トラホーム，寄生虫，そして歯

牙う蝕であった。ところが公衆衛生の発達してきた今

日，　トラホーム，寄生虫は，次第に姿を消しつつある

が，最後の歯牙のう蝕だけは逆に増加の方向にあって，

日本歯科医師会，日本学校歯科医会において種々のう歯

予防対策をこうじられていても，その勢いははなはだし

いものである。

　そこで歯の健康管理は予防すなわち歯みがきと栄養の

習慣性にあるが，それ以上に大切なのは早期発見，早期

処置の指導に他ならない。特に学童の歯牙については，

この点を徹底させなければならない。

　本校の健歯教育として下付校長は“三健”教育を推奨

して，これら児童う歯対策には保健主事，養護，各学級

の先生が積極的：こ努力されている。と同時に将来社会に

強く生きる児童の育成に“三健”を基盤に学校教育の徹

底を期されているc

　健歯教育の推進および活動により校内での健歯教育が

深く家庭に浸透して最善の健康生活の習慣が家庭内に定

着するよう考慮して学校保健委員会（PTA保健委員会

も含む）の活動を活発二推進する一方，学童にはいろい

ろなデータをもとに各学級において図示し，これによっ

て歯牙う蝕に対する関心と理解を高めている。

　歯の保健管理の一環として苞！1三しい歯のみがき方につ

いてローリソグ1去二よる徹底した個別指導に力を入れて

いる。⑤歯肉のマノサージの必要を児童に理解させなが

ら，歯みがきと同様，個別二指導している。企校の歯ブ

ラシを統一するため特二学校で歯プランを一括購入して

いる。◎毎年2，3，4年全員二対してフノ素塗布を実

施。江カラーテスターによる歯の清掃状態を澗査し歯ブ

ラシの特性と，視覚により歯みがきの必要性を理解浸透

させ歯石沈着とブラシのとどきにくい箇所を指摘し，旺

確かつ有効な歯みがきを児童に自覚きせ習慣づ1・t　tL。歯

みがき訓練を，毎日行なっている20分間の業間体操に取

り入れて，つねに健歯に関心を持たせ歯牙う蝕の予防に

努める。

　学校検診は本校では5月と10月の年2回実施してい

る。5月の検診は精密に永久歯はもちろん乳歯において

も処置の指示を検査表に記載する。特に第2次う蝕およ

び歯槽膿漏の前兆ともいえる歯肉炎（歯列不正も含む）

には気を使っている。

　検査後すぐに治療勧告書と健康手帳により，家庭に連

絡し処置を受けさす。子供によっては．治療を恐れた

り，父兄の無関心，経済面といろいろ重なって受診を拒

絶する児童があるため，特に児童の診療時問を設け，集

団受診によって子供の恐怖心をやわらげた。児童診療時

間は木曜日の午後と勧告後2回の日wa　［iをそれにあて

た。経済面にあっては，医療費補助として教育委員会か

ら発行している医療券により該当児童の処置を実施して

いる。10月の検診は前回の処置が完全にされたかどうか

再検査するものである。これによって治療を完了した児

童と学級には表彰を行なう，歯列不正，不正咬合の児童は

特に土曜日の午後，健康相談日を設け，相談に応ずる。

結論として

1）予防対策に充分気を配っているが，保育園や家庭に

　おいて徹底した予防は至難である。

2）歯牙のう蝕に対する保護者の認識と理解が，まだま

　だ不足している。

3）　矯正治療は費用の問題で困難。

　以上の結果から家庭における歯の健康管理が不充分

で，これは本校の学区内のみならず社会全般二もいえる

事実である。しかるに国民のう歯が大きく社会問題にも

なりかねない今日，年1回の週間二止まらず，つねに歯

牙の管理を徹底さすため月1回の虫歯デーをきめて，歯

の衛生向上のPRが出来ればと念願している。
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よい歯の学校

審査報告・日本学校歯科医会副会長　川村敏行

卜

第10回全日本よい歯の学校表彰昭禰簸

小学校2，312校　中学校747校

　全日本よい歯の学校表彰はう細半滅運動の一環として，保健教育と保健官理とによって学童生徒のう帳半雇に達し

た学校を表彰する主旨により，第2次運動期間の昭和35年を第1回として’J・学校を対象として実施した。当時の表彰

校は186校であったが，昭和37年第3回より中学校も表彰することになり，逐1都道府県に広がり表彰校は増加した。

　第10回を迎えた本年度の表彰校は例年より応募申込期日が大会開催の関係で繰り上がり，応募校に迷惑をかけ心配

していたが，昨年度以上の応募校があり，表彰校は小学校2，312校，中学校747校．合計3，059校1こ達し，5年連続

吏彰校は，小学校178校，中学校50校，合計228校で特別にレリーフが贈られる。

　う歯半減連動が展閉されてより15年を経過し第4次を迎えるにあたり，よい函の学校表彰基準を再検討してその内

容を充実発展せしむるための改善要綱が，昭和44年度日学歯総会において発表された，

　すなわち昭和45年度より保健計画，保健教育，保健管理に関して，日学歯の学授歯科の手びきの趣旨にのっとり努

力され定期健康診療の結果，永久歯処1どぎρ0％達成校は地方審査会で表彰，70％以上達成校，50％廷成5力年辻紅校

は中央審査会で優良校として全国学校歯科医大会にて表彰する。

　よって全日本よい歯の学校表彰は，都這府県あげての全国行事となり，う歯’rく±動の中核的・さ：義を高揚するてあ

ろう。〈川村〉

賞歌援与・受賞校k表　滋賀県長北小学按長　ij．　一一色佐八 賞状授与・受賞核代表滋賀県永原小学段長　本荘正交
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全日本よい歯の学校表彰校県別内訳表
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　　　　　　　　　　　1

校　　名 検査人員
1

処置率
　％

目　第　二1
「　　528

71．9

和 329 88．0

栄 207 57．8

川 90 51．8

沢　西　部 1，365 70．5

沢　北　部 836 53．9

田 337 66．1

関 74 84．1

島 437 57．0

庭 226 76．0

野　　目 396 93．0

芳 386 75．0

根 364 79．4

野 278 76．8

砥 479 70．0

根 329 71．4

沢 71 56．2

味　　沢 66 55．2

豊　第　二 213 53．7

山　　形 309 61．1

形　第　五 1，156 77．7

坂 256 60．6

目　第　一一 438 60．8

川 535 62．2

昭和44年第10回全日本よい歯の学校表彰校名く・1・学

学校名踏人員処劇学校名ト検韻i処野学

72．5；

75．4

51．3’

92．4

93．8

69．3

50．7

82．4

63．0

67．2

82．7

54．7

81．4

100．0

90．3

75．2

81．7

88．4

57．1

60．4

79．0

67．0

60．9

77．0

79．1

56．5

73．5

73．8

51．0

77．6

73．0

87．8
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猿
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64．4

51．3

83．0

55．4

62．0

68．9

50．8

76．0

82．9

82．9

76．0

62．6
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鶏
瀧
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翻
狙
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瀬
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㎜
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瀬
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岡
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西
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櫛
舟
　
城
見
阿
枝
中
市
堀
稲
石
妻
大
世
照
白
野
北
大
中
仲
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謂
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幾
㈱
説
器
諺
齢
糧
腰
卸
躍
瑚
黙
儲
駆
麗
畿
論
鎧
潭
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器
繋

川
東
野
野
島
幡
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岡
南
郷
岡
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北
和
郷
蔓
用
北
受
呂
郷
川
田
南
泉
戸
塑
岡
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郷
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．
田
田
骸
東
一
九
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鰍
ケ
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生
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田
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嚇
田
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兄
八
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鎧
高
六
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山
局
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桐
桐
川
醐
名
三
殖
伊
伊
豊
茂
宮
韮
毛
宝
宝
強
休
太
倣
鳥
沢
九
太
沼
沼
沼
館
館
館

処置率
　％

0
8
1
0
1
7
6
4
1
2
3
1
7
9
1
2
9
6
1
9
8
7
9
5
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β
』
渇
』
β
2
」
．
冷
澄
沿
3
呂
δ
2
』
2
』
2
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瀦
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濠
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I
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瀧
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検
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検
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岡
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岡
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講
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白
滝
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榛
榛
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65

61
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76

56

58

66
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19
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2
8
3
4
4
2
3
5
5
3
2
5
1
3
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62。3

81．91

71・81
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61．51
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　　1
64．0
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大
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古
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須

根
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川
上
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：
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61．9
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㎜
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学　　校　　名

央

一
城

丁

代

山

中
第

志

志

合

合

西

西

七

千

八

種

鏡

佐

東
陽
本
田

　

北

有

竜

代

藤

千

検査人員

418

　131

619

817

　859

　267

　942

　311

　302

1，397

　368

　303

処蜘学校名ゆ員隅率学†・陥脚槻率
59．8　　六郷小・西分室

80．91鹿北第’－
79．2　’　　城　　　　　　　　　dヒ

55．6　鹿北第二
65．4　　大　　　　　道

91．2　　山　　　　　鹿

64．4　産山山鹿
57．0　波野中部
51．41 尾ケ石東部
57．0　　宮　　　　　原

69．2波居原
56．2　　蓬　　　　　葉

　264

　204

　338

　404

　255

1，224

　160

　75

　99
　909

　30
193i

91．4　　　　言果　　　　　　　　JII｛

63．3　水　　劇
63．9　　佐　　　　　敷

63．6　il湯　　浦
51．O　！1小　　坂

68・71戸　馳
78．3！玉　 水

72．31春　　富
67．51！南関第三
　　li
51・° ／豊　　水
85．31

57．6’

87

111！

683

362

124

189
　　1
397

345

299　
156i

　　l

87．0

64．0

70．3

62．8

92．6

54．7

80．2

74．6

80．5

53．4

学校歯科衛生研究協議会出席者名簿

】冑　i森　梅原彰　久保内健太郎　　茨　城　　谷田部厳　友’常

一雄　群馬　山下武二　河野展治　占見東太郎　星野

弓ム行　　土谷信　　築；頼滋男　　田部Jil康修　　H］中順　　1月沼百

合子　埼玉　斉藤光生岡田圭二中村正男　栃木

宮島豊　小平正夫　千葉　榎智光　北総栄男　佐藤学

而　田辺吉郎　今井勇　新保和男　岩沢正和　東京

亀「1シズヱ　関口龍雄　小島徹夫　田中栄　高橋一夫

弁」一源彦　吉川義人　清川清　桜井善忠　高橋郁雄

神奈川　加藤増夫　非田潔　谷幸信　安藤辰男　森田錨

之醒　小野和雄　静岡　中村幸義　愛知　長屋弘

橋な辱友　河合豊　田熊恒寿　上野正　岐　阜　西村登

蒲’i鋳巳　大林富男　伊塚貞良　山幡繁　児玉昌也

児玉盛策　前田奈々子　新潟　大村義国　本間雄

富山　菅田晴山　和記憲一　坪田忠一　三重　野村

仲三郎　京　都　後藤宮治　嶋善一郎　和田正治　森牧

即　小山一　若林博　松井健三　大　阪　井上勝二　平

縫兼古　土居信久　勝・田重春　松田清正　柿野恵一　大

埼恭　覚道要蔵　光川正雄i豊清　池田忠光　吉田隆

賀1イ｝重雍　大野直道　植村昭蔵　伊崎信雄　村上肇　小

原活郎　中村篤夫　宮脇祖順　篠田忠夫　武藤見三　角

田豊作　岡村親一郎　福本春夫　堺市　天津武男　高

田富男　岡田弘也　瑞森茂雄　兵庫県　細凍宏　石崎彦

介吉本二郎萬谷健二八竹良清中田宏神戸市
徳丸定樹　谷上利史　鳥　取　秋山清治　倉繁房古　栓

本治男　島　根　矢野裕子　広島香川凱二　松島悌二

橋本謙二　高知　井関拓　愛媛野田重幸井村嘉男

熊　本　栃原義人　一一tW尚　松本敬子　宮　崎　稲田義一

溝口幸夫　大　分　毛利彊　佐藤忠郎　石川奇太郎　筑

紫隆生　河野亘　滋賀　川村輝雄　西田武郎　多田一

夫佐藤守寺田周作赤田正敏小原房栄名越文代
斉藤知佐子　松岡節子　島崎敏江　中井サダ子　川勝稔

子　吉村繁子　堀井ミツ　会津きり　筑山澄　島野達也

中山寿恵　白石尚　小山茂　池田良　田部はつ江　野一・

色佐八　織田愛子　岡田静枝　遠藤繁雄　森宏　関美生

佐橋奈加　大森サク　中川朋子　菅沼清美　高崎恭子

青木幸江　古日新次　吉田久代　福地ちよ　大久深多鶴

代西村育子椋本駒平松濤大定牧野文治野口秀

寛塚谷なみ　高畑幸子
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52

㏄
58

61

54

70

57

82

76

69

51

54

68

51

86

50

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
π

80

氾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
礁
76

礁

鰍

肌

π
濫

π
臓
肌

　
翫
肌
。
篭
　
陥
訟
監
砿

12

23

60

73

41

81

99

40

38

01

51

04

30

93

26

18

7
8
6
6
7
3
6
7
2
7
4
5
8
9
4
7

49

476

371

340

86

251

117

515

412

406

学　　校 名隣刷処酬学 校　　名

合

湯

郷

内
郷
一
塚
非
根
沢
山
西
幡
沢
海
五
倫
松
蔵
台
野
戸
学
属
二
砥
　
礎
一
二
原
海
二
宮
保
本
沢
南
北
郷
一
　
道

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

育
　
　
　
県

　

　

　

　

　

第
　
　
　
第
　
　
教
第
　
第
第
第
　
郷
第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

　
　
　
　
　
　
桜
海

　

　

　

　

　

　

　

　

　

味
　
鷹
　
山
　
　
　
　
　
　
　
学
附

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

形

　
　
　
　
　
　
〃

和
赤
沖
宮
梨
高
大
長
西
五
鷹
白
八
月
鳥
酒
明
高
大
沼
玉
山
山
部
東
荒
　
平
勝
　
内
東
大
大
大
坂
平
金
　
中
土
　
水

◎
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨

…
馴
肌
¢
瓢
麗
謙
瓢
瓢
蕪
晒
認
㎜
割
蹴
課
駕
謝
枷
寵
翻
朧
禰
謂

　

09

　

32

37

33

　

渇

02

37

31

　
　
　
　
　
ほ
ノ
　
ド
ゆ
　
　
　
　
　

り
り

　
ほ
ど
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
渇

　
　
　
　
　
　
　
1

　

南

　
一
＝
二
舌
　
橋
田
城
校

道

　
県
　
　
　
県

　

　

　

第

第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

学

海

　
森
戸
　
　
城

　
　
　
　
　

　

港

八

大

五

中
五
盲

北

　
青
　
　
　
宮
　
　
O

山　形　県

山形第五
　〃　第
南　山　　 l

　　　　　　F本　　　　［

G天童第
ヲ進第季諮i
　　　　　1天集肴∵中1

808

676

263

169

422

1，018

772

192

247

86

15

57

19

11

98

16

09

17

12

47

44

28

42

62

57

20

45

｝oo

91

6
6
6
3
4
1
4
2
3
7
3
　
3
8
9
2
4
7
8
8

七

形

沢

稲

山
一
　
］
舎
山
江
東
岩
部
部
沢
延
郷
庄
形
見
豊
一
三
郷
海
一
三
目

　

　

　

　

　

第
　
　
校
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
第
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
川
　
　
　
　
岡
　
　
田
”

　

　

　

高
上
　
　
第
第
中
寒
陸
白
西
西
左
溝
西
新
舟
瀬
大
鶴
第
西
温
酒
　
余



処置率
　％

検査人員学校名
処置率
　％

検査人員学校名
処置率
％検査人員字校名

57．4

57．8

64．6

謙
灘
瓢
窺
欝
溜
議
窺
講
蟻
鄭
㎜
。
・
欝
飛
麗
瓢
禦
㎜
謝
麗
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1，009

　478

　716

鷹
護
講
罵
薦
鵡
霧
識
認
飛
㌫
暢
儒
畿
羅
朧
捌
舞
謬
麗
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

神

橋

県

原
幡
山
南
東
郷
木
北
木
進
木
土
笹
三
口
指
生
上
野
若
見
沢
西
居
束
里
和
西
田
野
田
西
原
蒲
津
東
南

湊

玉

岸

口
　
・
芝
青
砂
義
手
　
士
沼
沼
須
　
河
野
野

海

磯
埼

大

舶

原

川
芝
元
圭
．
川
上
日
桜
大
譲
川
山
小
越
野
皆
長
由
贔
肇
寄
妻
豊
昭
加
行
長
太
騎
南
菖
篠
与
与

譜
覆
㎜
謝
謙
讃
窯
蹴
膨
繋
鵬
伽
黙
珊
謝
瓢
撒
説
瀦
㎝
鯛
56．6

58．0

73．2

82．5

63．7

62．3

70．0

77．6

鵬
鵬
餅
30

柳
糊
劉
謝
謝
踊
鮒
郷
㎜
窟
謝
胴
捌
㎜
論
謝
珊
鵬
謝
㎝
即
㌫
鰯
餅
鵬
断
鱗

㎜
⑥m

搦
泌
備

　　538

　835

1，245

　602

　212

　424

　580

　545

二

北

南
津
田
島
町
東
一
沢
西
北
南
村
堀
東
打
田
島
崎
和
北
南
倉
楽
中
東
部
閑
野
校
校
東
野
　
間
　
田
川
原
古
　
部
原
飾

甘

松
　
石
太
岩
原
長
中
白
境
〃
〃
玉
赤
東
綿
世
尾
木
明
大
〃
板
邑
安
碓
礎
後
東
県
ろ
桐
境
　
秋
　
和
鴨
佐
多
　
佐
前
葛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
　
　
　
　
◎

翻
謝
謝
瀾
麗
瓢
瓢
謝
鰹
㎝
瀧
蜘
酬
瑚
謝
瓢
灘
撚
詔
謙
鰯
謝
朧
枷
㎝
器

90

67

72

91

53

42

92

46

22

99

01

68

30

98

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篶
毅
麗
謬
驚
釜
窺
護
8
4
獅
朧
謝
謝
饗
薩
擶

5
4
2
4
5
4
6
3
4
．
’
．
。
U
6
4

50



処置率
　％

処置率1

％ 学校名 樽損検査人員処野学校名学
校　　名　1検査人員

翻
蝿
器
瓢
議
器
欄
講
敷
駕
伽
爾
慰
題
鶴
52．7

72．1

73．0

74．7

58．2

68．i

70．3

66．5

87．2

68．3

72．4

66．5

80．3

78．6

93

54

43

28

76

84

52

08

59

76

27

25

23

45

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
－
　
3

2
5
6
4
2
9
2
4
6
7
4
8

51

蛾
備
併

田

鶴
恥
㈱
魏
鰯
％

姻
粥
躍

細
説
搦
麗
戴

m
痂
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

636

834

735

345

881

645

874

357

井

里｛

山
石

町

海

原
代
地
山
潟
一
　
北
西
内
北
一
　
本
原
∴
嶽
野
馬
幡
塚
呂
県
山
山
東
秋
下
倉
山
守
川
滑
海
浦
北
輯

　
　
旭

潟

源

川
　
新
車
岡
川
　
　
岡
水
　
　
　
久
知
　
　
　
四
　
　
　
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
小
里
芙
圭
・
浦
松
孟
石
東
木
長
上
宮
雛
山
関
静
清
　
入
曳
八
蜆
神
愛
幡
本
祖
千
坂
岩
＋
神
乙
篁
．
東
城
西

瓢
謬
麗
難
誰
蜘
　
㍊
鷲
謡
鵬
縄
蜘
躍
　
詔
説
議
麗
麗
榔
鰯
…
號
撰

　653

1，201

1，544

　434

　　758

　　409

　　723

　　806

　　323

　　274

1，083

　434

　515

　233

　426

　224

　281

　614

1，078

　660

　　246

　367

　　678

87

82

62

11

41

44

86

92

05

76

28

30

27

18

66

54

02

84

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
臼
　
4
凸
　
4

4
8
9
β
2
3
⑩
4
2
7
1
2
7
6
2

　
　
　
ー
エ
　
　
　
　
　
　
ー

台
南
塚
津
田
川
山
柴

尾

浜
仲
横
戸
岡
宮
中
中
西

　

北

原

橘

野

勢

　

秦
伊

　

辺

　

条

木
谷
田
富
穂
　
会
西
川

県　

　

鼎

　
　
　
　
　
丘
二

野　

山
　
下
喬
長
宮
春
赤
　
七
川
松

長

釧

3
3
。7

’0

』

2
3
β

沿

2
β

沿

ユ

β

3
92

．

∂

」

蝕　
70

61

59

98

70

78

57

71

73

71

54

58

66

53

70

74

77

得

286．6

87．81

86．o／

52．0

71．Oi

237．ol

68．31i新

　　II
59．0

55．0

52．　0

84．9

63．2

潟　　県

浜

葉

栄

浦

木
山
輪
川
瀬
国
浜
里
一
三
四
道
有
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

第

第
第

　

　

　

　
野

江

井

　
　
　
　
　
　
　
　
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

”

”

　
江

松

二

舟

宮

曽
大
坂
津
鹿
小
谷
菱
柏
　
　
新
津
直

74．3

82．3

75．7

73．0

53．5

92．9

73．5

83。0

68．6

72。7

慧
器
鞭
繋
麗
孫
朧
搬
穀
黙
｝
川
説
譜
譜
謡
謂

　698

　571

1，043

　859

1，451

　809

1，023

1，132

　　863

1，177

都

橋
簗
∵
∵
覇
松
誕
　
霧
灘
和
南
＋
茱
谷
釧
観
藻

京

A
・
川
”
川
”
川
　
央
”
京
”
蔵
鷹
島
　
　
黒
”
”
諜
村

東
淀
落
荒
日
荒
南
立
尾
紅
久
中
今
文
武
三
、
葺
港
紅
舗
目
　
中
東
東

　

政

見

吉
麦
尾
本
丘
川
台
松

県
川
　
　
　
　
　
　
島
奈

奈

寛

鶴

末

生

寺

松
浦
神
錦
老

神
　
◎
　
　
　
◎



検査人員際
学校名

処置率
　％嘆率1学校名髄損検査人員学校名

麗
郷
黙
…
㈱
麗
欝
謹
需
謂
瑠
粥
細
課
黙
孫
艦
欝
讃
謡
鵬
蹴

松南
将

　錦
福井県
松　 陵

西　 浦

愛　 発

滋賀県
鏡　 岡

浅　 井

浦井東　149

359

196

723

799

965

978

1．058

501

738

39

85

346

469

385

長　　　626

71．811　　1表…・　　　井　　　東　1

73．5／香　　南
68・・…　浜北…

54．O／和歌山県
58．9　　　　　　　　：

58．51

62．5　　　　　　　　　　　，

188

71

閏 6

8
3
2
2
9
2
9
7
2
8
8
6
4
5
7
1
2
　
9
2
1
7

ゆ
5
1
2
　
　
6
1
9
　
4
2

　

和

北

部

町

幡
城
台
川

県川　

東

川
小
小
津
錦
紫
美

石

田
根
出
田
上
島
蘇
養
雄
島
丘
　
取
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

県

　
　
府

　

　

　

　

野

　
　
芳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

良
　
　
都

山
河
岩
打
北
初
早
中
高
大
緑
　
高
天

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奈

◎
　
京
加

旭

初

雲

烏

尚

嘉

皆

下

修

茂　川i1・264

ケ

学

丘1

音

畑

丸

徳

楽

山

鴨

院

766

240

25

536

433

757

472

908

808

』

β

。8

溶

溢

。3

』

2
。6

コ

’8

3
」

潟

’1

51

64

93

70

70

65

65

54

84

67

63

71

82

71

88

」

渇

渇

．

∂

2
2
2
3
3
2
⑩

。6

渇

渇

」

3
謁

護

護

2
　

溢

78

55

59

64

64

67

61

63

51

70

65

73

66

70

72

88

72

73

51

72

　

66

70．11
1；：ゴ

認
69・・ i
74・91

80．31

　　1
53．4
　　11
75．9b

　　l
98．6

98．1

富　　山　　県

八

杉
八尾中・

　楡

　音

　舟

　上

◎滑

78．0　・1◎禾口

　　　　大

尾

原

野鰍劉

富山大学
　教育学部附属1

川
i橋1

市

川i

合｝

成

泉

　938

　223

　134

　212

　119

　64
1，109

　894

　531

　641

　253

　483

44

54

59

14

90

00

31

19

75

42

87

69

77

37

63

91

33

92

20

66

96

50

72

29

48

71

68

24

43

17

　

05

6
7
8
5
9
0
2
4
5
1
8
2
4
9
8
9
6
5
4
4
2
3
3
5
7
　
4
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
庄

部

部

川
固
糊
東
酬
門
野
部
田
出
星
陵
刺
部
綱
訟
北
部
部
部
部
野
口
江
校
校
　
測
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

学

学

室

備
　
　
貴
㎜
　
賄
北
西
瀟
西
中
東
　
譲
励

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

”

”

　
　
”
”
”
　
　
　
山
岡

　

新

富
西
堀
芝
黒
鷹
大
志
高
中
戸
南
高
伏
氷
　
　
射
新
　
　
　
福
井
吉
富
高
〃
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

－
矧
烈
酬
…
謝
翻
慰
岡
酬
搬
枷
詔
㍑
搬
鵬
翻
㎜
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1

認
鷺
謂
6
6
癬
課
蹴
鍔
…
聯

尾

東

南

豆

沼
陽
南
和
郷
塚
山
金
田
丘
王
台
　
国

　

谷

南

　
　
　
手
　
　
　
　
　
賀
　
　
種
楠

西

萢

碧

幡

大

東
作
音
東
名
北
黄
津
緑
山
千
　
豊

臨

撚
澱
號
認
塀
8
6
錨
8
6
葛
撰
罵
闘
㎜
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奥村賞

第11回奥村賞

該当なく推せん賞之記に熊本栃原義人氏

　奥村賞は，故奥村鶴吉先生のご遺族から贈られた基金をもとに，学校歯科衛生に関する研究，あるいは業績に対し

で授けられる賞で毎年，全国学校歯科医大会の席上，団体または個人に賞状と賞金が贈られる。

　授賞は下記の奥村賞授賞規定によって，審査された中から選ばれる。なおこの基金には前記のものに加え，有志か

らの寄付を加えて増強されている。

　今年は第11回にあたり，加盟団体長からの提出書類を審査委員会において審査，討議したが，奥村賞に値いする業

績はなかったが，しかし，熊本県の学校歯科医会会長栃原義人氏の「昭和38年以来の僻地学校巡回診療熊本方式の開

．発と推進」に対して推せん賞を贈ることに決定した。奥村賞にはいたらないが，永年の地道なご研究，ご努力に対し

で，これを表彰したものである。

村賞授賞規定

奥村賞基金管理委員会

趣　　旨

授賞対象

学校歯科衛生の振興に資するため奥村賞を設

ける。

奥村賞は学校歯科衛生に関する研究または学

校における業績が優秀と認められ，かつ直ち

に学校歯科の進展に寄与するものに授賞す

る。但し，授賞されるものは，個人たると団

体たとを問わないが最終発表が3年以内のも

のに限る。

t
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推せん賞之記の授与

推薦方法

推薦書類

1．　日本学佼歯科医会の加盟団体長ぱ，個人

又は団体の授賞候補者をいずれか1件又はそ

れぞれ1件ずつ選定し，日本学校歯科医会長

（事務所は11本歯科医師会内）あて所定の期

日までに推薦すること。

2．奥村賞審査委員は日本学校歯科医会長あ

て授賞候補者を推薦することができる。

推薦受付に当っては日本学校歯科医会加盟団

体長又は奥村賞審査委員の推薦状と共に次の

書類を添付すること。

A．学校歯科衛生に関する論文についてぱ

1　論文要旨（400字程度），　2　学校歯科

循生の振興に寄与する意義（400字程度），

3　原著論文

B．学校歯科衛生に関する現場活動について

　　　　　は　1　学校歯科衛生の実績を向上せしめた

　　　　　趣旨とその意義（400字程度），　2　業績の

　　　　　経過と資料（統計，写真等を含む）

審査方法　奥村賞基金管理委員会の委嘱をうけた日本学

　　　　　校歯科医会において奥村賞審査委員会が詮衡

　　　　　し，奥村賞基金管理委員会が決定授賞する。

受賞者　奥村賞は原則として毎年1回1件に対し授賞

　　　　　する。但し優秀なるものに推せん賞之記を贈

　　　　　呈する。

備　　考　日本学校歯科医会は奥村賞管理委員会の委嘱

　　　　　を受けて授賞候補者の詮衡に関する業務を行

　　　　　なう。

奥付賞基金管理委員会：

　　　　　　　　　　山口晋吾　福島秀策　向井喜男

奥村推せん賞之記を受賞して

熊本市栃原義人

　学校歯科の分野で最高の名誉とされている奥村賞。そ

の昭和44年度（第11回）の奥村推せん賞之記を熊本県学

校歯科医会会長栃原義人の個人名で受賞し，9月21日第

33回全国学校歯科医大会（滋賀）の晴れの式場で表彰さ

れたことは身に余る光栄である。奥村賞は故奥村鶴吉先

生のご遺族から贈られた基金によって設けられた賞で，

学校歯科衛生に関する研究または学校における業績の優

秀と認められ，直ちに学校歯科の振興に寄与する個人ま

kは団体に与えられるもので毎年1回1件に対し授賞さ

れる。但し，優秀なものには推せん之記が贈られる。

　今回の授賞対象は昭和38年以来実施して来た熊本方式

二よる僻地学校の巡回歯科診療の開発と実績であるが，

その実体は熊本県歯科医師会，熊本県学校歯科医会，熊

本県教育委員会の3老合作の業績で，3団体いずれも受
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脚 麟

左推せん賞之記のメダル

右表彰状

賞者としては適格性を欠く。すなわち，県歯会は名義上

のことで，実動は県学歯会の組織でや一，ている。県教委

は性格上，表彰される立場でない。したがって，今回の

私の栄誉は完全に前記3団体のもので，世の多くの受賞

者が必ず述べられる儀礼的謙遜と異なり，私の場合は謙

遜どころか全くロボット受賞者に過ぎない。このことは

賞状の中にいみじくも明確にlllわれている。それほどま

でに奥村賞を希望した裏には，それが熊本方式の全国へ

の宣伝として有効に役立つことを期待したからである。

なお，私の感情の中には恩師故奥村鶴i1i先生が……栃原

君まだ元気でやっているネ……との励ましのまなざしが

目に浮かび，胸に熱さを覚える次第である。

　熊本方式とは学校を診療所とし，合法的に保険診療を

行なうのが特徴である。国民皆保険の現時において，医

療行為をなすのであるから当然，社保規約を守ることを

基本的考えとしている。僻地はどこも現金収入の少ない

所が多いので，保険診療の自己負担金を公定額で徴収す

るにも抵抗なしとは言えない。その点は関係者が自信を

もって，歯科疾患の特異性と早期治療の重要性を啓蒙す

ることによって，ある程度解決されると思う。それでも

なお，この公定額徴収に抵抗ありとすれば，それはそれ

として，別個に国家の責任において施策されるべき問題

である。なお，熊本方式の実施に当たっては，診療器材

の整備に心がけるとともに相戒めて公共性を重んじ，あ

くまで現代歯科医学の常道に従って適正診療を行ない，

個人の利得のためと誤られる印象を与えないように務め

ている。本年度（昭和44年）からは，僻地診療の機会に

スライド，映画によって歯科保健教育を始めている。

　私は熊本方式を対象に奥村推せん賞が授けられたのを

契機として，本件がさらに広く全国的に取り上げられ無

歯科医村対策推進のためのたたき台として活用されるこ

とを期待する。そして，熊本方式がよりよく成長し，い

つまでも煮え切らない仮称う歯予防法案の足がかりにな

ってもらいたいと願うものである。
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奥村賞受賞者の業績 第1回から11回まで

昭和34年度（第1回）

昭和35年度（第2回）

昭和36年度（第3回）

昭和37年度（第4回）

昭和38年度（第5回）

昭和39年度（第6回）

昭和40年度（第7回）

昭和41年度（第8回）

昭和42年度（第9回）

昭和43年度（第10回）

昭和44年度（第11回）

青森県八戸市学校歯科医会

業績　昭和12年以来の組織活動

山梨県甲府市富士川小学校

業績　全校をあげての学校歯科衛生活動

富山県学校歯科医会

業績　富山県よい歯の学校表彰を通じ，むし歯半減運動の推進

香川県琴平小学校

業績　同校の学校歯科衛生活動

△東京都　高橋一夫

業績　東京都文京区立小、中学校児童生徒の学校歯科保健とう歯半減運動5力年のあゆみ

△京都市学校歯科医会

顯噛半灘動の一環として実施した僻地の巡回瀕および学童に対する国保診療につ

　　　いて

△福岡市学校歯科医会

業績　う歯半減運動の実際的研究

埼玉県学校歯科医会

業績　埼玉県学校歯科の組織活動（全日本よい歯の学校を目ざして）

△岐阜県神土小学校

業績　学校歯科衛生に関する教育活動

△熊本県八代学校歯科医会

業績　21年にわたる児童生徒の集団歯科診療保健活動

新潟市立礎小学校

業績　学校歯科30年の歩み

△長崎県国見町神代小学校

業績　学校歯科衛生に関する教育活動

該当老なし

該当者なし

香川県多度津小学校

業績　同校の学校歯科の教育活動

該当者なし

△富山市八人町小学校

業績　同校のよい歯の学校運動

該当者なし

△熊本県学校歯科医会会長　栃原義人

業績　昭和38年以来の僻地学校巡回診療熊本方式，開発と推進

△印……奥村推せん賞之記受賞者の業績
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総　会

9月19日

　秋晴れというには残暑に近いようなここ，大津市の滋

賀厚生会館で，71名の各加盟団体からの出席者を迎え，

9月19日，午後1時大会に先だって盛大に開かれた。

　栃原副会長の開会あいさつ，丹羽理事長司会，議長子

上（静岡），副議長一瀬（熊本），議事署名人坪田（富山），

清川（東京）とし関係物故者に黙祷をささげた。

●湯浅会長のあいさつ

　各位，諸先輩の御指導のもとに，日本学校歯科医会は

今日のよう：こ発展してきた。さらに今後のあり方につい

て一同慎重i：考えている。各位一体となって，足らない

所を補って下さい。学校歯科医の犠牲と，学者らの協力

で進んでいるが，互いに忙しいので，問題は多い。児童

が自分で推進する教育活動にするよう奮闘したい。

●庶務報告（関口）

　加盟団体52，会員数9，758，石川，新潟の会員数増

加，福岡は全員加盟を達成された。これまで理事会7

回，学術委員会7回。12月24日の熊本大会決議事項は文

部省，厚生省に陳情ずみである。

●企画編集二ついて（栃原）

　学校歯科の指定校委嘱と法人化を進めている。大会の

記念の鐘の名前は「学校歯科の鐘」ときまった。

●学術（川付）

　44年研究協議会は現場の実際活動を重視し，歯科医，

PTA，養護教員らのdiscussionをしたい。44年度は

「よい歯の学校表彰」は第10回にあたる。学習指導要領は

亀沢，相田が，保健指導の手びきは榎が担当している。

山田　われわれの考えをもりこめると大きな期待をもっ

ている。指導要領P．21歯肉炎，不正咬合の件は，要望

して，すぐ入るとは限らないが，文部省に納得してもら

うのに役立つ。

榊原　よい歯の学校表彰と歯の健診の方法改善について

はプリソトを参照して下さい。

●会計報告（亀沢）

京都　大会の研究報告は小規模校が多い。研究指定校に

は大規模校を加えてもらいたい。

島根　歯科衛生士学院ができたが，衛生士を検診時使え

るか？

榊原　検診は歯科医がするもの，2回目の補助的なもの

ならできるでしょう。将来は衛生士を加えていきたい。

大阪　保健指導の手びきは，歯科医のためか，教師のた

めか。

山田　教師がよむ。手びきができたら説明会を開いて末

端まで届くようにしたい。

●議事

沢

島
沢
沢

亀

小

亀

亀

第1号・2号議案説明。詳細は次ページ参照。

監査報告

第3号・4号議案説明

予算が少なくて，どんどんパソフレットを出すご

ともできない。今，何度も文部省と学校保健の手びき，

学習指導要領の改訂その他で談合している。これは10年

i：　1度くらいしか改訂されないものだから，ぜひ歯につ

いてよく説明したいので，何度か学術委員に能美氏など

を加えて会議を開いているが，なかなか手当も交通費も

出せない。40万円の会議費を，もう30万円も使ってしま

った。会議一つにしても以上のようである。ぜひ，増額

して年800円にするのを認めてほしい。

石川　年2回集めることにしたらどうか。

亀沢　繁雑でかえって集まりにくい。

丹羽　第5号，6号議案説明。

動議（大阪より）　会則を改正して加盟団体長会議を開
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第16回総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第16回総会

くようにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上，第1～7号議案　全部可決して静岡のあいさつ

湯浅　今の会費ては開げない。一否決。　　　　　　　　　　があって，亀沢副会長の閉会あいさつでぶじ終了した。

丹羽　第7号議案説明。

総　会　議　事
第1号議案　日本学校歯科医会昭和43年度歳入歳出決算の承認を求むる件（昭和43年4月1口～昭和44年3月31日）

　　　　　　　収入の部　　決算高　　6・746・791円　　　　支出の部　　決算高　　6，190，170円

　　　　　　　　　　　　　　　予算高　　6，200，200円　　　　　　　　　　　予算高　　6，・200，200円

　　　　　　　収支差引　　　　　　　　556，621円　　昭和44年度会計に繰越
●収入の部

　　　科

第1款

　第1項
　第2項
第2次

　第1項
　第2項
第3款

　第1項

●支出の部

　　目

会

　会

雑　収
　寄　附

　雑　収

繰　越
　繰　越
。1・

決算高　　予算高 比　較
増

過年度会費1

科　　目

費

費

入

金

入

金1
．、…

．1レ’」

　i

6，117，20（）　　6，100，000

5，460，000　　6，000，000

　657，200　　　　　　100，000

　462，137　　　　　100，100

　100，000　　　　　　100

　362，137　　　　　100，000

　167，454　　　　　　　　　100

　167，454　　　　　　　　　100

6，746，791　　　6，200，200

17，200

557，200

362，037

99，　900

262，137

167，354

167，354

546，591　i

「減一

540，000

決，｝二高　予算高 伯
日
i

よヒ1綬

配

第1款艀　業　費
　第1項大会費
　第2項　調査研究費

　第3項　会誌発行費

　第4項　普　及　費

第Z，yrこ需　川　費

　第1項　会　融　費

　第2項　嚥　務　費

　第3項　通　信　費

　第4項　会務連絡費

　第5項雑　　　費

第3款予備費
　第1項予備費
　　　　計

　　　　　説　　明

9100人分，納入率91％

7団体分

日本歯科医師会より

預金利子，会誌広告代，熊本より
事後処理費他

昭和42年度会計より」）繰越金

3，877，873

1，100，000

　289，036

1，681，687

　8（〕7，150

2，312，297

　398，006

1，427，789

　99，803

　368，699

　18，000

　　　　0

　　　　0
6，19C｝，170

3，700，000

1，000，000

　300，000

1，700，000

　700，000

2，320，000

　400，000

1，400，000

　100，000

　400。000

　20，　OOO

　l80，200

　180，200

6，200，2‘）0

177，873

100，000

107，150　1

27，789

10，964

18，313

　7．703

　1，994

　　197

31，301

　2，000

180，200

180，200

10，030

説　　明

第3款」”備費より177，873円流用受

第32回大会助成金

研究協議会費，諸調査費

会誌印刷発行費2回分

よい歯の学校諸費

理雰会，総会費
「1≦務処理諸費

郵便代

会務連絡旅費

葬儀花輪，香料代

第15こBl‘裳費へ177，873円流用
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一

　　　　　　　　　　　　一「

第2号議案 日本学校歯科医会創立10周年並びに全国学校歯科医大会30回達成記念式典特別負担金会計決算の承認を求むる件

（昭和41年1月1日～昭和44年3月31日）

収　入 決　算　高 2，070，041円 収支差引剰余金 72，249円

支　出 決　算　高 1，997，792円

●収入の部

科　　目 「　　収入決算高
1 説　　　明

一

『皿一
特　別　負　担金
特　別　寄　附　金

　　　　計
！
】

　　　　　　「　921，350円　　　　　　11，148，691円

2，070，041円

9，222名分
東京都560，000，大阪市164，000，第30回大会準備委負会424，691

●支出の部

科　　　　　　目
　幽一一

1　支出決算高 説　　　明
一

　　　　1一一一一一

式　　　典　　　費 1，055，511円 式典諸経費
表　　　彰　　　費 94，930円 表彰状印刷代等の表彰費
記　　念　　品　　費 774，794円 表彰者への記念品製作費等
事　　　務　　　費 72，557円 事務処理費

計 1

1，997，792円　1

第3号議案 日本学校歯科医会昭和44年歳入歳出補正予算案に関する件 （昭和44年4月1 日～昭和45年3月31日）

収入の部 予算高 6，300，100円 補正予算高 6，956，621円

支出の部 予算高 6，300，100円 補正予算高 6，956，621円
●収入の部

一一＿　　　　一　 　

　　科　　　　　目　　：一■　　　一一一

予算高 補正予算高 比

増

絞
．
減 説　　　明

第1款　会　　　　費， 6，100，000 6，100，000 1 1

第1項会　費1 6，000，000 6，000，000 1

第2項過年度年費 100，000　　　　1 100，000
1 1

第2款雑　収　入 200．0001 300，000 100，000 1

　第1項寄附金
　第2項雑収入1
第3款　繰　　越　　金1

100，000
1・・，……　　100

100，000

200，000

556，621

　　　　　　1　　100，000

1　556，521
1

特別負担金会計の剰余金繰入れによる補正

第1項　繰　越　金1 1001 556，621 556，521 昭和43年度会計決算繰越金繰入れ
計　　　　　1 6，300．100！ 6，956，621 1　656．521 1　　　　　　　　　　1

●支出の部

　　科　　　　　目一　　　　　　幽匿一一一＿

予算高
　　　　　1補正予算高 比

増　　1

較　　　・

減
説　　　　　　明

　

第
1
款
，
事
掌
業
穿
費
L 3，600，000 4，000，000 400，000

第1項大1膨会1費 1，000，000 1，000，000 i

第2項調査研究費
2。。，。。。l　　　　I

300，000
1　　100，000

！
学習指導要領改訂等に伴う研究事項増加のための補正

第3項会誌発行費 1，700，000 1，800，000 100，000 会誌印刷代等の上昇による補正
第4項普　及　費 700，000 900，000 200，000 学校数の増加による補正

第2款需　用　費 2，520，000 2，720，000 200，000

第1項会議　費 400，000 600，000 200，000 会議開催数の増による補正

第2項庶務費 1，700，000 1，700，000

第3項通信費 100，000 100，000

第4項会務連絡費 300，000 300，000

第5項雑　　　費 20，000 20，000

第3款予　備　費 180，100 236，621 56，521

第1項　予備　費 180，100 236，621 56，521

計 6，300，100 6，956，621 656，521
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集4号議案 日本学校歯科医会会費増額に関する件

年額600円を年額800円に増額する件

第5号議案　日本学校歯科医会昭和45年度事業計画案に関する件

1
2
3
4
5
6
7

第34回全国学校歯科医大会開催に関する件

学校歯科に関する諸調査及び研究に関する件

会誌の発行に関する件

むし歯半減運動の推進に関する件

学校歯科衛生の普及に関する件

大会決議事項の実現，促進に関する件

その他本会目的達成に必要な事柄に関する件

第6号議案 日本学校歯科医会昭和45年度歳入歳出予算案に関する件（昭和45年4月1日～昭和46年3月31日）

　　収入の部　8，401，000円　　　　支出の部　8，401，000円
●収入の部

科　　目 予算高1前年度予餉増比較減 説 明

費
費
費
入
金
入
金
金

　
　
会

　
　
鞭
収

附

収

越

越

　
会

過

　
寄
雑
　
繰
十

　

　

　

雑

　
　
繰
　
き
ロ

会　

項

項

　
項
項
　
項

款

1
2
款
1
2
款
1

1
第
第
2
第
第
3
第

第
　
　
第
　
　
第

8，100，000

8，000，000

　100，000

　300，000

　100，000

　200，000

　　1，000

　　1，000

8，401，000

　　　　　t6，100，000

6，000，000

　100，000

　200，0001

　100，000！

　100，000
　　　　　1　　　100

　　　100
6，300，100　1

2，000，㎜

2，000，000

100，000

　100，000

　　　900

　　　900
2，100，900

会費年額800円×10，000名

日本歯科医師会寄附金

預金利子，広告収入

●支出の部

科　　目 陛算高瞬度予箪増比較減 説 明

第鞭毒割18轡
　第2項　調査研究費1　500，0001
　第3項　会誌発行費［2，200，　OOO

第4項普及費i1，200・　OOO
　　　　　　　　　費1第2款　　　　需　用　　　　　　　　　　　3，320，000　1
　　　　　　　　　　　　　　　　1

費
費
費
費
費
費
費

　
　
　
絡

議

務
信
擁
備
備

会
庶
通
会
雑
　
予
十

　
　
　
　
　
予

　
　
　
　
　
　
　
…
面

項

項

項

項

項

　
項

1
2
3
4
5
款
1

第
第
第
第
第
4
第

　
　
　
　
　
第

　800，0001
1，9・0，㎜t

　200，000

　400，000

　20，0001
　　　　　1
　181，000i

　181，0001
8，401，000　1

3，600，000

1，000，000

　200，000

1，700，000　1

　700，000

2，520，000

400，0001

1，700，000

　100，　000

　300，0001
　　　　　1　20，　OOO

　l80，100

　180，100

6，300，1001

1，300，000

300，000

500，000

500，000

800，000

400，000

200，000

100，000

100，000

　　　900

　　　900
2，100，900

大会助成金

諸調査砺究費

会誌2回発行分
よい歯の学校表彰費

1

1諸会議費

1事務処理諸費

1郵送費
L
会務連絡旅費，接渉費

第7号議案　第34回全国学校歯科医大会開催地に関する件

　　　　　静岡県において決定の件
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昭和44年

学校歯科衛生研究協議会

日ti時

場　所

主　催

後】【援

昭44和年9月20日（土）　9．00～17．00

大津市滋賀会館中ホール

日本学校歯科医会

日本学校保健会

滋賀県教育委員会

滋賀県学校保健会

文部省

湯浅泰仁（日学歯会長）　この研究協議会は，従前，学校

歯科の手引きの趣旨をよく理解していただき，それを実

践するため開かれました。昨年の熊本のテーマは「学校

歯科の評価」ということで，ちょっとむずかしい問題で

したが，本年は「学校歯科医と学校，地域社会の協力の

あり方」について，その基礎的な勉強会を午前中の第1

部で，午後の第2部で，　「学校歯科の現場活動につい

て」それぞれの立場で発言されるわけです。互いに熱心

に勉強しあい，大いに成果を収められるようお願いしま

す。

西川良三（滋賀県教委教育長）　遠路多数ご参加いただき，

地元として非常にうれしく存じます。全国学童のう歯罹

患率は全体の80％，未処置数は60％と聞きますが，この

まま推移しますと，その人の一生はもちろん，わが国の

将来にも大きな影響を与えると考えられます。

　健康であるためには，まず健歯でなくてはなりませ

ん。保健教育のなかで，口腔衛生の重要性を認識し，自

分の歯は自分で守るという態度を幼いうちに習慣づける

ことが必要と思います。一方，学校でも家庭や先生方が

一体となり，歯科医の先生方から専門的立場からの助言

をいただき，綿密なう歯対策を立て強力に推進する必要

があると考えます。

　みなさま方の尊い体験と研究結果を拝聴し，今後のわ

れわれの行政上の方針に反映していきたいと考えます。

川村輝雄（第33回全国学校歯科医大会準備委員長）　このごろ

のう歯の激増に対し，いかなる方法で防ぐか，お教え願

いたい。滋賀県の学校歯科衛生をみなさま方の線までも

っていきたいという熱意で，この大会を開催に決定した

次第ですので，このことをどうかお含みおき下さるよう

念願します。

丹羽輝男（日学歯理事長）　諸先生方のご挨拶ありがとう

ございました。川村日学歯副会長が進行について説明し

ます。

川村敏行（日学歯副会長）　あまりかみしもをっけない

で，気楽な気持で勉強したい。明日の大会のテーマをそ

のまま主題としてシンポジウムを開きます。

　午前中は基本的な問題，午後は現場からの発言を承わ

ります。
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第1部

進　行　　日本学校歯科医会　副会長　川村敏行

講　師　　滋賀大学教育学部　助教授　山田　一

　　　　四天王寺学園女子短期大学　講獅　藤井スエ

　　　　東京大学教育学部　教授　船川幡夫

司　会　　日本学校歯科医会　常任理事　山田　茂

　　　　（発言頓）

　本日の研究協議会の主題は，「学校歯科衛生向上のため

に一教師と父兄と学校歯科医の結びつき一」となっ

ている。これについての墓本的な考え方，歯科保健にお

ける地域社会と学校との関連などについての基本的な考

え方を担当の先生方から話をしてもらい．これを午後の

現場活動のシソポジウムにいかしていくことになった、

司会　滋賀大学教育学部助教授山田一先生は「学校と父

兄と学校歯科医の結びつぎ1，四天王寺学園女子短大講師

藤井スエ先生は「歯科教育の向上をはかるため，学校を

中心とした家庭および地域社会に対する児竜啓蒙策につ

いて」，東大教育学部教授船川幡夫先生は「社会の変貌と

学校保健」以上の演題です。その後．もう一度追加，あ

るいは他の方の話についてディスカッションしていただ

きます、

山田　一（滋賀大学教育学部助教授）　学校保健は学校教育

の一環であるのぽわかりきったことです。わが国では，

学校保健を健康教育と健康管理に分けますが，密接な連

絡がないといけないc健康教育というものは，学校内で

の教育と校外，おもに家庭生活の教育によって行なわれ

ます。

　学校教育の最も好ましい姿は，学校が地域社会の関

心，要求をとり入れた教育をし，家庭は学校の計画を中

心に，その目的にそった家庭なりの教育をすることでは

ないかと思います。

　健康教育の目的は，心身の健全な育成，つまり健康の

保持，増進です。健康に必要な知識，習慣，態度，技能

にっいて，綿密な計画をたてて教育活動をしなければな

らないわけです。

　例を歯の清掃にとるなら，歯をむし歯から守る方法，

これにぱ食事後すぐ歯をみがくこと，これは歯の健康に

関する知識のひとつです。実際に歯をみがくとき，むし

歯の予防にみがくと考えて実行するのでなく，反射的に

身についた習慣化が必要となります。この習慣形成のた

めに健康教育，保健指導が必要になってきます。

　保健指導は結局，自己指導，自己管理が目標ですが，

子供の発達の段階では他律的管理に依存しがちで，幼年

期にぱなかなかできない。子供の発達に伴い，他律的が

少なくなり，自己管理に移行するのが理想的です。幼稚

園とか小学校の低学年では，その理由がわかり自分の理

論的行動，認識をもって行なうことはむずかしい。

　この時代は，大体母や教師をまねることが多い。むし

ろ歯がある場合，それで困った経験がありますと，むし

歯予防をある程度理解し，習慣づけをさせられますが，

むし歯のない子供はまねるのです。

●ことに低学年において

　健康診断や予防処置．治療は低学年では強制でなく納

得させることで目的が達せられます。本来の保健指導の

困難な時代は，親や教師の他律的管理がおもで，先生が

みがけというからやる。理由がわからないから，母親が

しなかったり，先生がかわればやめてしまう。

　指導いかんで，幼年期に非常に効果を期待できるかわ

りに高学年でもなかなか期待できないこともある。手洗

いも同じで，現実には知的理解と習慣形成は平行しな

い。この二つは密接な関係をもつのが望ましいのです。

　それぞれの異なった生活環境があり，経済的条件，家

族構成，地域社会の人ぴとの歯科衛生状況，歯科衛生に

対する理解，認識，協力状態，子供のしつけ，子供その

ものの性格とかがあり，そのためにいろいろ違いが起こ

ってくると思います。どうしてもそれぞれの家庭に適応

した健康生活の実践方法を子供といっしょに考えてやる

ことが必要です。

　そのためには学校歯科医，学校の先生，父兄が相協力

して活動しなければ効果は期待できない。この際の態度
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上第1部く午前〉

左　会場入口

の評価は非常にむずかしい。歯をみがかない子供には，

歯みがきが健康にいいと説明し，みがくようにすすめ

る。または自分から進んでやる意欲的な態度が必要にな

ってくる。

　幼稚園，小学校の児童の保健指導は，子供自身へと，

母親らに対するものが考えられます。幼稚園教育は，学

習指導そのものが保健指導の形をとり，母親への歯科衛

生教育，母親が行なう子供の保健指導が考えられる。

●家庭での保健指導

　第一に母親は，幼稚園での健康教育の計画，現在の重

点のおき方を知らなくてはならない。それに歩調を合わ

せて，家庭なりの指導計画をたて，先生や歯科医と話し

合うのがいい。

　このように家庭でも園の指導目標二あった指導をし

て，歯の検査，予防，処置，歯みがき，または歯の衛生

週間の行事を活用することができる。

　次に母親は自分の日常生活を子供がまねるという行動

で範を示す必要がある。家族ぐるみ，兄とか，姉とかの

まねをする。まねられやすい，望ましい歯科衛生の範を

示さなくてはならない。歯をみがく場所も適当でなけれ

ばいけない。母親がしないと，子供はいってもなかなか

しないものです。習慣は反復しないといけない。偏食の

子供にも考えられることです。

　第三に，一人一人について子供の性格を考え，心理的

に把握しなければならない。一般的には年齢的な特徴を

活用して，いわゆるしつけ，これは食事，睡眠，着衣と

かの習慣があり，行儀，態度，挨拶なども歯科衛生に対

する習慣，態度に関連して習慣づけられるわけてす。

　学校保健の目的を達成するには，学校だけではだめ

で，学校職員，学校歯科医，薬剤師，児童，その保護者，

地域社会の人びとが相協力して効果を期待できるもので

す。学校の保健計画には，学校歯科医の意見をきかなく

てはならない。歯科医が忙しいなら学校歯科に関する計

画を呉体的に系統的に書いた意見書を学年末に提出し，

その意見を反映させる努力が必要です。

　これらの方法，地域全体の健康というもの，よ，学段，

学校歯科医だけでは，PTAだけではできません。地域

の学校歯科医，保健所，その他の者がいっしょになって

地域社会の闇発をやらないと，健康というものは守るこ

とはできないと思います。

藤井スエ（四天王寺学園短大講師）　歯科教育の向上をはか

るために学校を中心として家庭地域社会lrz対する指導

啓蒙のあり方について述べます。表題についての置こ

点，それの打開のための解決策，学校，家庭，社会教育

の中でのあり方を述べます。

　心身ともに健康で適正な社会の諸条件に適応てきる人

間形成の基礎ぱ，大体幼年期から小学校時代二育成され

る。家庭，学校，地域社会で中核的な働きをするのは家

庭教育であり，学校の保健教育ではなかろうか。

　大阪市では，川村会長を陣頭に歯科校医の先生方が一

丸となって，組織的に年間計画をたて実行，指導されて

いる。処置率も80～100％近い学校もある。反面低調な

学校もある。どこに原因があるのでしょうか。
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　健康，特二歯牙と健康のことを教育のワク外と考え

て，学習成漬の向上二終始している先生方もある。問題

点を5つこしぼって述べます。

●5つの問題点

　第1，現行の教育課程は大体4領域です。その中で，

健康，学校保健は1～4年までは各教科の中に関連づけ

られ，5～6年は体育に関する知識の指導に月1時間，

年11時聞。中学では70時間，高校では70時間，保健学習

の時間が特設されています。その指導を見ますと保健学

習が経験・生活学習だという特色がいかされていない。

知識の習得ゼけでは50％で，実践を加味した習慣，態度

の育成までこぎつけ，それを日常に実践する能力を身に

つけさせなくてはいけないのに，現状では保健教育の位

置づけは不明確です。

　2点は，健康診断は時代に即した方法，基準，項目な

どの再検討の必要です。保健管理，保健指導の時間の配

分，位置づけは学校行事などの中にあるが，これは技術

的な時間というだけで事前，事後の指導が一貫して行な

われなけれぼ意味をなさない。

　3は，子供が学習活動で習得した知識を実践を通して

習慣として体得し，自分たちの健康，家族の，地域社会の

健康まで考え，相互理解による自主管理の能力を身につ

ける。これは特活の中に考えられているようだが，特活，

学校行事，保健組織活動を通して十分体得させる必要が

ある。

　第4は，いまの時点では教員養成コースの中に学校保

健というものが単位，未単位で盛られており，内容は現

場の学校保健とはほど遠い。教科選定の時，現場の学校

保健の実態ぽどうか，どういうことを要求しているか検

討し，教員養成コースに，これを必修として加えてほし

い。

　最後は，現在は知育偏重です。地域や父兄にも責任は

あるが，勉強さえできれば，よい上級学校へ進学さえで

きればという父兄の要望にこたえて，先生方はそれに専

念する。健康問題を主眼とする面がない。以上5つの点

の解決策として概略次のようなことを私は強調したい。

●その解決策として

　保健教育の位置づけは，重要性を十分考え，保健学習

が生活・経験学習であることをふまえ，学習を通して子

供たちに反省させ，自分，家族，学友の生活をよく検討

させ，今後どうあるべきかを考えさせて実践させる。

　学校保健教育には学習と指導が含まれ，保健管理には
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主体管理，生活管理，環境管理がある。組織活動には，

子供の：呆健自主活動，学級保健委員会，子供の保健委員

会，教職員の保健協議会，または地域別の保健協議会が

含まれる。これらを総括した自主活動を私は考えている

ボ，学習で得た理論を保健管理の場にどのように生かす

が。組織活動を通して実践力をどう育成するか。これは

先生方の責任であろうと思います。いまの時点では学級

を母胎．こ教育活動を通して家庭に呼びかけ地域社会の啓

蒙をはかる，学級主体の保健活動を強調したい。

　次1こ歯科教育は先生方に相当勉強してもらわなくては

ならない。お忙しいでしょうが歯科校医に再三来てもら

って，指導していただかなくてはならない、川村先生は

「われわれは非常勤ゼが一職員として考えてほしい。ひ

まな時は，kらっと行って先生方と話し合い，父兄とも話

す機会がほしい」ともいっておられますが，先生方の知

識，技能の習得，二ついて歯科校医先生との結びつきで学

んでほしい。

　戦後10年，食料事情の好転と並行して当時急激にう歯

がふえ，97～98％の罹患率でした。実態調査の結果，食

生活と密接な関連があり，偏食や，歯のわるい両親の子

もむし歯が多い。どうしたらじょうぶな歯にできるか，

しっかり研究・指導をしてほしい。

　大阪では大部分の子供が朝晩歯みがきをするが，家族

ぐるみ，欲をいえば地域ぐるみでそれを徹底させたい。

　歯科教育では，むし歯になった時，子供が興味を引き

つけられるような，導入できるような理解しやすい教材

をつかう。

　調査拮果では，むし歯でたえず痛い子供は精神が不安

定で成績も下がる。精神衛生面，健康の保持増進，成績

向上の点からも，ぜひじょぶな歯を育て，むし歯の予防

の指導を徹底する必要がある。歯の正しいみがき方，使

用する歯ブラシにも問題がある。教育の一環としてぜひ

考えてほしい。

　検診後は早急にデータをまとめ，学習，組織活動指導

；こ活用していただく。歯科検診は現行では年1回です

が，ぜひ最低2回考えてほしい。大阪では学期ごと1回

して，ひじょうr一成果を上げています。そして検診の機

会に指導の強化をしてほしい。

　家庭通知は一片の紙きれに「むし歯だから治療してく

ださい」というのでなく，むし歯が子供の心身に及ぼす

影響，学習に及ぼす影響をていねいに書いて家庭に送れ

ば，これほど理解と関心を持たれては，親もうかうかで

きない，何をさておいても治療しようという意欲をもつ

わけです。



　次に，健康相談，健康観察，健康手帳を利用して，保

健管理を通しての指導の場を年間綿密に計画し，その結

果を把握し対策を立てる線：こもちこんでほしい。

　組織活動を通しては，あくまでも実践力の育成に目標

をおいてほしい。特に特活の領域の学級会，クラブ活動

を十分活用して，子供たちが自信をもって健康の自主管

理をするよう配慮してほしい。

　地域社会との結びつきは，学校保健委員会，地域の行

事，社会の行事，保健的行事に逐一便乗してほしい。特

に申すまでもないことですが，むし歯予防週間には，地

域・家庭に適した実りある指導を学校を中核にして考え

たい。

　保護老の啓蒙策として学校参観日；二は健康問題もとり

あげ，健康相談，PTAの成人教育なども，お母さん方

の歯みがき訓練もいいと思います。大阪のある優良学校

ですが，地域別の保健委員会を作り，成果をあげていま

す。

船川幡夫（東京大学教育学部教授）　教育の立場から山田先

生，現場から藤井先生の有益なお話でした。私はすこし

立場をかえて話します。私は小児科，または公衆衛生，

母子衛生の専門家，教育学老などいろいろにみられ，自

分でもわからないほどです。共通しているのは一人の医

者であるということで，子供の健康問題子供の発育を

中心に仕事をすすめる点は私の本命です。

　学校の中の非常勤職員としての学校医，学校歯科医，

学校薬剤師があり，なかでも学校歯科医は歴史的に長く

やってきて，学校保健に貢献したのは事実です。対外的

に見れば非常な努力を払って，それなりの効果はあがっ

たといえます。う歯予防，歯みがき運動，フッ素塗布と

いろいろな企てをしてきた。しかし，はたしてそれで十

分う歯を予防できただろうか。

●最近変わってきたこと

　結核は国をあげて対策をすすめ，死亡することは少な

くなった。う歯はどうか，健康診断でう歯率は高まって

いる。重病のう歯は減ったかもしれないが，罹患率は減

らない。学校医も学校歯科医も，出発の頃とは世の中が

変わり，学校の児童数もかわった。大体5～9歳が全人

口の8％くらい，10～14歳が9％が現在の人口分布で

す。昭和50年には，5～9歳はほとんど変わらず874万

人と推定されるが，10～14歳が減って大体800万人くら

いになる。10年後；こ10歳以下が90万人ふえ10～14歳が

100万人減る。

　同時に各家庭でも人口問題研究所の推計で子供数が減

る。もうすこしふやさないと人口維持ができない。たく

さん生んだ人は表彰されるようになりましょう。

　一方，子供のからだは大きくなって，1歳と思春期の

子供，10歳前後の体位向上があります。成熟促進が原因

だろうといわれる。短期間に成熟する。赤ちゃんは昔よ

り早くあんよを始める。言葉も早い，歯も早く生えるよ

うだ。思春期だけでなく，発育期全体にまたがっての問

題です。病気なども明治，大正に比べて，たとえば，疫

痢ようの病気，リューマチ熱，はしかなども低年齢でお

きるようだ。

　歯にしても3歳児検診が36年から法律化され，かなり

の受診率を示している。すこし古いが37年の3歳児のう

歯のデータで76％です。もちろん永久歯とは性格がちが

うかもしれないが，乳歯でも永久歯に影響はあるでしょ

う。幼児さえこれほどですから，学校歯科では歯科衛生

対策はおそいと感じる。

　従来子供では，大阪はどう，青森は高率だというよう

に乳児死亡を対象にした。全国的には戦前の8分の1二

減った。学童も8分の1くらいの減少です。しかし，問

題が残っているところに学校医，学校歯科医，学校保健

の転換期にきていることが感じられる。

　子供の死亡は交通事故が多くなり，命とりの伝染病，

結核，寄生虫病は明らかに低下し，う歯，へんとう腺が

はれる，鼻がわるいはさっぱり減らない。両方をみます

と本人に苦痛を与えないもの，放っておいても命；こ別条

ない，死亡という恐怖感のない病気が多いことは校医さ

ん，歯科校医さんあたり，十分考えなければならない。

大事なのは本人に自覚のない疾患が中心になりつつある

ことです。

　生活環境の変化，公害，食生活，衣服，身の回ウの生

活の問題がある。学校だけ遮断しても，朝からねるまで

学校にいるのではない。地域全体て取りあげなくてはな

らない。開業医が片手間に学校へ行き，日頃はそれぞれ

の診療所で座ってお客さんを待つというのではなく，社

会；ことびだして，集団健康診断の中から予防処置をしな

ければならない。このへんが現在の医療保険制度の普及

の中で考えるべき問題を含んでいる。従来の治療的なも

のから予防的な制度に改める必要があるんじゃないか。

それでほんとうの社会保障に発展していくのじゃない

か。この時点で学校歯科，さらには学校保健を考える必

要がある。

司会　ここでもう一度ふり返って質問や追加をお願いし

ます。

山田　船川先生のお話のように病気の年齢が低下したの
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は事実で，幼稚園以下に問題があります。医療保険制度

にも問題があります。

●これからの学校保健

船川　これからの学校保健，学校歯科をすすめる方向と

して，一体，学校歯科として6歳から始めて，はたし

て歯科衛生的仕事ができるのか。保育所，幼稚園などの

集団教育を通ってくるのが70～80％もある。もっと低年

齢から始める必要がある。榊原先生のご尽力で厚生省か

ら母子歯科保健要領というものがでている。母胎の時か

ら歯科衛生を考えるべきではないかと冒頭にある。幼稚

園，保育所あたり，または保健所などで歯科検診，歯科

指導をする必要がある。現在歯科医のいる保健所はひど

く少ない。

　私，医学の勉強で歯のことは解剖学の時にし，乳歯が

いつ生えるかを小児科でしただけで，ほとんど歯科に関

する知識なしで医師免状をもらった。歯ぐきの部分を習

った。歯科教育にも多少そういう点がありはしないか。

全身の一部という教育を受けられたかどうか。概念的，

観念的にはあっても実際は忘れられていた。医者のほう

でも歯はわれわれのふれるべき領域でないという考え方

がある。子供たちのからだを全身的にみる習慣が必要と

思う。公害，水俣病，カドミウムなどの問題では全身疾

患と一部に関係が起きてくる。

　食生活の変化に伴って食品添加物が慢性の肝臓疾患を

起こす心配がでてきた。妊娠初期に着色料をとったり，

サリドマイドで発育障害を起こす。ウイルスが骨や神経

の発育に害を与えることも認められた。

　園にはどうであろうか。眼，耳鼻と分業が進んで学問

は進歩していいが，子供を対象のときは問題がある。全

身的に考えなければなんにもならない。ほかは健康だが

歯だけわるい一健康といえるか。分業ですまされない

ことを強調する必要がある。

　子供の生活時間のなかで，学校にいるのはわずか3分

の1か4分の1のです。年間ではもっと少ない。学校に

いる時間だけの管理でいいか。先生が見ているから歯み

がきをやる。従来の学校保健や学校教育は地域社会から

遊離して，極言すれば学校は治外法権という立場さえと

った傾向があります。教育は神聖な場で，ふれてもらい

たくないという感じです。

　私ども学校に検診，予防注射に行く。突然行っても教

科計画があると拒否されることがある。なんとなく社会

から遊離している。学校も地域社会の一つの存在である

という考えでないと教育は実際にはなりたたない。
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　藤井先生が言われたように学校保健は単なる知識の習

得ではない。実行が伴わなけれぽいけない。実践の学問

としては学校の中だけでなく，生活環境の中で全体とし

て実現されるようにならなければ意味がない。学校歯科

は社会と孤立して，あるいは家庭からPTAから離れて

学校だけで存在しても意味がない。単にう歯の治療だげ

に目的をおいた昔ならいいかもしれませんが，本人が自

覚しないものを予防的に指導するには，そういう行き方

ではいけないのじゃないか。

司会　これで一応3人の先生のお話が終わりました。3

人の先生方に質問のあるかたは挙手を願います。

●健康診断について

埼玉県　藤井先生に健康診断の場合に，診断のやり方だ

とか，技術的基準，検査項目などについて考える必要が

あるというお話でしたが，具体的にはどういうことか伺

いたい。

藤井　私見ですが，時代の進展に即応した健康診断のあ

り方を考えるとき，現行の健康診断は多少時代の感覚と

ずれている点があるのじゃなかろうか。第1に，実施回

数ですが歯科の検診だけは最小限度年2回の制度を確立

していただけたらいいと思います。

　検査の項目で最近非常に小児腎炎が多い、これらを検

査項目の中に加えていただきたい。

　技術的基準はいろいろと学校保健法の解説書に具体的

に説明があるが，1年生から高学年まで画一的な用具を

使用します。発育段階に応じたそれぞれの用具を用意す

る必要があるのじゃないかと思いますc

●学校歯科衛生の隆路はなにか

茨城県　藤井先生のお話すべて私ども全幅の賛意を表し

ます。日本の学校歯科衛生がりっぱな成績をあげること

のできない［路はなにか。藤井先生，船川先生のご意見

を伺いたい。

藤井　さきほど問題点を5つにしぼって，その解決策も

話に織り込んだつもりでしたが，再度言います。歯科校

医の先生の献身的な努力にもかかわらずう歯の罹患率が

減少しない。それから処置率も徹底していない，という

隆路があります。学校教育の中で家庭を啓蒙し，地域社

会のご協力をいただいて地域ぐるみ，あるいは家庭ぐる

み広く視野を外にまでむける対策が必要じゃないか。核

心となる学校教育のなかで，一般の先生方の歯科衛生に

対する認識がまだ徹底をしていないように思います。教

師としてそれを児童生徒に徹底させる。父兄を啓蒙し，



地域社会に対して呼びかける積極的な意欲を一般の先生

に望むことは無理のようです。できれば歯科校医の先生

方が各学校現場を単位とした口腔衛生教育を年に何回か

開催して，指導啓蒙に自信をもってあたれるだけのもの

を一般の先生につけていただきたいと考えます。

司会　船川先生もたくさん根本的な問題をお取り上げい

ただき，一応これに対する対策のお話がありましたが，

ただいまの質問にもう少し具体的にお話し願えません

か。

船川　茨城県からのご意見は，第三者的にながめて2つ

の原因があると思います。

　1つは，学校の中においていろいろ指導をし，教育を

したはずだが，どうも結果が知的な教育にとどまり，子

供の生活の中に結びついてこなかった。これは教科主義

で実践活動をおろそかにしたということになると思いま

すけれども，その1つは学校歯科医と先生方の協力が足

りなかった点もあるのじゃないか，たとえば，非常に熱

心な歯科の校医さん，あるいは養護教諭が非常に努力さ

れた。それに対してどれほど教師が協力したかとなると

問題が出てくる。意欲的な熱心な先生がおられる間はそ

れについていくムードがあったかもしれないか，その先

生がやめた後もいい状態であるかどうか疑問であると思

います。

　今までの欠陥を改めるためには一般教師がもう少し歯

科学校保健に対して協力体勢をつくる手段として，教員

の自覚を得る前段階での保健教育が必要じゃないか。子

供に対する歯科医の指導以外に，一般の先生方への教育

をやる必要があると思います。例が適当でないかもしれ

ないが．私ある学校で校医的な仕事をしていました時に

先生方の健康診断をしました。血圧の測定，女の先生に

対する育児指導までやりました。

　　これは行き過ぎであったかもしれませんが，校長先生

以下，先生方を教育して，健康というものに対する意識

を高揚していくことによって，次の段階で子供たちに反

映してくるだろうと考えた。これはある程度成功しまし

た。

　第2の点は，検診をした後の処置が十分行なわれたか

どうかという問題です。現在，切実に感じておりますの

は3歳児検診の時に，この子は歯が悪いと言われ，一般

の医者二行くと問題にされない。お母さんにしてみれば

行き詰まってしまう。それならば病気といわないほうが

よかったかと思います。

　　ある歯医老に行ったら，乳歯だからどうせ抜けるのだ

がらと言います。学校の歯科にしても，学校で検診した

ものが正しく事後指導ができているかどうかという問題

がある。話がそれるかもしれませんが，かつて結核に対

する対策がとられたと同じように，私だけの思いつきか

もしれませんが，う歯予防法というような法律ですべて

の国民に検診をやった者に対しては治療までめんどうを

見る。

　子供のなかに蔓延してしまったう歯に対しては，たん

なる学校歯科だけの処置では蟷螂の斧の力しかない。も

う少し社会全体の運動として，う歯予防法というような

法律で，少なくとも2歳，3歳というところから検診を

受けなければいけない。異常があれば，無償で処置され

るということがあってもいいのじゃないか。専門の先生

はどうお考えかわかりませんが，社会全体の対策として

の方向に進めるほか，しかたがないのじ・pないかと思い

ます。

福岡県　藤井先生に養護教諭のいない学校においての指

導方法をお教えいただきたい。

藤井　私の体験としてお答えします。養護教諭の配置が

今の制度の上では認められてない。児童生徒数が減少す

るにしたがって養護教諭のワクがなくなる。そういう場

合の保健指導あるいは管理はだれがやればいいのかとい

うご質問と思います。大阪市でも都心部は児童生徒が減

り，周辺部が非常にふくれあがっております。大阪では

幸い都心部で在籍が120～150のところでも養護教諭が1

名配置されています。昨年あたりから在籍制限あるいは

経営困難校には複数配置をされております。

　マンモス校なり経営困難校では，養護の先生のご意見

を聞きますと，管理指導の面で今までは計画を立てても

計画倒れになったけれども，2人になったから計画的に

仕事を進めて，一応目標が達成できてありがたいと言わ

れます。

　福岡県の九州女子短大出が今年は大阪市に26名きて，

地元ではそういう受入れ体制がないのですかと伺った

ら，一般の先生が養護教諭のワクに食い込んで養護教諭

が入り込むすきがない。したがって，大阪市にきました

というのです。養護の先生は必要ですが，定員の問題で

どうしても不可能ならば，それを代行するのが保健主事

です。保健主事は教務主任とかほかの仕事を担当して専

任できないのが実情です。未設置の学校では保健主事は

養護の先生にかわっていろいろの勉強をして，みずから

校医，歯科校医の指導を直接仰ぐ積極的意欲を持ってい

ただきたい。

福岡県　たいへんよいことだと思いますが，実施には保

健主事そのものが教頭を兼任し，ほかの仕事がある。保
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健主事は何をやっていいかわからない。

●滋賀県の僻地の場合

滋賀県　私は陽のあたらない学校に勤務していますが，

滋賀県では僻地の歯科診療を非常に熱心にやっていただ

き学校と歯科医，県の教育委員会，学校教員会などの努

力によって罹患率が落ちてきました。たくさんの患者を

かかえているなかから，歯科の先生を引っばってくると

いうことは非常i：3cずかしい。もっと歯科医の先生をft

くさん養成することが先決ではないか。政治に結びつく

ような問題について声を大きくして叫ぶべきではない

か。特に僻地に陽のあたるようなことも考え併せてやっ

ていただきナこいc

山田　そういう国民運動に開業医の先生方も協力をして

いただくことが必要じゃないかと思います。

船川　ただいまの滋賀県からの陽のあたらないところの

問題ですけれども，従来，先生方はけがをしたら保健室

へ歯が痛めば歯医者にという割りきった考え方です。こ

れはある点では無責任ではないか。来年，来々年あたり

から一般の先生方の学校保健活動に対する参画が必要に

なってくる、歯については検診をうけなければ歯科衛生

が進まないというものではなかろう。毎朝，口をあけさ

せて歯が黒くなっている子供をみつけるという医学的措

置以外のものは，学校の先生でもやれる。すべて歯医者

という行き方でも困る。先生方も一般の歯の知識をもっ

て早期発見をする動機づくりをしていただく。福岡県が

過疎地域の話をされたが，養護教諭がおらないという問

題は，私の考えでは，養護教諭は一般教諭と別ワクで，

養護教諭は全校必置二すること。現在の養護教諭の需要

数の養成をする。過渡的二養護教諭がいなくて，村の診

療所二看護婦がいる。地域の母子福祉センータに保健婦

がいるならば，融通し合うことも必要じゃないか。看護

教育が改正され，一般看護婦，こなるためには公衆衛生を

勉強しなげればならない。看護婦も保健指導的な一翼を

担える人がふえる。巡回診療車を出すということも将来

満ばい：こなるまでの手段として必要があるでしょう、

●学校教育の中での保健の位置づけ

島根県　学校保健が教育のなかにおいていかに重要な部

分を占めるか、学校歯科医として，また学校歯科医会の

役員として頭を悩ましています。熱心な校長，熱心な養

護教諭が転任されたので，現在まで咲いていた花がしぼ

んでしまう。これは学校保健が学校教育の中に明確に位

置つげされていないことに原因すると思います。その具

体的解決方法について，3先生の具体的なご意見を伺い

たい。

山田　現在では，健康教育は別二扱われ，健康診断も記

録だけとればいいというようで学校の先生自身がそれに

対する認識が現在ない。船川先生の言われたように，教

員養成所で十分理解できる人間をこれからつくらなけれ

ばならない。

藤井　教育課程のなかで学校保健の位置づけが極めて明

確を欠いていることは事実です。文部省では小学校の場

合は時間の特設はしていない。教育課程の4領域の中で

関連づけて，関連学習として保健学習をするように配慮

をしているということですが，現実二は．生活学習なり

経験学：習としての保健教育，これを指導なさる先生方が

専門的の知識というものを十二分に習得されていない。

小学校では，全然保健学習というものが考慮されていな

いことに対して，申しわけ的二5～6年の時に年間11～

12時間という，ナンセンス：こ近いような処置をとってい

ます。

　健康教育を教育の基盤として考える必要がある。数年

前道徳教育が週に1時間二なる前要望を出して，保健学

習を小学校では1年から6年まで週に1時間あててほし

いと話し，一応そのように進んtfのですが，社会情勢の

変化にともなって道徳教育を特設しな；ナればならないと

道徳教育優先になって，保健学習が影を消してしまいま

した。

　他の教育の時間をさいてあてるつは無理です。今度の

改定学習指導要領を見ますと，4領域が3領域にしぼら

れて特別活動の中で保健の面，保健指導の面を相当重要

視して配慮してあるけれども，これも文部省の意図され

ることと受入れ態勢現場の実清から，文部省が意図され

ているような成果は期待できな、・のじゃないかc

船川　根本的には，教科中心の教育というもの；二問題が

ないか、しいていえば，教科中心で教育を受けた先生が

学校におられるかぎりはひじょうに困難じゃないか。そ

の教科主義になった原因を追究してみる必要があるでし

ょうc

　現在の教科主義中心という二とが転化されて人間を教

育する場になったとき解決してくる。根本的には教科中

心でなくして，人間教育の価値が高く評価される時代が

くるように私どもも努力したい。

司会　それではこれで午前中の研究討議は終わりたいと

思います。ご協力ありがとうございました。
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主として現場の人々によるパネルディスカッション

　　　滋賀県山田小学校　校長　安土京二郎

　　　大阪市生江小学校　保健主事　河智康雄

　　　静岡県西浦中学校　校長　下田啓夫

　　　大阪市高見小学校　養護教諭　深井照子

　　　大阪市集英小学校　PTA体育保健委員　柴田市郎

司会　　日本学校歯科医会　常任理事　構原悠紀田郎

　午前は3人の講師によって“学校歯科保健向上のため

に，教師と父兄と学校歯科医の結びつき”についての主

として理論的な角度からシソポジウムの形式で話をすす

めてきたが，午後は上の5人の現場の人びとを中心にし

て，日本学校歯科医会の榊原悠紀田郎常任理事の司会の

下にパネルディスカッショソの形で話し合いが行なわれ

た。

司会　まずパネルディスカッショソですから5人のバネ

ラーの方々の間で討議をすすめていただくことを原則と

して，みなさんは5人の人びとに問題をどんどん出すよ

うにしていただきたい。

　またここは主として現場活動を中心にしてすすめてい

くつもりですので，現在のわれわれのもっている条件の

下で，すべて考えることにしたい。

　たりない予算，たりない養護教諭，多くの教員の無関

心というものをふんまえて，その上でどうするかという

ことにしてすすめていきたいと思います。

　では安土先生から小学校の校長の立場で……

安土京二郎　（滋賀県草津市立山田小学校長）では現場をあず

かっております者の意見を述べてご指導をいただきた

い。

　う歯半減運動が5力年計画ですすめられ，さらに5力

年延長されたけれども，午前中にも出ましたが，学童の

う歯は少しも減らないどころか，むしろふえる傾向があ

る。

　しかも親も教師も学童もう歯に対して非常に無関心で

す。

　私の学校でも4月の歯科検診のあと，う歯を持ってい

る者について治療勧告を出しているがなかなかよくなり

ません。治療を受けない子供の理由をいろいろ調査する

と，「歯が痛まないから行かない」「親が連れて行って

くれない」とかいろいろあるが，子供が治療勧告を受け

ても親にいわないのが非常に多いということは注目すべ

きことと思います。つまり，親の無関心が1つの障害に

なっていると考えられます。そこで私は親，教師，子供

の関心を深め，理解を深める一つの方策を学校長の立場

で考えているのですが，まず今の親は学業こ対しては非

常に熱心で，通信簿のほうも成績のほうは非常によく関

心をもって見るけれども身体状況については見ようとし

ない。なぜかというと，成績のほうは評価によって成績

の実態が明らかだから関心を持つ。しかし，う歯に関し

てはほとんど実態が学校で発表されておらない。学校保

健統計でも乳歯，永久歯のう歯を持っている子供の姿は

統計で出ますが，それの具体的の実態というものは明ら

かにされておりません。親にしても個人別に自分の子供

のう歯は未処置が何本，永久歯はどうか，ほとんど知ら

されておりません。現在ほとんどの学校が成績通知簿に

そういうことを省いて健康手帳を利用していますが，健

康手帳を見ていない。そういうことが現状ではないか。

私の学校ではやはり実態を明らかにすることがまず大事

な問題であると考え，年2回う歯の実態を明らかにして

おります。

●まず児童のう歯の実態をしらべた

　夏休みが終わって9月にはいってから，本校のう歯の

状態をまとめた表を作りました。

　私の学校は児童数602名，農漁村地帯で同和地区が25

％ありまして，非常にいろいろの面で教育上問題を持っ

ていて，歯科衛生でも決して実績をあげている学校では
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ありません。よい歯の学校表彰もまだ一度もうけていな

いくらいです。しかし，ここ2年まど前から特に健康教

育を取り上げて，うるおいのある調和のとれた子供をつ

くること二力をいれています。これはまあ普通の学校の

歯科深健の実態ではないか。

　一そ乏二教師は理解しようと思っても資料がないから，

80％もう歯の罹患率があるのかという程度しか知らな

い。それらの詳しい理解を教師に与えなければ，午前中

からお話があったように教師に理解させようといっても

理解Dしようがない。そういう点でまた父兄も自分の子

供のう歯の実態をあまり知らない。学級の実態も知らな

い。そこで私は学校のう歯の実態を明らかにすることが

非常二大事であると考えたのです。実際に学校歯科保健

に対する対策の根拠を明らかにし，学校のう歯の実態を

明らかこすることが，いわゆる学校の教師と歯科医，保

護者，父兄の結びつきを深める根本的なものである。そ

れがなければ相互理解ができないわけです。私のところ

でこういう資料を作っているかと聞いてみたところ，ほ

とんどなく，学校保健統計で出しているような実態だけ

しか出ていない。それでは対策が立たないというので，

養護教諭に2日かかりでまとめてもらったわけです。

　こういう一覧表を毎年作って集計の仕方を統一して，

ほかの学校との比較ができるように考えていかなければ

いけないのじゃないか。現在の学校保健でも非常に簡単

な統計しか出てこない。乳歯のう蝕は6歳臼歯のう蝕防

止に非常に悪影書を与え，6歳臼歯が早くう蝕される。

学校の段階でどこに重点をおくかというと，乳歯を軽ん

じているわけではないが，とにかく永久歯にまずポイソ

トをしぼってみる。しかもその永久歯の未処置の数，う

歯数のほとんどがやはり6歳臼歯なので私は小学佼にお
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いて歯科保健の重点として6歳臼歯を取り上げていかな

ければならないと考えます。

　すで二1｛「生でDMFの程度が23．6です。1年生では

まん中へんの未処置数のBのところで，1年生ではまだ

C1程度でtが，2年生になるとC2，　C3，　C，まで発展し

ていく、6年生ではDMF程度が47．3％，6歳臼歯の2

分の1がう蝕している。それから考えて6’曳臼歯に重点

をおく。それはちょうど幼稚園1年生でこの時期を逃し

ては遅い。午前中にも出ましたが，私の学校の実態から

でもわかりますので，6歳臼歯う歯対策は幼稚園1年生

であると考えます。

　もう一つの問題は，この1年生の処置率は非常に低い

ということです。高学年では高くなりますが，1年生，

2年生の処置率は25％程度です。二れは私の学校だけで

すが，大なり小なりそういう一つの傾向があるのじ・やな

いか，私は6歳臼歯を位置づけて，その重要性を指導す

るとともに．治療処置も啓蒙して6茂臼歯のう蝕を少な

くする二とに努めているわけです。それが先決だと私は

考えております。

●対策の1つとして個人表彰からはじめた

　その一つの対策として，本校では5月検診をしたあと

6：交臼歯の諸状況をまとめて，学級表彰と個人表彰を6

月4日のむし歯予防デーに行なう，6月の時にやるのは

6歳臼歯を中心にして学級表彰をやる。そして1番，2

番，3番をつけて，個人表彰はいろいろ処置を完了した

子供もありますから，それらの表彰をしてやりたいけれ

ども，一応乳歯と永久歯と両方ともう歯のない者を個人

表彰をするcそれが私のほうでは21名あります。9月

には永久歯全体の処置状況によって努力している学級を



表彰する。4月の検診後治療の勧告を出し，何回か指導

し夏休みに処置をする。処置状況を学校へ報告させ，ま

とめて一番処置率の高い学級を今度は，9月の末か10月

始めに表彰をしてやる。こういう二段構えの表彰制度を

しています。この資料のほうに「表彰制度を考える必要

がある」と書きましたが，よい歯の学級表彰，よい歯の

子供の表彰，これも非常にけっこうで一般の関心を高め

ますが，よい歯の子供にしてもよい歯を持っている子

だ。いくら気ばってもだめだというようなことでは一向

に学級に浸透しないわけです。まず，学級表彰をして一

般的な学級の一つの関心理解を深めることが大事であ

る。これをやるとうちの学級はいいということになって

喜ぶ。それが学級の組織活動に発展していく。いくら学

級でやれといっても子供から取り上げてこないと身につ

きません。そういう意味で一つの刺激を与えると考えて

いるわけです。学級表彰はむやみに子供の競争心をあお

り立てて弊害の出ないように十分注意する必要があると

思います。9月でおさえて，さらに治療のすんでないも

のには治療の勧めを出して，来年3月，4月までにはさ

らに処置率を高める。

　　まだ学級差はかなりあるが，そうすれば担任も関心を

もって，学級指導のときに，子供にいろいろ指導をする

手がかりになる。こういうものがないと，朝の健康監視

でも，口では言っても実際は先生はそれを取り上げられ

ない。年2回検診という問題もあるが，私は2回検診し

ても，4月以後さらに新しいう蝕があった。早期発見と

いう上では意味があるが，治療処置をしなければ意味が

　ない。私の学校では4月に見つけたやつを徹底的にやろ

　うじゃないかというように話し合いをさせてもらってい

　ます。

　　以上，私の学校の，まことに成績の悪いのを材料に

　して意見を申し上げ，間違っている点が多いと思います

　が，みなさんのご指導をいただきたいと思います。

　　次に歯科保健に対する保健指導は，やはりポイントは

　幼稚園，1年生，2年生，そのへんを重点にもっと指導

　しなければならないのに，現在の指導要領にない。した

　がって，そういう低学年における指導をどうするか。い

　ろいろ行事に取り入れる。私どもの学校のように，指導

　の重点を低学年に重点を持っていきたい。小学校の段階

　にきて習慣づけでは遅いのじゃないか。各学年で年間計

　画が立てられ，4月は何をする，5月は何をすると書い

　てあるが，ペーパープランで実際は行なわれないのが多

　い。こういう実態を明らかにしますと，午前中も学級会

　で取り上げるお話があったが，学級会では子供が議題を

見つけて話をする場で先生が指導をする場ではない。歯

に関する問題が議題にならなければ学級会で指導すると

いってもできないので，こういう表彰をやりますと，う

ちの学級はもういっぺん歯みがきをしっかりやろうと

か，治療に行こうとか，子供が主体的に受けとめる。子

供の主体性にうったえなければ先生がいくら言っても後

が続きません。本質は子供の主体性が活動にうったえて

いくことであると思います。

●保健管理面で歯科衛生士を

　一番最後に保健管理のところで歯科衛生士の問題をあ

げたのでちょっとふれます。なかなか現在の歯科診療状

況のもとでは，学校歯科医の先生は一般の治療が忙しく

て，そこに頼みに行って検診をお願いしますとか，なか

なか言えない。最近，歯科医のところに歯科衛生士の方

がおられるので，歯科医の代りに歯科衛生士を派遣して

もらっていっぺん診てもらえないかとお願いしていま

す。歯科衛生士に検診や歯みがき指導をしてもらうとい

う一つの方策がとれれば，歯科の保健指導，保健衛生の

対策も一歩向上するのじゃないかと思います。

　しかし，歯科衛生士も歯科の先生のところの人で，学

校の衛生士として依嘱されたかたでない。私たちも非常

に心苦しいわけで，できれば教育委員会単位ぐらいに学

校歯科衛生士というようなものが配置されることにでも

なれば，学校歯科衛生向上の上に役立っていくのじゃな

いかと考えているわけです。

司会　どうもありがとうございました。今度は下田先生

からお話をしていただきます。

下田啓夫（静岡県西浦中学校校長）　前もってお断わりした

いのは，私実は本会に出るということを考えていなかっ

たのですが，市の教育委員会から強く要請されたような

わけです。実は私の学校は昭和40年あたりから毎年大

臣表彰を受け，そんなことから出うといわれたのです。

私自身が，実は上の歯が一一本もない総入れ歯で，でてく

るにあたって，学校の先生に総入れ歯の先生が歯科衛生

の話をするとわらわれた。また特別に学校が研究してい

るということもありませんが，なぜ表彰をうけたかを織

り込み，なんらかみなさん方がおくみ取りになるところ

があれば幸いだと思います。

　私の学校は，う歯が少ないということより，治療率が

高いことで表彰されたと思います。調べますと，かなり

　う歯の子供もいる。多い時で25％％，少ない時で20％前

後，処置率は一番低い年で74％くらい，最高が80．5％く

　らいの処置率ですが，パーセンテージは非常にくせもの
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て，私の学校は小さな学校です。現在，中学校の1年か

ら3年まででちょうど150名しかいない。ごくわずかな

人数の面でかなりパーセントが変動する。その点は気を

つけなければならない。

●まず環境は

　この地域には私教頭の時代から通算して5年ほどいま

すが，いわゆる知能指数の低い生徒はもちろんいるが，

精薄とか白痴はおりません。また平均体位では静岡県を

上・中・下に分けて上の部です。そういうことは私の方

の小学校の実態も同じです。やはり毎年のようによ1、・成

績を収めています。私の学校は昭和30年に沼津市に台

併されたので，市部からは近い所で15キロ，遠い所で32

キロあります。非常に自然環境がよろしく俗化していな

い。伊豆半島の達磨山という山がありますが，そこから

富士の美しい姿を眺めた方があるかもしれませんが，景

色明媚です。空気がよろしいといえます。農村といって

も山村です。炭やきとか，しいたけとか，最近は昭和の

初めからミカン栽培に変わって現在80数パー一セントがミ

カン農家です。ビタミンCというような面がからだの．血

行をよくするというのであれば，歯を健康に保っている

原因二なっているかもしれない。社会組織も単産社会で

す。複雑していない。村の父兄の考え方も同じ方向を向

いています。いわゆる市部のような自民党から共産党ま

で混然としたPTAではなく，みな一色です。

　第3番目には，山のものばかりでなく，海岸に面して

いますので内湾漁業も行なわれ，シラスとか，最近小ア

ジがとれます。それらは村の食生活に消化されます，

　次にへんぴな土地柄で9つの部落に駄菓子屋が1軒か

2軒あるだけで，ほかに甘味品を売る店がないので，町

場の子供のように駄菓子が食べたければ，となりで買っ

てくるということもできない。市との人口交流がほとん

どなく，先祖伝来，その土地でとれる産物を食べ，それ

がからだに歯にどのような影響を与えるかもひとつの問

題だろうと思います。

　経済状態は一般に裕福でミカン農家というのはかなり

楽な生活をしております。この間，夏休みに中学生が社

会科の勉強で1戸当りミカンの純収入が平均15～16万円

というデータです。その点は農協の子供銀行にもかなり

たくさん貯金しているところからも間違いないでしょう

が，格差はあります。そういう環境です。

　私どもの学校の歯科医の先生は戦争中に村へ学童疎開

をした方です。非常に指導についてヒントを与えてくれ

ました。たいへん私どもありがたく思っています。
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●家庭の協力が得られやすい

　家庭では，病気に対して非常に敏感で，ちょっと具合の

悪い子供があると，すぐ医者へやれということで，そう

いう観念が非常に強い。学校からの注意もよく守ってく

れる。

　父兄会をやっても，100％集まります。経済が豊か

でどこの家でも自動車を1～2台持っております。医者

が遠方こしかいなくても車を活用して治療に行く。しか

し．不便な土地ですから非常に食生活に困るわけです。

魚がある程度とれても，野菜が不足します。肉は町へ行

かなければ買えない。魚も店屋はない。漁師から直接船

の帰ってくるところで買うのです。だから町へ行っての

買物は相当あります。

　夏とか冬という長い休みには学校からの通知は守って

くれる。さきほど安土先生からお話がありましたが，私

の学校では小学校でのしつけを続けている。習慣づけて

いるといえると思います。学校としては特別なことはや

っておりません。どこの学校でもある程度のことしかや

っていませんが，まず第1に，身体検査が終わると歯だ

けでなく鼻も耳も一覧表を作って必ず家庭や個人に知ら

せるとともに休みまでに教育相談日をつくり，少人数だ

から十分時間をとることができます。お母さんと子供と

先生と三者揃って成績のことから，からだのことを個人

別にやる。28人から22人のクラスですから，そういう話

し台いが可能です。大きい学校では無理だと思います。

　むし歯予防デーを中心にポスターとか作文を全校生徒

に書かせる。沼津の歯科医師会とか学校保健会とかで募

集し，それに応募する。診療券を発行して治療しなかっ

た生徒に対しては，早期の治療を勧める。体育の中に保

健体育があるが，学校の専門部に保健部があり，印刷物な

どを作って校内に貼るというように，どこの学校でもや

っていることをしています。そして昭和41年にう歯半減

運動を達成して表彰を受けた。半減させるのはなかなか

むずかしいので，その後歯に対するいろいろ調査統計を

進めていきたいと思いますが，なんといっても子供個人

個人が自分の歯の大事なことに関心をもってう蝕を防ぐ

ために歯をみがくとか，いろいろな習慣づけが一番大事

だと思います。それにはできるだけ若いほどいいので小

学校のほうにも強くお願いしています。

　歯が痛くなってからでは手遅れですから，歯科医に注

意されたら早期の治療をするということが大事なことで

すが，なによりも一番願うのは僻地ですから医者が遠

い，歯医者さんが近くに常駐していただければありがた

いと考えます。



司会　どうもありがとうございました。今までの2つの

学校は比較的規模の小さい学校のお話で，それぞれの校

長先生の立場からお話をいただきましたが，今度は大阪

市の生江小学校，この学校は大阪市内の同和推進校とい

うような学校で，これもまた少し，一般の学校という

か，特異な環境にあると思いますけれども，今度は市内

にある学校の河智先生からお話を伺いたいと思います。

河智康雄（大阪市立生江小学校保健主事）　う歯予防対策を

取り上げたのは，本校の校下の実態は以前は保健思想が

低調なところで健康に対しては，知識としてまた概念と

しては理解されていたが，地域の特性として夫婦共稼ぎ

が多いとか，貧困だとかで日常生活に追われており，健

康を自覚する余裕がなかったと思います。

　ですから学校としては，保健教育の必要性を感じて，

特にう歯予防につきましては，6年前から取り組んでき

た。これも，学校と歯科校医だけがいくらやっても，

家族とか地域社会の協力がなければできないということ

で，三者一体の協力を考えるようになった。初めのうち

は歯が痛いとか，むし歯があって欠席したり，早退した

りしたが，う歯の一本くらいというムードがあった。

　学校職員と地域の保護者会と話し合いで，歯は健康の

もとであるということで，う歯の予防対策に取り組んだ

のです。初めは効果がなかなかあがらず，ようやく昭和

41年度に健康優良学校大阪府1位に選ばれたので，これ

を契機に職員一同，家庭が一致してやればできるという

気持が出てきました。それからう歯予防対策の必要性を

全員がもう一度再確認して，話し合いの上，学校，家

庭，歯科校医が協力してう歯予防対策に取り組んだので

あります。しかし，う歯予防は，治療にしても1年や2

年では効果があがらない。まして地域社会の協力はなか

なか得られなかったので，7年間う歯予防対策に取り組

んで，学校教育目標として取り上げて努力し，治療率

100％にしたのは約2年前です．学校，父兄，歯科医が

いかに計画し実践してきたかということをこれから申し

上げます。

　要項二資料があるので，問題点のみを申し上げます。

本校では歯の検診は，4月の定期検診をはじめ9月，1

月の3回実施します。これでう歯の早期発見と早期治

療，処置歯の監視，これの追跡，これが十分行なわれて

いるものと思います。

●歯みがき指導の徹底を図った

　予防対策は歯ブラシの指導ですが，はじめは子供が持

ってきた歯ブラシは極端なのは親子共用もある。児童1

人1人に歯みがき表を月別の反省とするために渡しま

す。検診日，歯みがき訓練のH，フッ素塗布の日に不良

歯ブラシを交換します。むし歯予防日を中心に指導書を

配布する。歯みがき訓練は毎月の授業参観の前に5分間

くらい職員一同，父兄一体となってやる。こういうこと

から家庭の歯のみがき方の関心も高まりました。

　学校保健委員会の活動としては，委員会で特にう歯の

予防と治療の問題を取り上げて話し合っています。

　予防対策についての地域のかたの協力は学級懇談会，

地域懇談会を通して保護者の啓蒙をはかり，夜間，先生

方が出向いて，家庭；こう歯予防対策をうったえる。治療

対策としては受診勧告票を発行し，担任先生に個別的指

導をお願いし，治療未完了児童は放課後数人ずつ歯科医

に連れて行って治療させます。治療面で困難な児童に対

しては同和援助保健法医療扶助で治療を行ないます。

　最後に，今までしてきたことを考えますと，健全な

歯，美しい歯の自覚が高められたが，児童自身が自覚し

てやってきたかどうかというと，いささか問題があると

考えます。教師がタッチしなくとも，子供が自発的にや

るということを期待したいわけです。地域，学校，歯科

校医の三者が一体となってう歯予防に精進したい。先生

方のご批判を仰ぎたいと思います。

静岡県　同和援助保健法医療扶助というのは，どういう

ものですか。

司会　大阪市の同和地区のみに配当される援助です。健

康保健のない人もあるわけです。

愛媛県　不良の歯ブラシを交換するとありますが，これ

は無償ですか。それとフッ素の塗布は，全校生徒です
N

か。塗布をするのは歯科医ですか。養護の先生ですか。

河智　歯ブラシの交換は保健費を取るので，無償です。

フッ素塗布は全校生徒に歯科校医にしていただきます。

司会　それでは今度は深井先生からお話を伺います。

深井照子（大阪市立高見小学校養護教諭）　本校の環境ば淀

川の下流にあり，主として勤め人の住宅が密集してい

ます。児童人数780人で，中1こは貧困児が相当います。

不在家庭児も多く，午後には不在家庭児を預かる先生が

指導にいきます。あまり恵まれた状態ではありません。

そういう関係上，健康管理を普及するために児童の疾病

の中で最も多いのほう歯の保有者です。う歯を撲滅する

ためには，学校歯科の向上のために教師と父兄と学校歯

科医の結びつきが最も大切だと思います。この3つの結

びつきについては学校保健を双肩に担う養護教諭が中心

となって，保健主事が音頭をとって担任の先生が保健学

習のかてとなる事例を作成して協力を求め，職員全体が
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すばらしい元気な足どりで1人1人の児童を見つめ，子

供にふさわしい学習指導をするよう協力を求めることが

必要であると思います。

　父兄と学校歯科医の結びつきについては，その地域性

を考えた保健計画を樹立することは申すまでもありませ

んが，保健便りによってその月の計画で最も強く要求す

る努力目標を，わかりやすく書き，保護老の協力を求め

ることが大切であります。また歯科校医さんにはPTA

の総会時に講演をしていただいたり，学校保健委員や健

康相談を通して児童にもよくわかるように指導していた

だくことが必要であると思います。そういうよう二校医

先生から知識を得るのは保護者の立場，児童の立場かろ

たいへん効果があると思います。

　児童の健康管理は学校の教師を中心に家庭と学校歯科

医の絶大な協力がなければできませんので，三位一体と

なって児童の健康管理にあたっています。

司会　ただいまの深非先生からのお話で内容についてわ

からなかった点があったらお述べ願いたい。

埼玉県　健康指導のやり方をもう一度伺いたい。治療は

全部校医さんにお願いするのですか。ほかの地域の歯升

医の方にもお願いするのですか。

深井　健康指導の方法は，特にレントデンを撮るような

ものは校医先生のお宅でやります。一般的な事前に指導

するようなものは保健室で健康指導をし理解させて，適

当な時期に治療にあたっていただきます。

　治療の方法は校医先生だけではありません。さきほど

申し上げたのは貧困児，それから準負困児家庭で児童の

二とは先生にまかせきりの子供は連れていきますが，あ

との子供は全員自分の好きな先生のと二ろで，治療しま

す。

福岡県　ただいま就学児の健康診断の結果のスライドを

見たが，お宅の学校の就学児の健康診断二ついて学校の

先生方の協力の度合いについてもう少し詳細二ご説明を

願いたい。

深井　就学児の健康診断には先生方は健康診断のほうに

半数，知能検査に半数手をとられます。健康診断では手

の足りないところ，歯の検査などには，6年生の優秀な

児童を先生につけ治療勧告票を作らせる。目の検査，耳

の検査が全部終わってから養護教諭がいろいろの面に目

を通して，誤りはなかったかと綿密に見て，この面では

表1

男 女

学　　目

級
　　　　　　　＼＼

検人

査貝

要人
治

療貝

1乳 琴；欝う腿　　　　　　　　の歯　1日了　歯歯　　　　　　　　　　　　　9

検人

査員

要人
治

療員

乳だ
　
　
易
歯
歯

、　　　　　　　　、

永つ
久
歯
の歯

七治
月療　　’＿とP一　兀

日了

1　の　　1 19人 16 13人　　　3人5　11人 22人 16人 9人 7人 12人
2 17 15 14　　　1　1　⑮ 21 14 12 2 ⑭
3 19 14 12　　　　　2　1　10 21 18 16 2 17

2　の　　1 19 18
　　　　　　　　　　　i

12　1　　6　　1　12 17 15 9 6 11

2 16 11 9　1　　2　1　　9 19 19 17 2 14

3 20 18i151　3113 17 16 9 7 14

4 18 15 115　°11° 15 14 8 6 11

3　の　　1 18 7　　　　2　　　　　5　1　　4 17 8 3 5 4

2 19 12　　1　　　6　　　　　　　6　　　　　　　3　　1　　16 5 4 1 2

3 19 10　　1　　　6　　　　　　　4　　　　　　　3　　1　　　17 8 2 6 5

4 18 14　　1　　　5　　　　　　　9　　　　　　8　　［　　17 10 3 7 8

4　の　　1 27 11　　i　　　5　　　　　　6　　1　　　8　　1　　16 9 1 8 7

2 25 10　　1　　　2　　闘　　　8　　1　　　4　　　　　16｝ 9 3 6 4

3 23 13i　7　　61　7116 13 7 6 5

5　の　　1 16 9 1　　　　8　1　　5 17 9 4 5 6

2 14 7 3　　　4　i　6 18 9 4 5 6

3 16 6 3　　　　3　｝　　5 17 9 2 7 8

4 14 7 2　i　5　1　3 17 6 1 5 2

6　の　　1 20 14 5　1　　9 5 23 13 1 12 7

2 18 7 2　i　　5 6 26 14 2 12 9

3 19 9 li　8 3 24 16 5 11 7

仲　よ　し 2 1 1　：　　　1 4 3 3

計 396人 244人 141ノ＼｛　　103ノ＼｝　　150ノ＼ 393人 253人 122人 131人 173人

百分率 6L6
　57．8　　1　42。2　　1　61．51　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　馳

64．4 48．2 51．8 69．8

●4年生の児童から6才臼歯の抜去歯を見るが、
　○印は完了

夜の歯みがぎを忘れないように。
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表2　S．44　　1年生　6歳臼歯の発生状況

1　　　　　　　　男　　　　　　　　　　　54人 1　　　女　　　　62人
右 ％ 左 ％ 1 右 ％ 左 ％

上顎 25本 46．3 29本 53．7
Il上顎 37本 59．6 34本 54．8

下顎 43 79．6 43　　　　79．6 ［【下顎1 55　｛88・7 51 82．2

68一ト72＝140（本）　64．8％ 1 92十85＝177〈4・こ）　71．4％

1年生　6歳臼歯う歯発生数と処置状態

男 女

う　歯発生数 そ　の　％ う歯発生数 そ　の　％

140本中36本 25．7 177本中43本 24．3

治　療　ず　み 1治療ずみ
28 77．7 li　23本 53．4

○上記のように6歳臼歯の発生率は男子で64．8％、女子で71．4％である。
○完全に発生してない大人の歯がもうすでに男子36本女了・43本がう歯になっている。
◎歯みがきをしっかりしつけてほしいものです。

このような指導がほしいということを追及して1人1人

指導します。

司会　今まで：よ全部学校の立場でお話をいただいたので

すが．最後二PTA保健体育委負会の委員長という立場

でお話をいただきたい。

柴田市郎（大阪市立集英小学校PTA保健体育委員長）　効果

的なPTA保健活動をめざして，本校のう歯対策につい

ては，昭和44年に学童男子518名，女子364名を対象に口

腔検査を行ない，これを昭和38年から43年にわたり対比

表を作成しました。それは表4～表6のとおりです。ま

ずう歯罹患者率ですが，42年までは年々減少し，43年，

44年二わたり増加しています。年3回口腔検査を実施し

て，早期発見と早期治療を目標に保健指導を強化し，

併せて学級保健会，学年保健委員会，学校保健委員会の

課題として取り上げ，むし歯の予防と完全治療の方法を

協議し，これを日常生活に実践するために指導を強化し

てます。

　永久歯のう歯処置完了の推移は表2のとおりですが，

年々効果を上げています。う歯治療徹底週間を設けて処

置完了老を表彰して，自主的健康ということを進めるた

めに健康努力賞を設定しました。未処置老には授業参観

日に健康相談を行ない再三治療勧告をします。具体的方

策として歯の疾患検査後，治療勧告書を渡すと同時に，

本学校独特の健康手帳「よいこのあゆみ」を作って，そ

のページ数の中に赤色のシールを貼りつけ，効果をあげ

ています。

　勧告用紙により個々に治療勧告するのはもちろんです

が，学佼としては治療週間を設けて全校をあげて治療に

取り組んでいます。

　年間う歯対策としては表6のように実施しています。

う歯増滅については，今後ともPTAとして学校保健各

種機関ならびに学校歯科医，先生とともにより深く探究

し，あすへの一大課題として単に統計のみならず，学童

個々の自覚と100％治療に努力していきたい。

職員保健委員会

調査資料部

　　　　問題

⇔

母示

学校保健委員会

　職　　　員

PTA保健委員

児竜会役員
児f～〔保健委員

一職員協議会一
競級騰：→区一レ学　級　会一

↑
職員保健委員会

調査資料部
⇒
学年保健委員会

学　級　担　任

PTA8委員

團一一
備考

PTA8委貝とは
学級、保健体育、給食、

教育推進、福祉、文化、問題昌示

　PTAの保健活動として，本校の活動組織の構成は学

校長，学校保健企画部，PTA，保健体育委員で組織さ

れ，学校保健活動の原動力となり推進しています。構成

77



表3　6：’宕ヨ歯CiC　，）の発生1｛！こ兄とそ今∴i二1立，二ついて （数字は本欽）

学年

1

性 契男

臼
ヒ

．

→

一

　
・
．

［右
上

．

に

L
L　
1

右
上

一

〇
3

　
一
－
曹
、

　
イ
ー

…
6

一

　
　
－

一

　
　
－

　
膚
ー
，
、

　
，
今
∴
ー

　
ノ
ー
i
l

…
4

一

　
り
0

　
1
τ
ヨ

男 女

左 右 左

iO
i1

上 ヒ　　　1　　　： 上

．L－一一．一．．一一一．一一 ．一一一一一一一＿一一．一一一1－一．一一．一一．．一一一一一

：O　B
、3　1

！llト1・ド
　　　，　00BBiO　　OBイゴ　8　　2　　1　i　4　　　　2 左

下

2

1　3　　1i1

5｝7　　gi12

0
1
0
3

　
　
一
B
1

0
3
一
〇
6

「
°
，
。
°
l
ー
ト
■
°
‘
，
　
卜
〕

　
　
・
B
2

0
1
「一一一一一一一一騨一　鱒一一，一一卜一一』一一一一一一一一層，一

0
9

iO
il

iOOBB
i921

3

2　　6　　　6　i4

10i8　gi6

4

1　　3

10　　10

0
20
1
0

一

D 6

7　　6

5

7 4

6　’7

ζ）　　・　〔）

4 9

M
　
…
B

　
　
一
　
1

0
1

　
　
，
0

L
　
　
…

0
1
｝

0
2
一
〇
5

…
…
－
申
：
…
：

　
　
…
B
田
r

　
　
…
0
1
望

　
　
一
B
1

0
6
，
0
5

　
　
一
D

M
－
…
M
1

0　
　
一
〇

　

　
…
B
1

0
5
　
0
6

匿
｝
鵬
o
l
l
－
」
【
－
－
－
－
1
1

　
　
「
D

　
　
7
　
　
1

　
　
↓
0

0
3
一
〇
9

0
1
…
0
1
0

00LOBL　O　OB
22　1　　5　　1

（一）　B　M　　　OOLOD

5　1　1　　41　1

OLぐ）LiOOLOLM　O　OL　　　OODOM
41　2　i2　1　1

3°琉留i2塁゜乱1，

　　ア　　　 　
　　　　　　

　　　1　　　　　　　1

6

2i3
6 9

弓
イ

9

7

12

0
1
0
5

OL　O
l　i3

B　，OBOB
l　i71　1

4　1　　，3　1　1

卿早：9号儀Bg2
　　　　　　　　　　1

00LOM　　OOMOL321M：312M　　　1　　　　　　　1

00BOL　　OBLOB2　4　1　　：92　1
　B　M
　　1　1

　　　　1　13120
　　計　　 一…一一 ∵一一

　　　　　40145

0……〉かみ合せ面

24　23

49　　51

M……・近心　B……・頬側

9°，L串器樽翫…雛・㌔害D艦
一一δ一百一慮び百茄6b擁一詮♂δ∴－

3332，346　2　31752・35660DoBL，　OD　　　oDBoLoDoBL：OD　LoB　oL
　1　1　　1　　1111　1　2　1　1
　　　　D……〉遠心　L……〉舌｛則

78



表4　永久歯う歯　　罹患率の推移（38～44年）
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表5永久歯う歯処置完了者数（38～44年）
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月
一
4

5

6

7
　
一
8
【
　
9
　
一
　
1
0

表6

1行 事1

定期健康診断

歯みがき訓練『

歯科講話

歯の表彰

健康相談

臨時検診

臨時健康診断

11　健康相談

12

1

2

り

O

臨時健康診断

（新入児童検診）

健康相談

活　　　　　　　動

治療勧告第1回

治療の徹底

治療状況実態調査

学級保健会による啓蒙

家庭月報による啓蒙

健康生活体験発表

校　内　掲　示

個人指導の徹底

夏休みの健康生活指導

治療勧告第2回

治療状況実態調査

治療の徹底

1保健指導 1保健学習
全校一斉歯みがき訓練

1①

～けんこうしんだん（行）（特）
うがいの徹底 ⑥

｛ゆ齢た瞳つに㈱

正しい歯のみがきかた 1⑥

全校一斉歯みがき訓練
適からだの病気（理）

16病気の予防と治療（体）

i①むし歯，歯をみがきましょう（特）
②じょうぶな歯（特）

全校一斉歯みがき訓練　　　　　　　　　　1

③からだのつくり（理）

夜の歯みがきの徹底　　1 ④はをたいせつに（特）

学級ごと歯みがき訓練
⑤むし歯の予防（体）

：①～⑥

・　むし歯予防週間（行）

①
歯みがきの個人指導 ～夏休みのくらし方（特）

1⑥

家庭ぐるみの歯みがき
の徹底

給食後のうがい歯みが ①
～夏休みの反省（特）

きの徹底 ⑥

①～⑥　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

夜の歯みがきの徹底 　なんでもたべてけんこうに（特）

⑥からだのつくりと働き（理）

「よくかんでたべよう」

　　　　　　　　　　　　偏食の矯正
運動

夜の歯みがきの励行運動　夜の歯みがきの徹底

①
～よくかんでたべる（給）（特）
⑥

①
～冬休みのくらしかた（特）
⑥

治療勧告第3回
給食後のうがい

歯みがきの徹底

①
1冬休みの反省（特）
⑥

治療状況実態調査 うがいの励行 ②おいしゃさんのしごと（社）

健康生活の反省
①
～健康生活の反省
⑥

81



人員は37名で，学佼長，学校保健企画部PTA会長，保

健体育委員長というように組織きれて環境衛生部，生活

指導部，渉外部があり，施設，設備，清掃美化，安全生

活，健康増進の習慣作成，校区各種団体との連絡調整，

市区役所に陳情というように分類して活動しています。

　年間計画，活動内容は学校長，PTA会長．保健体育

委員長，学校保健企画部職員で3月に次年度の保健活動

計画原案を作成，職員会議て審議検討，PTA保健体育

部で説明修正，4月PTA総会1こ原案を提出し，目標を

全父兄1こ徹底するとともに協力を求めます、

　実践化をねらう関連活動として，職員，保護者．児童

の活動を関連きせ，かつ密接湘互理解の七こ成り立っ

てこそ，それぞれの組織の意義が達成されます。しか

し，学校の一方的な対策を押し出すのではなく，保護者

の活動の一環として，また児童の自主的な活動の一部と

して計画，実張をみることがしばしばです，調査結果に

よウ指導の改善をはかります，調査内容，実施指導上，

表のように問題の討議の場を直接に学校保健委員会の場

に提供し，末端ご理解指導を推し進めていく場合と一応

学年の場で討議し，学年に即応した解決D道を求めてい

き，学年保健委員会で討議し，学校としての方針を定め

ていく場合があります、効果的で，しかも徹底をはかる

点から考えると，まず学年保健委員会二問題提示するこ

とが望ましいようです。

●家庭月報の発行

　家族ぐるKの健康生活の効果をあげるため，家庭を啓

蒙し協力を願う必要を感じ，昭和36年から家庭月報を発

行していますJ昭和37年は学校保健の努力日漂二項目を

合わせ家庭や学校で実施しやすいように説明し，38年，

39年は各保健部門より家庭こ啓蒙したい点を強調しまし

た，40年二：よ像健室，保育室，給食室，安全部，統計掲

示部などに分げて実践方法を毎月家臨ご紹介し，41年，

42年は保健面だけでなく生活面，特活面と結び，校内全

体のことを家庭に知らせるようにしました。

　家庭月報は，本校保健教育の上から「家族ぐるみの健

棄生活」実践上から欠かすことのできないft野をしめ，

子供の保健生活向上のため，学校，家庭の連絡機関とし

ての大きな役割を果たしています。

　毎月，月初め職員会で保健実践のあり方を説明し，毎

月の保健部会で保健部員が月目標と実践項目の打合せを

します。各教室で担任が児童に月報を通して実践方法を

説明し，家庭では実行を母と話し合わせます。

　以上，月報を通じ保健教育のPRに積極的に活用さ
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瓦その月の健康生活の実践臼漂を明示されて，家庭と

学校が結びつき成果を得ております。

司会　ただいまの柴田先生のお話の中でわからない点が

あればお聞き下さい。

東京都　たいへんたくさん活動をしておられるが，どう

いう表彰をしますか。そのつどやるのですか，年に決め

た時にやるのですか，具体的にお願いします。

柴田　まず．応募審査をして，その結果治療すべきとこ

ろ・また治療をした結果を学校に報告書が届き，完全治

療者に対する表彰を年3回します。特にいい児童は第1

回の審査のあとてします一

●5つの話のまとめ

司会　以上て全部5人の先生方のお話をご理解いただけ

たと思います．そこでこれからパネルディスカノション

ニ移りたい二思・．・ます一

　今までの話を要約いたしますと，まずやや僻地という

ところの学校のCaseについて安土先生のお話でした。

ここは今まであまり熱心に学校歯科の問題に注目はして

なかったけれども，今回，全国学校歯科医大会で話をす

ることになったので調査をした。その結果，子供のむし

歯は6歳臼歯に重点をおくべきであるということを教員

その他に知らせることがまず大切であるということこな

り，そのための統計表を作って調べた。結果，その乙お

つであった。しかし，それを処理するには学校歯科医の

先生に十分手当を出していないのでお願いするのに具合

づ悪い。だからてきれば学校歯科医の先生がおやりにな

らなくともい’．場合は歯科衛生士を組織的に導入できな

T．・かとご提案にな・ったようです。

　次の下田先生の学校は150人くらいの小さい中学校で

非常に特異な環境だと思いますが，場所は僻地ど、・って

もいいが，住んでいる人の生活はかなり豊かでも医康機

関がない。全体としてはやりやすい面があると同時二や

りにくい面もある。子供たちを個人的に指導することば

うまくいく環境にある。こういう環境において歯科保健

をどういうようにやっていくかという問題です。

　その次の河智先生の学校は都市の学校で，普通の学校

のように大体やっているし，全員のフッ素塗布もする。

調査なども行ない大阪府の表彰も受けておられるりっぱ

な学校ですが，河智先生が問題として指摘されたのは，

こちらからやることについては成功しているけれども，

子供が自発的に自分の問題として関心を持つということ

について何かうまい知恵はないかといっておられる。

　深井先生の学校は780名の都市の小学校ですが，典型



的な都市の普通の学校で大体いろいろなことをそつなく

やっておられるようです。児童の健康管理は学校の教師

を中心として家庭と学校歯科医の絶大なる熱意と協力が

必要であるということを述べられた。

　柴田先生は，学校保健委員会がどのように動いている

のかについて話さtl　k。二ういう学校保健委員会を持・っ

で、・ると学校歯科医として仕事がやりいいc思います。

　以上，5人の先生方のお話をまとめてみましたが，何

か追加がありませんか．

下田　歯科衛生は家庭の理解が第一だという二‘づ書い

てある。こうL・う意味ですが，さきほど軽くふれすぎて

しまったように思います。私の学校は昨年から家庭教育

学級をつくり，3つのプロノク二分げるのて三晩続きま

すが，その家庭教育学級の中二PTA活動と体力の問

題，歯の問題が大きく取り上げられ．そういう面でも話

し合うのですが，歯の先生こ夜分遠くの学校まできても

らうことは困難です。三者一体乙なって話し合う二とづ

できれば理恕的ですが。

河智　私の学校は児童数780名です。大阪では平均より

少ないのじゃないかと思います。

司会　それでは今度はみなきんからのご意見を承わりた

いと思います。何か問題を提供して下さい。

●学校歯｛｝で行なわれるいろいろの表彰を話し合ってみ

　）Lこい

大阪府ではまず学校歯科の表彰二ついてお聞きしたい．

そのうちでも個ノ、表彰ですが，このごろ学校こおいて比

較的指導老の若’．・学佼ではすべて個人表彰cLA二とは

あま，）重視しな、・むしろ批判的てあるc私自身も特二

歯科の個人表彰二、よ比較的抵抗を感じますが，個ノ、表彰

をどう取り扱うかこついて討論しで．・ただきたい：思い

ます，

司会　学佼保健の初期の段階ですが，表彰を方法として

とっている場合，学校の中で表彰する場合に個人表彰と

学級表彰と2種類あると思います。5人の先生に二の問

題二ついてお1人ずつおっしゃっていただきたい。

安土　表彰制度は慎重に考えなければならない。それで

学級表彰のほうは別二して，個人表彰は，いまご指摘の

よう二相当考えなければならないと思います。私の学校

では学級表彰は続けたいが，個人表彰は将来はやめてい

く考えです。

河智　表彰をするとなると朝晩水圧が下がって歯がみが

けないということもあります。表彰も考えなければなら

ない。

司会　個人表彰をすることに意味があるとお考えです

カ㌔

河智　意味があると考えます。

司会　表彰の問題こついて山田先生からお話をいただき

“x
こ1．㌔

●表彰のためにはまずその意味を明らかにしなけれぽな

　らない

山田茂　表彰というと，何のため二表彰するのか，表彰

する二乙がどうZ．・う意味を持っているかということから

多少考えなければならない。表彰するということは，個

長表彰の場合，よ個ノ＼意識を高めて，自分も表彰されたよ

うなノ、こなのたいということであろうと思います。その

表彰，よどういう意味ガある○か，何の目的か，いろいろ

考えてその上で表彰するOてな：ナればいけない。個人表

彰、よほとんど競争心にうったえる。日常食生活に注意し

ないような子供参表彰きれた場合，自分も歯をみがかな

くcもいいC）かという二とになる。これはとんでもない

ことで．ノfi　1、表彰二ついてはそういう疑問があります。

競争心にう一一’こえる○にいろいろ問題がある。表彰と

は．そういう何か望まじ．・二二箏あって，それのための

動機づ＋としての意味がある○じゃないか。学校では教

師が子供を毎日正しく指導にどれだけ近づけてきたかが

評価の対象にならなげればならないcそれを物さしでは

かってはじめて表彰の意味がある。子供1人1人に家庭

の事情がある。地域社会の問題もある。それらを考えて

そ○子供，こ適しだ指導が大事で．kとえその処置が半分

ても，その子供二乙一，ては最大○努力かもしれない。

　それを日常生活の単なる結果だげで個人が完了したと

夫彰するのは非常に問題があるC〕じゃないか。やはり問

題の少ない学級表彰，あるいはそれらのもうひとつ発展

した町とか県とかというような地域社会全体を考えた表

彰でなげればい：ナない。子供のむし歯の問題ひとつ考え

ても学校だけでできるものではない。学校歯科医だけで

もできない。地域社会全体としての盛りあがり，協力が

あってはじめてできるc結果だげ見て，う蝕の処置率を

見て表彰するのはいろいろ問題があると思います。

司会　個人的な表彰はあまり望ましくないということで

すね。

山田　学級表彰，学校表彰，あるいはもっと広い地域社

会の表彰まで進まなければならないと思います。

司会　安土先生はその手段としてやっていくということ

ですか。

安土　それを一つのステソプとして考えていこうという
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ならば，あえていけないとぱ申しま七ん。

司会　船川先生は健康優良児の表彰や赤ち郁、コンクー

ルなどにも関係しておられると思いますが，特に健康優

良児に対する表彰を中心に．ご意見を述べてくだきい。

●表彰はごく限られた条件の下でZ）みすすめうれる

船川　私は基本的にいって表彰に対しそ批判的です。た

しかに育児，子供を育ててゆく手順として，ある時には

おだててこうしなさい。時には逆に，たしなめる手段と

して利用することがある。これは年齢が限られている。

同じようなことが地域社会全体についてもいえる。非常

に学校保健だとか衛生関係の未熟な地域には表彰もおだ

てることで地域社会がのってくるならば必要じゃない

か。しかし，それはごく限られた条件のところだと思い

ます。以前赤ちゃんコンクールというのがあったが，現

在ぱやっていない。以前は，一応の手段としてよかった

が，日本全体として今は必要ないということになった。

　そういう点で表彰するなら，すべての子供が同じ条件

でないと表彰は不可能だと思います。先年健康優良児の

ことで対談をしました。その時，りっぱなお子さんを連

れたお母さんと話をして感じたことは，こういう子供を

表彰するのはどういうものか。生まれた時から丈夫で表

彰するとすれば先祖を表彰すればいい。歯の問題でもう

歯がないことを表彰すべきでない。歯をみがくことでう

歯が全部除去でき，う歯が完全に予防できるならばこれ

はいいかもしれないが，歯ブラシ以外の条件でう歯にな

っている者もいる。それで片方が表彰され，皆方は喪彰

されないということはよい印象を与えない、

　表彰するならば学校全体として歯ブラシをよくやると

いうことを教育し，これを忠実によくやった努力を表彰

するならばいい。その結果としてむし歯がなくなったと

いうことだけで表彰するならば片手落ちじゃないかと思

います。同じ条件で同じ結果に達し得る場合の表彰は意

味があるのじゃないかと思います。建康優良児の場合も

それぞれ素質がある。からだがよかっただけで表彰する

のには批判的です。地域社会の広地域の褒彰ならば意味

が出てくる。健康優良児の審査はあまり意味がないとい

うことをある機会に発言しています。

　もう一つは表彰制度そのものが表彰を受けるための努

力みたいになっています。表彰されたいばかりに予算を

まわし，全部学校をあげてやる。ある学校へ行ったら，

ほかを犠牲にして表彰のほうばがりやっている。それで

いいのかどうか。表彰二ついて最近私自身批判的になっ

ています。
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司会　下田先生のご意見を伺、・たい。

●個人表彰には問題がある

下田　集団的な表彰はその学校の刺激になります，そ．il

が元で新しい計画も立っていくでしょうし，活動の元に

なるが，個人表彰となるとやはりその表彰の元になるね

らいがどういう種類のものかで非常に違いが出てくる。

だれにも結果がはっきりする意味での表彰ならばいい。

やばり個人表彰はよほどでないと危険のほうが多い。そ

のために表彰の度合，軽い表彰もありましょうし，大が

かりな表彰もある。大がかりな表彰のために健康優良児

の表彰のために命を失った子供も少なくないと過去；こ聞

きました。命取りにもなるむずかしい問題だと思いま

す。

司会　今の個人表彰は学校保健のある時期に限定的こ甲

いる方法として，よび水のようなことで肯定されるが，

全体として個人表彰そのものについては批判的だという

意見が多かったようです。

　ところでここにおられる多くの先生方の学校では実際

には個人表彰をする学校がたくさんあると思いますが，

私のほうはこういう意味でやっているという肯定的な章

見も少し述べていただきたい。

●個人表彰にも大いに意味がある

青森県　今までの先生方は個人表彰には批判的だという

ことですが，私はこれから帰って青森県でよい歯の学校

とよい歯の児童表彰をします。個人表彰の子供は偶然で

なく，親や家庭，地域社会，学校のあらゆる条件がそろ

って，それが，個人表彰に価いする。各郡市から予選し

て，いろいろな方が立ち会った上で全部から表彰に価い

するがら表彰されるので偶然ではないのだと強く感ず

る。おそらくこのことはどなたも同感だと思います。

　3歳児の表彰も同じで，これは栄養なども妊娠時から

注意して強い歯を持って生まれた。それを表彰するとい

う意味もあるわけです。ですから個人表彰も単に歯がい

いから偶然に表彰されたのでなく，あくまでも意味は深

長です。この意味で，青森県学校歯科医会，教育委員

会，マスコミの三者が共同でこれを発喪し相当の反響を

得ています。

●健康への努力に目をつけることは大切だ

東京都　私の学校では，やはり個人表彰をむし歯予防ニ

ーの一環としています。柴田先生が努力賞という言葉で

いわれたが，その意味でしていまナ。むし歯半減運動を



中心にむし歯をなが盆か治してくれないので，そO努力

を認めるのが主であるわ；ナですが，個人表彰必ずしも無

意味ではないと思います。

　私のほうではこういう例がありましk、母とよい子○

妄彰であったと思います。子供の歯が非常；こよかった。

その時に当然子供のいいのはお母さんが悪いのだろうと

思ったのですが，それでお母さんのほうはどうですかと

いうと，お母さんが非常に悪いということです，　7私は

非常1こ歯が悪いので子供はなんとかしてよくした1、・と一

生懸命だった。その結果，子供が表彰されてほんとうに

うれしい」といった。そういうことがあったので個人表

彰を今もって続げている。

●努力賞という点に重点をおいている

兵庫県　現在，神戸市でしている表彰のあり方を話して

ご批判をあおぎたい。個人表彰の問題ですが，6年前に

う歯の品評会や子供の品評会であってはならないという

観点から，われわれ歯科校医から審査委員10名，校長部

会，主事部会から選ばれた10名の審査委員が別の場で個

へ審査は調べて点数をあらわし，教育審査の面では個人

の口頭試問と全身の身体検査，家庭環箋を加味しだ点数

をあらわして，後日歯科校医のほうの教育委員と合同の

審査の上で優劣を決めるやり方をとっています。優秀者

を字列を出さないで，一応10名を選定，これを順位をつ

，÷ないでやる。その学校の努力を評価するには教職員の

異動が4月だから．前年度まで非常に努力した養護の先

生なり校長先生の転任後にその学校を表彰するのはさけ

て，一応4月の定期検診と夏休・z，．後の後期の定期検診の

状態を加味して学校全体の努力を認めた上で12月；ご評価

する、採点方法ほ．教育委員会で70％以上の処置率○学

茂の学年別表を出し，その表には学校名は省く。合同審

査でいろいろ審査した結果，これがよかろうとなって，

、よじめてど二の学校という採点の仕方を現在していま

す。

　『穆、の受持の小学校では，十数年前からさきほど問題の

よい歯の子供の表彰に批判が出て努力賞に重点をおき，

後学期の夏休みの治療の結果で努力した子供，ある程度

むし歯の治療を怠っても，努力してきたことに対して校

長名で努力賞を出します。これは相当効果があり，毎

年，神戸市の優秀校に選ばれます。

　現場の先生にお願いしたいのは，神戸市は一昨年から

学級表彰をやるようになり，校長会に学級表彰を諮問し

たところ，校長団から学級表彰のあり方について問題が

出て，それから3～4年たっf：’一一’昨年から学級表彰をす

るよう．こなった。！：嬢教育て学級表彰をするのは困難な

問題なのでしょうか。

●努力頁‘健康買ここ分けてr］Qっている

熊本県　個ノ、表彰こしぼって熊本市の城東小学校でして

いるのをぎ4くぼらんこいいま「トと，かなり古くからむ

し歯予防ギーにむし歯が一本もない老，治療完了でむし

歯が現在ない者の妄彰をず＾と続けている。もう14～

15年前．むし歯の一本もない者を裏彰するのは，ちょう

ど背が高いとか体重が重いのを表彰するようなもので意

味がないからやめkらごうがと校長に私は相談したとこ

ろ，学校にはいろいろな方面で表彰が多いが，むし歯の

一本もない子供は他で表彰を受ける機会が非常に少ない

ものが多いから，これは効果的である。そのことで劣等

感をなくすから続けてくれというようなことで，治療し

て努力によってむし歯がなくなった者，むし歯が全然な

い者こ分け表彰状も分けて，あなたの歯は今むし歯がな

いから，これから大切にしてくれという賞状をやって成

績をあげました。

　もう一つは，本年変から職員の合議によって健康優良

児の表彰を新しくやりている。これは厳重に体格とか学

業とかいろいろ加味して，各学年ごとに1人ずつ健康優

良児を表彰します。これは一つの模範児を表彰するの

で，これも相当の効果をあげている。

司会　個へ表彰をめぐeていろいろ意見を出していただ

きましたが．こ○問題はき。りがないと思います。個人表

彰，特に健康を中心こしての個へ表彰には問題がある。

しかし，一概こ全くゼめだというわけにはいかない場合

もあるだろう，少なくともある段階では必要だというこ

とこ全体一致したと巴、・ます。現実に方々でおやりにな

っている・つで，よ、悪c二ここで片づけることはできな

いと巴うが，教育的、こ．よいろ、・ろ意見があるということ

、ま心；ことめておく必要ぶあると思います。

富山県　学級表彰もあまr）行きtぎにならないようにお

願いしたい、私の町で処置率の問題がやかましくなり，

生徒が1ノ、処置しな、・たあにその教室の成績が悪い。成

績が悪い乙責められたと担任の先生が相談にきた。抜い

たことにして証明をしてくれという例がありました。学

級表彰でも，やはりその取扱いによっては考えなければ

ならないことがあります。

●学校保健委員会の中ても・っと話し合いましょう

大阪府私過去こおいて一度学校保健委員会の席上，歯

科のことで父兄に集まってくれといってもなかなか集ま
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らない。そこで歯科，内科，薬剤師，耳鼻科の先生，学

校の衛生のことに携わる校医の先生方が全部集まり，学

校の成人教育の時間をさいてもらい，各先生方がわずか

の時間ですが，自分がみた自分の学校の健康状態を述べ

ディスカッショソ，シソポジウムのような形式でやった

ところ，かなりの成績をあげたと思います。そうしたこ

とをほかにどこかやられた学校があればお聞きしたい。

司会　今の問題を少し拡大して，学校保健委員会の中て

いろいろな分野の人々のいるところで歯科保健のことを

取り上げたことがあるかという二となんですが，柴田先

生，学校保健委員会ではどうですか。

柴田　私は今年保健体育委員長，二就任したのですが，今

のところありません。

司会　河智先生のと二ろでは校医が総合的な意見を述べ

られるチャソスはありますか，

河智　私の学校ではう歯についてやりますが，基本的な

問題をしますので，別、こ歯だけではありません。

深井　現在の学校へきて学校保健委員会を7月，9月・二

しましたが，さぎほど成人教育の時間・こわずか学校医の

お話があったようですが，保護者のほうから，話題が出

て，各校医からご自分の範囲内の意見が出ます、その程

度のことです。

司会　東京都の高橋先生，何かそういう点二ついて。

●話し合いの基礎としてテータを

東京都　保健委員会のことて，何を一体話し合ったらい

いかという問題が一番大切てはないかと思います。実際

に私たちが話し合う時に，その年の口腔診査の数字がな

ければやはり実感が出ないL私たちは保健委員会二出る

場合，健康診断のデータを学校歯科医のできる範囲で整

備することが前提にならなけれぽならない。でなければ

単に保健委員会がう蝕の予防よどういうものか，本質的

問題だけを話し合うということになる。学校こおけるい

ろいろな成績の評価のようにそれをもとにあなたのお子

さんはこうだというような具体的な何かがなければ進展

しない。

　保健委員会の取上げ方は，数字を取り上げるのが根本

的な問題じゃないか．それをもとに学校の保健計画を立

てる。児童会の一つの目標が一応そこに出てくる。そこ

からひとつの話合いの場を広げていくことができると思

います。根本的に考えて，健康診断を中心にしたデータ

の作り方を学校歯科医が考えるということもお願いした

い。

司会　薬剤師の方といっしょに保健委員会で討論するこ
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とはありましたか。

東京都　あります。保健の合同委員会て養護の先生とP

TAの方と話をする場合はう歯の問題が中心です。

下田　現場では学校保健委員会を開くのが実際にはなか

なかむずかしい有名無実なところが多いのじゃないか。

年に1回やればいいほうで非常に隆路があると思いま

す。PTAの方とか，校医，学校関係，生徒，いろいろ

の種類の方が参加して会をつくった場合，どうしたら気

楽に集まれるか，成人教育のような場でいえぱ家庭学級

になるが，校医さんは忙しいから出られない。歯医者で

も問題があると思います。地域が遠いとなかなか出られ

なし。

司会　学校保健委員会での問題の取上げ方について，ま

だ十分意見がまとまらないようですが，次のことに移り

たい。

●学級担任教師の協力を得る，二は

　午前中から話が出ていたが，まず学級担任教師か歯科

保健．二対する認識を持つことが大切だということでした

が，教育の現場でそれをやるのはいろいろな問題がある

と思います。時間とか，だれがいつどうやるとか，こん

なこと、二ついて何かありませんか、

大阪府　知育，保健体育，徳育が現在の教育三原則とさ

れている。2番目の保健体育の観点から私は担任の先生

が自分の学級の子供の健康に関心を持っていただく。そ

のため担任の先生に歯科の検査票を書いてもらいます。

先生が自分のクラスの子供の検査に立ち会わないと先生

を呼んでこさせる。養護の先生のところに行ってクラス

の子供がこういう状態だと知ってもらわなくては困ると

いって，先生も関心を深めてむし歯の撲滅に努力してい

る。今までのお話の中で担任の先生の協力を得るという

点が薄いと思うがどうでしょうか。

●検診；二対する協力が何より大切である

鹿児島県　中学生の検診のときの体験を加えましょう。

ある中学校で生徒が非常に騒ぐ。いろいろ手をつくした

がだめなので，私はきっさと帰った。検診の時に騒ぐの

は検診二ついての理解ができていない。これは先生方の

責任ではないか。騒ぐのなら行かないと伝えた。検診の

前になぜ歯を検査するのかを教え，何か興味を持つよう

な問題を与え，5分でも事前に歯科教育をしていただぎ

たい。子供たちは何のために歯の先生がきて検診するの

かを理解することで静粛1二検査を受ける態度が養われて

くるのではないかと述べた。



　次年度からは非常にそれが徹底してよくなった。です

から5分間でもそういう時間を取っていただぎたい。従

来ば養護の先生方がばたばたして活動されていたが，校

長先生は朝あいさつにくるだけ。担任はいつの間にかい

なくなる。こういう点教育委員会あたりで指導していた

だけばもっとうまくいくのじゃないかと思います。担任

の先生は検診に立ち会って，生徒の個人個人の状態を知

っていただきたい。

　もう一つ，非常に忙しい臨床の先生を呼ぶのだから，

さきほどから歯科衛生士の問題もでたが，法的にも安心

して歯科衛生士が活躍できるような場をつくっていただ

きたい。

●学校歯科医会でこ手びき．を出している

大阪府　そういう問題については，大阪市では校長会で

懇談をしたり，保健主事の先生方と懇談したりして，子

供の歯のために努力しようとしているが，出てくる範囲

の方は熱心ですが，小学校でも400校にもなるので一般

の先生の中には物足りない点が多々ある，昭和41年に学

校歯科医会でつくった資料を先生方にどうかして使って

もらおうと手引書を発行しています。われわれとしては

保健主事や養護の先生とともども実行に移そうとしてい

るが，こういうことをほんとうに現場で校長先生方にゃ

ってもらえるかどうかが問題です。

●学校における人間関係が大切である

岐阜県　担任教師にいかに協力してもらうかが重大な問

題ですが，結局，煎じつめれば人間関係だと思います。

われわれ学校歯科医は善意で活動していると思う。に

もかかわらず，地区では卒業写真に学校歯科医が抜けた

り，職員名簿に抜けていたりする。こんな状態でどうし

て人間関係がうまくいくか。1つの例ですが。

●学習指導要領にもっと取り入れよ

兵庫県　さきほどの検診時に生徒が非協力なのは，われ

われとしても反省しなければならないが，主として学校

側の責任です。中学くらいになれば，歯の検診時の指導

くらいはなぜ特活でやらないか。生徒の自主的活動で検

診が運営されるように特活教育を生かさない。学校の先

生だけの責任ではない。新しく作られて昭和46年から実

施される学習指導要領の問題です。

　現在の学習指導要領には保健は大事な問題とある。な

かでも歯の衛生問題は保健指導として取り上げる非常に

よい教材だと手引きに書いてある。学校保健の手引きを

文部省が発行している。保健ば生活の中で手を打ってい

くべきで，特に歯のような慢性で，たちの悪い予防に決

め手のない疾患は，生活の中で予防しなければならな

い。予防がすなわち生活でなければならないのに，なぜ

学校の特活でこういう機会にはこれを指導しなさいとい

う，くわしいことが示されていないのか。教育活動に重

点をおくといいながら保健からにげているとしか考えら

れない。だから新しい指導要領を作る時にわれわれの代

表ががんばってほしい。生活指導というものは学校の生

活である。学校に6時間いれば6時間が生活指導であ

る。それが家庭の生活指導に社会の生活指導にっなが

る。家庭または地域社会につながる問題である。

　そういうことで特活をうんと利用して，四領域が三領

域になって特別になれば，学習の学校授業の中で機会あ

るごとに取り上げて無関心の壁を取り除くのが大事であ

る・無関心だから給食前によくかんでいただきましょう

というだけになる。指導要領に従ってこれこれのことを

しなさいという手引きのくわしいものを学校歯科医会で

答申を受けているのだから，そういう歯の健康生活の指

導案を示してほしいと思います。

司会　結局，学習指導要領の段階で，教育計画の段階て

そういうものをやれ，特活があるのだから，その中でや

れる具体的の部分を示して一般教育の指導を高めること

ができるだろうとまとめられると思います．

　その他歯科医に対する認識を増すために，いつだれが

どのようにやるかご提案を願いたい。

●保健教育の時間とそして予算が少ない

某県　学校の年間の教育面の時間が365日で11時間で少

ししかないが，これでは忘れてしまう。時間をふやすと

いうことが必要です。予算面のお話がないが，PTAの

会長さんもおられる。予算がやかましくなり，ほかに使

えない。保健会を開こうと思っても学校i：（X金がない。

人を集めるのには金がかかるが予算がない。こういう点

にもいろいろ問題があると思います。

司会　以上をふんまえて教育の現場の保健主事の河智先

生からお話を伺いたい。

河智　さっきの歯科検診への学校の協力の問題ですが，

これは学校教育として組み入れるべきで，学校は協力す

るのは当然です。

●小さい学校ではかえってやりよい

下田　私の歩いた学校はそれぞれ違った色合いを持って

います。一長一短あるが現在のような小規模校ではやり
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やすくなる。お医者さんが全体の子供をみる時間が短

い。大規模校では時間がかかるから問題がある。ことに

中学校ではほかの授業にも出る。担任が必ずそこにいる

のが困難な場合が多いかと思います。私の学校では養護

教諭もいない。検診時に騒いで困る，これも学校や学年

で差があるのじゃないか。全体に事前教育が行なわれ，

しかもつきそいの先生の指導が行き届けば騒ぎはまずな

いと見ていいと思います。

　現職教育は大事なことで現職教育そのものは研修機関

を通じてやらなければならない。中学校では47年度から

始めるから具体的に現実こしていかなければならない問

題だと思います。

●学級担任教師を積極的に参加させることが大切だ

安土　午前中からも出たように，教育は教えることと育

てることとある。教師は教えてはくれるが，育てていな

いじゃないかという面が非常に批判としてあったようで

す。たしかに教師がそういう面で欠けているのは，反省

しますが，健康診断に対する教師の関心度は私も前から

教師が立ち会い，ほんとうに子供のからだのことが考え

られるようになったらその先生は一人前である、私もで

きるだけ校医さん，歯科校医さんの検診に立ち会うよう

にしている。ある校長は全校生徒の健康診断には全部立

ち会う。子供にはだかで接するのはこの時しかないとい

：われる。最も大事な子供との心の触れ合い，からだの触

れ合いが私は検診時には大切で，これを教師は認識しな

けれぼならないと思う。養護教諭が慣れていてチェック

する。担任は必ず立ち会って順番を決めたりする。私の

学校ではこれを健康手帳に転記したり，学級担任は一度

は目を通す。始めの歯科医，校医さんの検診をチェック

するのは慣れた人が，あとの転記ば学級担任がやる。先

生が全然タッチしないということではいけないと思う。

私のほうでも毎月体重測定をやっても子供をつかまえ

て，君の体重はどうかときくといえない。先月と比べて

どうか。歯の検査後，むし歯は何本あったか全然わから

ない。そのへんを担任は念を押すことが必要である。結

局担任がその場で指導しなければならないわけですか

ら，教育的に健康診断を行なうようにしなければならな

いと考えます、ややもすると養護教諭のいる学校は，か

えって，学級担任が無関むで，養護教諭がいない学校の

ほうが保健教育に熱心であるということにも問題がある

ので，養護教諭の仕事の分担，責任の分担をはっきりす

る必要があると考えます。

　さきほどの人間関係，私どもたいへん痛感していま
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す。前の学校では校医さんが運動会の後とか，学校で職

員といっしょにしました。そういう点でつながりができ

て非常によかったのですが，そういうことが必要なのは

痛感します。

●事前指導を具体的にすること

　現在の「指導要領」には年間の配当時間が決まってな

い。熱心な学校は多く取るし，取らない学校もある。今

度の「指導要領」では学級指導という位置づけがされ，

10分間時間を持っている学校はそこではっきり指導でき

る。授業が始まって1時間目から教科にはいる学校，指

導のできる学校とできない学校に分かれる。時間を持た

ないで全体の中でやれとは口ではいえるが，なかなかで

きない。そういう時間をやはり設けることが大事だと考

えます。

　生活指導もあるから，特に事前にしてほしいことを簡

単にプリントに刷って，口でいっただけでは聞いていな

いので，先生に渡す。これが一番手っとり早く効果を発

揮すると考えます。長野県の諏訪中学校へ研修に行った

ら，あすこでも教頭さんが4分の1のザラ紙に，こうい

うふうにしてほしいとプリソトにして出していた。そう

いう方法で徹底させていく必要がある。

●今日は大体3つの問題が討議された

司会　いろいろな問題について5人の方々からご意見を

伺っkのですが，大きくわけて3つの問題について話し

合い，理解ができたと思います。1つは，歯科の学校保

健の問題における個人表彰をどう考えたらいいか。これ

という結論はそれぞれのみなさんの心の中には得られた

ことと思いますが，こういう問題について基本的な考え

方をおさえることはできたと思います。

　第2に保健委員会という部面でいろいろの分野から問

題を出すということについてどうか。多少不徹底であっ

たけれども，そういう問題について話し合いができた。

　第3には，一般教師に対する保健についての認識を高

めるにはどうしたらいいかと意見の交換がされた。

　以上3点が話し合いの問題点だったと思います。途中

で重要な問題ではあったが，主題と違ったために割愛し

たものもある。主題とずれたので話題にしなかった問題

もあったが，たいへん司会がうまくいきませんで，あ’っ

ちこっちとびまして申しわけありませんでした。5人の

先生にはお暑いところご協力ありがとうございました。

また会場のみなさんも熱心にご討議いただき，私どもの

目的にそってご協力いただき厚くお礼申し上げます。
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諮問および答申

　昭和44年6月湯浅会長から，川村副会長を経て学術委

員会に「全日本よい歯の学校表彰規定について」の諮問

がありましたので，榊原常任理事（学術担当）から次の

ような案が示され，総会において説明し，数次の学術委

員会にかけて検討中である。下記にその要綱（案）を掲

載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和44年9月4日

全日本よい歯の学校表彰改善の要綱（案）

1）　全体としての方針

a）むしば半減運動の一環としてつくられたこの表彰

　　の趣旨はそのままひきつづいて行なっていく。

b）　むしば半減運動は次第に効果をおさめて一応第一

　　段階の目標に近づき得たようにみとめられるの

　　で，さらにその方向を明らかにして，その水準を

　　高めることが必要である。

c）　全日本よい歯の学校表彰設定の趣旨に忠実にそい

　　ながら，とくに地方審査の充実を図り，さらに成

　　果の範囲のひろがりをねらう。

d）　表彰に当たりさきに出たこ学校歯科の手びきこの

　　趣旨徹1を図る。

2）応募および審．垂方法

a）調査票は従前のものをそのまま用いる。ただし保

　　　健計画に関する項目，保健教育に関する項目およ

　　　び保健管理に関する項目などの記入については一

　　定の規格を設定して，その面の審査ができるよう

　　　に工夫する。

b）定期健康診断の結果によって永久歯う歯の50％が

　　処置を完了した学校が調査票に記入，所定の期日

　　　までに地方審査会あてに提出することは従前の通

98

　　りとする。

c）審査はすべて地方審査で行ない，とくに次の基準

　　により表彰校をきめる。

　i）　50％達成校については，調査票や各項目につい

　　　ての記述まで含めて審査し慎重にきめる。

　ii）　表彰校が決定したならば所定の用紙に，校名，

　　　人員，処置完了率，前回までの状況などについ

　　　て記入して，地方審査会長名をもって，中央審

　　　査会におくる。この際必要な場合には参考資料

　　　を添付する。

iii）　調査票は，地方審査会に保管する。

iv）地方審査会は，上述の学校を表彰する。

　v）　このとき，必要があれば，日本学校歯科医会長

　　　の連名により表彰する。

vi）　このとき，表彰に要する費用の一部を日本学校

　　　歯科医会が負担する、

d）　中央審査会は，地方審査会よりおくられた報告喪

　　二もとついて次の要領で被表彰校を選定する。

　1）50％以上達成を5力年連続して表彰をうけた学

　　　校。

　ii）　さらに70％以上に達した学校を優良校として表

　　　彰する。

iii）　これらの表彰は，全国学校歯科医大会のとき行

　　　なう。

3）準備その他

　　i）　地方における50％達成校の表彰に対する補助会

　　　　を設定する。

　ii）調査票記入上の注意を改正し，さらにその趣旨

　　　　徹底をはかる。

　iii）　50％達成校名簿の様式を決定する。

　iv）　しめきり期日についての大綱を示す。



　昭和44年6月，湯浅会長から，川村副会長を経て学術

委員会に「当面する学校歯科活動を推進する方策」につ

．L・て諮問をうけたので，そのうちの一つである，「歯の

健康診断の方法改善の方策について」の答申が次のよう

に行なわれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和44年8月30日

歯の健康診断の方法改善の方策についての

答申

　会長より諮問のあった学校保健における歯の健康診断

の≒方法改善．について，本委員会において検討し，次

のようにその方策の大綱をまとめることができたので答

申する。

1．　歯の健康診断実施の現状の大要

　現在の学校保健における歯の健康診断は学校保健法に

もとついて行なわれているが，ここでは，就学時健康診

断を含めて，すべての歯科保健に関する健康診断につい

て検討することとした。

　はじめに，現行法令中，歯の健康診断に関連する条項

をあげると次のようになっている。

a）　まず項日としては，就学時健康診断においては，施

行令第2条6項にご歯の疾病および異常の有無と示し

てあり，児童，生徒，学生および幼児の健康診断につい

ては，施行規則第4条に同文のことが示されている。た

だし，大学においては検査の項目からのぞくことができ

る，とのべられている。

b）検査の方法や技術的基準については，就学時健康診

断については，施行規則第1条13項にご歯の疾病および

異常の有無は，編歯その他の歯疾について検査し，不正

咬合についても注意する．とのべており，他の健康診断

については，昭和33年11月に児童，生徒，学生および幼

児の健康診断の方法およびこ技術的基準の補足的事項＝

・の通達によって次のように示している。

　歯の検査は下記に留意して実施すること。

・（1）歯の処置および指導を要する者の選定に重点をおく

　こと。

②　歯ぎん炎，歯槽膿漏，不正咬合などの疾病および異

　常については，特に処置または矯正を要する程度のも

　のを具体的に所定欄に記入すること。

（3）補綴を要する欠如歯，処置を要する不適当な義歯な

　どのあるときは，その旨〔担当学校歯科医所見〕欄に

　記入すること。

（4）はん状歯のあるものが，多数発見されたときは，そ

　の者の家庭における飲料水についても注意すること。

c）　健康診断票については，施行規則において，就学時

のときは第1号様式に，その他のものは第2号様式およ

び第3号様式に記入するようになっている。

　なお，職員についてのものには，歯に関する項目は加

えられていない。

　各様式には記入上の注意が付せられている。

　現在は以上のような法令の規制にもとついて学校歯科

医によって歯鏡と探針とを用いて，記録者は養護教諭ま

たはその他の教員という形で行なわれている。

　時期としては，施行規則第3条によって4月に行なわ

れることになっているが，多少おくれることはあるよう

である。

　これらの健康診断の実施上の注意などについては，各

地区の学校保健会，学校歯科医会などで＝てびき．をつ

くってその実施の円滑化がはかられている。これらの健

康診断にひきつづいて学校保健法第7条の示すところに

よって，事後措置が行なわれるわけであるが，さきに日本

学校歯科医会では，歯科疾患については治療の指示に重

点をおくという指導方針をたててこ学校歯科の手びき．

においても，この点を強調してきた。

　実際にはこ治療の指示．によって受療するものの割合

は，大体25～60％程度であることが推定されている。

　これらの健康診断の結果は，国全体としてこ学校保健

統計．としてまとめられているが，こらの資料は，わが

国においては，国の水準で，かなり長期にわたる国民歯

科疾患推移分析のための有力な疫学的資料となってい

る。

　また，第3号様式の健康診断票も，同一児童生徒の経

年的資料として，cohort分析のための重要な資料とな

っており，それを分析したいくつかの研究が行なわれい

る。

2．　現状における問題点

　歯の健康診断の実施の現状は大体前節にのべたとおり

であるが実際にはこれについては多くの問題のあること

が指摘されている。それらの1つ1つについてくわしく

分析しているゆとりがないので，とりあえず主な問題点

をかぞえあげておくにとどめる。

a）健康診断を何のために行なうのかという点について
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の認識が学校に十分つかまれていないのではないかと考

えられる点がみられる。

　健康診断の実施は学校の運営の中に定着した事業では

あるが，それについて，学校保健あるいは教育の立場か

ら十分意義がつかめていないのではないかと考えられる

事例がみられている。そのために，それに費やされる時

問や労力を適切に評1面できないために診断を実際に担当

する学佼歯科医との間にトラブルがみられることがあ

イD。

b）事後措置を行なうに当たって，十分に結果が生かさ

れていない傾向がある。歯科疾患として検出される量が

きわめて多いために，事後措置，とくに治療の指示（勧

告）に際して，適切な順序や，強度などについての考慮

が一般に乏しい。このために治療勧告の具体的な結果追

及がなおぎりにされることが多い。

c）治療の勧告そのものも十分行なわれていない場合が

かなりみうけられる。

d）健康診断の結果を学校保健計画立案の具体的な資料

としようとすると，前年度のものしか使えない。ことに

低学4卜児聴の蘭歯のように時を追って状態の変化するも

のについてのイ∫効対策がたてにくい。現在この点があま

りつよく問題になっていないことにむしろ問題の本質が

あるようにみうけられる。

e）　歯の検診の実施方法が，歯科医師の日常の臨床にお

けるものとはかなり性格の異なったものであるので，学

校歯科医にとって，十分なじめない。

f）鯖蝕の検出の基準の統一が非常にむずかしい。とく

に初期幽蝕の状態のものについてはなはだしい。とくに

C2とC3の区別を視診と触診のみで区別することは理論

的にも困難である。実際には，現在普通に行なわれてい

る手段によってはC皿とC2の区別もまちがいを導入しや

すい。

g）編蝕程度別区分を行なって，治療勧告をした場合主

治の歯科医師の見解と検出時の評価との問にギャッフが

生ずることが多く，それにひきつづいての小さなトラブ

ルが案外多い。

h）治療の勧告に際しては，輻歯の程度別を表示するこ

とはいらないのではないか。学校保健における勧告は
こ治療．の必要の指示であってこ治療．の方法の指示で

あってはならないのではないか。

　隔歯の程度別区分や，要抜去歯乳歯などは明らかに治

療の方法を示すものである。予防処置として，学校内で

処置を計画する場合でなければ処置の方法まで区別する

必要がないだけでなく，時間と環境と手段に制限をうけ
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ている学校における検診で，そこまで適確な指示をする

ことは，冒険に近いといえる。

i）編歯以外の歯科疾患の検出の基準やその取扱いには

まだ徹底しないところがたくさんある。またこれ以外の

項口を加える必要も考えられる。

j）健康診断と，健康相談との関係が十分むすびついて

いない歯の健康診断の結果，どのような健康相談を行な

い，どの方向に向けたらよいかについてあまり適切な関

係が示されていない，これは健康診断の内容がこ歯〕に

着目しすぎて個体に対する疾患の関係を示唆するものが

乏しいからではないかと考えられる。

k）診断票として第2号様式と第3号様式との関係は現

在のままでよいか。

1）現行の規定では，大学および教員については歯の健

康診断は行なわなくてもよいことになっているが，それ

でよいか。

　もし実施する場合に，現在のように爾蝕中心のやり方

をそのまま適用する方法でよいか。

m）歯の健康診断はその全過程を歯科医師の直接の診査

によって行なうことになっているが，それ以前に何らか

の補助的な手段によるこふるいわけ．一一一screenlng一に

よって，歯科医師の検診をもっと有効に能率よくする手

段は考えられないか。

　以上のほかに，事後措置の実施，学校保健における歯r

科関係補助員の導入などの問題点はあるが，ここでは健

康診断に直接関連あるもののみにかぎってのべてある。

　これらの問題点をふんまえて検討を行なった。

3．　歯の健康診断の意義について

　学校における歯の健康診断の意義は，概括していえば

次のことになる。

a）　これを学校保健計画立案のための有力な基礎資料と

する。

b）児童，生徒の歯科保健向上のための直接の手がかり

を得る，換言すればいわゆる事後措置のための根拠とす

る。つまり処置の要否および，処置：の緊急度などの区別

をするねらいである。この考え方からこふるいわけ．

－
screening一という考え方がでてくる。

c）　この健康診断の機会をとらえて，健康指導の機会と

して利用する。

d）教育担当者にこの機会をとらえて，児竜生徒の心身

発育成長についての理解を得させる機会とする。

e）　歯科疾患の疫学的研究の有力な資料とする一，

　長年月にわたるしかも個々の児童についての歯牙別の



醜蝕についての資料ぱ世界的にも例がない。これはわが

国の学校保健統計のもっともほこり得るところであり，

これを利用してかなり多くの疫学的成果が得られてい

る。

　歯の健康診断は現在上にのべたような意義をもつもの

と思われるが，その目的からみてもっとも重要であると

考えられるものは（a）および〔b）であることはいうまでもな

い。したがって，改善の方向は，主としてこの2つの点

をどのようにするのがもっともよいかというねらいで行

なわれるべきである。

　一般的に学校保健二おける健康管理では，常に対象が

多数であって，その健康診断は，いわゆる集団検診の形

をとらぎるを得ない。したがって，その方法，手段，使

用器具，検診環覧，時間などに多くの制約があるのが普

通である。しかし一方では健康管理の目的からいって，

なるべく検出した事項の精度は高めたい。

　この2つの相反する条件を満足させなければならない。

　ことに現在，学校歯科医の執務の実状からみて，これ

らの条件を満足させることはきわめて大切なことといわ

なければならない。

　こういうねらいを満足させようとしてこふるいわけ．

一一screening一　という考え方が出てくる。

　このこふるいわけ；－screening一という考え方には

次のような2つのことが要求されている。

i）有病と健康，あるいは異常と正常というものを質的

にある程度の精度でえらびわける。

ii）検診の手数を費用をできるだけ少なくしたい。

　この2つの性質をもたせることによって，より多くの

対象に，わりに少ない力でより有効な処置をしたいとい

うのがねらいである。このために，常に全対象につい

て，精密な検診をくりかえすのでなく，まず：有病あるい

は要処置と健康というようなものにわけるために必要な

　とふるいわけ精度．をもった費用と手数の少ない手段を

用いて，それをふるいわけることが必要である。

　その上で，必要な処置なり，対応策なりが考えられ，

行なわれるという順序になってくる。

　　このようなことによって，かなりの多数の集団であっ

てもそれを対象として，有効な対策がたてられるのであ

る。こうした考え方からすると，学校保健の健康診断で

はscreeningという考え方はどうしても導入する必要

がある。公衆衛生の分野ではこうした考え方はさかんに

導入されていて集団検診の場合必ずしもはじめから医師

が診査を行なうのでなく，各種の検査手段を用いて，手

数と費用を軽減したscreening－testを応用している。

　これを歯科検診にひきなおすならば，何らかの方法で

処置の必要なものと，そうでないものにわけておき，後

者についてだけやや精密な歯科医師による診在を行なう

というやり方にするということである。この場合こある

程度の精度でえらびわける．具体的な手段が見出せるが

どうかが問題となる。蘭蝕活動性試験法や，X線咬翼法

などはそれらにほぼ該当すると考えられるけれども，今

のところまだ方法の1躰殖度や1∫用1生の立．場からscreen－

ingめ方法として応川するまでに至っていない，

　そこで考えられるのは，歯科衛生士などの補助員によ

るこふるいわけこの可能性ということになるが，これも

現状では普遍的な方法であるとはいえない。

　そこで，至急にこのような立場から，各種の手没につい

ての具体的な検討をしておく必要があると考えられる。

4．　歯の健康診断の方法改善の方向について

　すでにのべたような健康診断をめぐるいくつかの問題

点を解決し，しかも，健康診断の意義を十分発揮できる

ように改善することを考えなければならない。学校にお

ける健康診断は，一・般に次のような大綱によハてすすめ

られるということが検討されているようである。

1）健康状態についてのアンケート調査

2）　第1次検診（X線，心電図などの方法によるもの）

3）　第2次検診（医師によるもの）

4）　精密検診（医師によるもの）

　対象数は，1および2は全員または一部は限定される

が3の段階ではかなり対象は少なくなるが，または内容

が小範囲にとどまるようになる。4は全く特殊なものの

みを対象として行なうということになる。このような方

向をさきにのべた歯の健康診断の意義と問題点とを考え

合わせながら考えてみると，次のように整理できる。

1）健康についてのアンケート

2）第1次検診一いちじるしい歯科疾患をもつものを

　　えりわける。

3）第2次検診一要処置と鮭康とにわける。

4）精密検診一校内で予防処置を行なうものについて

　　県体的な診査を行なう。

　これらの方向は，第1次において処置の要否をわけな

いで，疾患のいちじるしいものをわけているので，一見

screeningと逆にみえるけれども，歯科疾患とくに翻蝕

の量ぱ圧倒的に多く　screeningの方向はその趣旨から

みて逆に適用していくことがむしろ日的にかなうと考え

るので，このように考えた方が実際的であると思う。

a）アンケート調査に加えるべき項目について
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　アソケート謁査としては，歯科疾患の障害について自

覚されているものを調査し，screeningに役立たしめる

べきであって，保健指導や，保健教育上だけの必要から

する項日は加えない。そこで項目としては次のようにな

ると考えられる。

1）歯科疾患に関連した現在の苦痛，あるいは疹痛の状

　態（あるいは有無）

2）咀囎障害などについての自覚の有無およびある場合

　にはその部位，種類など

3）歯科疾患または異常による審美感の障害についての

　自覚

4）ゆびしゃぶり，口呼吸その他の歯列の不正を来すと

　思われる習癖の自覚など

　以上の4つの項目についてそれぞれ適切な事項を質問

することは後の事後措置あるいは検診を行なう上できわ

めて有効な結果をもたらすと考えられる。

b）第1次検診の内容について

　第1次検診はできれば，歯科医師によらないで行なわ

れることがのぞましい。ここでは方向としては，さきに

ものべたとおり，直ちに処置を要すると思われるような

ものをまずこえりぬく．ことをねらいとして行なう。こ

のために目安となる項口は次のようなものである。

1）現に歯科疾患のためと思わる疹痛を感じつつあるも

　の

2）いちじるしい歯周疾患をもつもの

3）残根やそれに類する歯をもつもの

4）いちじるしい歯列不正あるいは不正咬合をもつもの

5）いちじるしく不潔な口腔清掃状態のもの

　これらの区別は，歯科衛生士などの補助員で行なうこ

とできる範囲と考えられるが，これらのものを第2次検

診および事後措置では優先的に行なう。

c）第2次検診の方法について

　これは探針と歯鏡によって歯科医師によって行なわれ

ものである。この場合，さきにのべたものについてとく

に注意して行なう。またこのときこ要処置．という立場

からの指示に中心をおいて行なう。したがって項目とし

ては，次のような整理を行なう。

1）現在歯を検出しチェックすることをやめる。

2）鯖歯については，未処置隔歯，処置歯および永久歯

　の喪失のみをチェックする。

3）　要抜去乳歯という項目は廃止して，注意を要する乳

　歯というもののチェックを行なう。

4）歯ぎん炎，歯槽膿漏は歯周疾患として一括して表示

　する。
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5）要処1萱という立場からする沈着物のチェックを加え

　る。

d）精密検診について

　むしろ健否うたがわしい歯牙や，歯周状態について追

及を要するものどについて，必要があれば行なう。

　また校内において予防処置を行なう場合は，それを行

なうための精密検診をすることは必要である。

5．改善を実施するに際して考慮すべき事項

　前節でのべたところで改善についての大綱をつくし〕ヒ

が現状において，この改善を行なうためには若干考慮し

なければならない点がいくつかある。これをあげてみる

と次のとおりである。

a）一般に学校歯科医はscreeningという考え方にな

れていないので，その考えにもとつく改善を実施するの

に若干の時間的余裕が必要であると考えられる。

b）第1次検診を行なうべき補助員の能力をもつものが

いない。こうしたscreeningにもっとも適切であると

考える職種は歯科衛生士であるが，これは目下のところ

学校保健とは無縁の存在であり，少なくとも早急の補充

は困難である。

c）　鵜歯の程度別区分は学校歯科医がかなりなれており

第1次検診のscreenlngの方法が確立しない状態でぱ

初期状態の編蝕をもつものに対する早期処趾の指示が事一

実上困難となるおそれがある。

d）臨床家でもある嘱託制の学校歯科医が，日常行なっ

ている区分と異なる考え方を学校歯科医として執務の間‘

だけとることにかなりの抵抗があり，したがって取扱上

のあやまりが導入されやすい。

e）第1次検診のscreeningのときの検出の目安に混

乱が考えられる。

f）こうした考え方によって，ややともすれば治療に重

点がうつって予防から目がはなされるおそれがある。

g）貴重な疫学的研究の資料としての価値がほとんど失

われる。

h）検診を2次にわけることにより，かえって学校歯科

医の負担が増加する。

まとめ

　以上の検討によって学校保健における歯の健康診断の

方法を改善するには当面まず次のように行なうことが適

切であると考えられる。

1）意義やscreeningという考え方について，この認

　識と知識を至急に徹底するように努力する。



2）保健にっいてのアンケートには歯科保健についての

　必要項目を加える。

3）　歯科については当分の間，第1次と第2次を区別し

　ないで第1次の時期に同時に行なう。

4）爾蝕の程度別区分はできれば廃止することがのぞま

　しいが，1）の考え方の普及の徹底をまってできるだけ

　早期に実現する。

5）　4～5年の間隔で実態調査を行なうようにする。

以上の答申により次の要望書を提出した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和44年10月20日

学校保健における歯科健康診断の方法改善

に関する要望書

殿

日本学校歯科医会

会長　湯浅泰仁

　学校保健における健康診断の方法改善について審議を

すすめておられる旨，承わっておりますが，このうち歯

科の健康診断につきましては，学童生徒の歯科疾患の罹

患がとくに著しく，しかもこれに対し有効，適切な措

置を講ずる必要がつよく認められるときでもありますの

で，その方法改善に対して，以上の諸点をとくに考慮せ

られるように要望いたします。

1．歯科疾患による障害についての予備調査の実施につ

　いて

　歯科疾患による心身発育に及ぼす障害の除去は，学校

保健の立場から重要なものであるが，これらの把握を学

校歯科医による検診にのみ委ねることは，目的達成のた

めに必ずしも有効なものとはいえない。

　歯科医師による検診の場合に，それらについて予備的

な調査が行なわれ，それらの結果をふんまえて個々の検

診を行なうことはきわめて有効な手段であると考える。

　そこで，検診以前の時点において，とくに歯科疾患の

障害の自覚について，簡単な質問様式の予備調査を行な

うようにしたい。そのため次のような項目を質問に加え

ることを強調したい。

静　最近歯がいたんだことがありますか

　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ

ものがよく噛めないと思ったことがありますか

　　　　　　　　　　　　　　はい　いいえ

歯ならびのわるいことをいつも気にしていますか

　　　　　　　　　　　　　　1よし、　　し、し、え

いつも口をあけているくせがありますか

　　　　　　　　　　　　　　Oよし、　　し、し、え

歯ぐきから血がでやすいですか

　　　　　　　　　　　　　　｝まし、　　し、し、え，

　なおまた，他科において同様な予備調査を行なう場合

に，関連する項目があれば，歯科検診のとき，十分に参

考にしたい。

2．健康診断の方法について

（1）令第2条6号，規則第4条6号などにご歯の疾病及

び異常の有無．とあるのをこ歯口の……こまたはこ口

腔，歯の……こに改めたい。

（2）規則第1条13号を次のように改めたい。こ歯，口の疾

病および異常については，爾歯，歯周疾患および不正咬

合などの有無および程度について検査する．

（3）規則第4次第3項において大学においては，歯口の

健康診断を行なわなくてもよいことになっているが，そ

れを削除して，必ず行なうように改めたい。

3．歯の検査票の様式について

　規則第6条に定める第3号様式こ歯の検査票＝中，次

　のような点をあらためたい。

（1）要抜去乳歯は要注意乳歯にあらためる。

（2）疾病欄中，こ歯ぎん炎．およびこ歯槽膿漏．を廃止

して，こ歯周疾患．にあらためる。

（3）　こ不正咬合．とこその他の疾病および異常．の間に

t歯牙沈着物＝の欄を加える。

（4）第3号様式の注のうち次のように改める。

（注）

1．各欄の記入については次によること。

イ　〔歯式〕の欄は次による。

（1）現在歯　喪失歯　要注意乳歯及び隔歯は，記号を用

いて，歯式の該当歯に当該符号を付する。

（2）喪失歯は，永久歯の喪失歯のみとする。

（3）要注意乳歯は，抜歯その他の処置を要するとみとめ

られるものについて記入する。

（4）爾歯は，乳歯にあっては処置歯または未処置歯に分

け，永久歯にあっては処置歯又は4分類の未処置歯に分

かつ。

⑤　処置歯とは，充填（ゴム充填を除く）補綴（金冠，

継続歯，架工義歯の支台歯等）によって歯の機能を営む
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ことができると認められるものとする。ただし隔歯の治

療中のもの及び処置がしてあるが爾蝕の再発等によって

処置を要するようになったものは，未処置歯とする。

（6）永久歯の未処置歯は，次によって分類する。

（イ）第1度鶴蝕（C1）は，初期蘭蝕でエナメル質（砿榔

質）のみ又は象牙質の表層まで及んだと認められるも

の。

（ロ）第2度爾蝕（C2）は，踊蝕が象牙質の深部にまで及

んだが，歯髄は保存できると認められるもの。

の　第3度爾蝕（C3）は，爾蝕が髄腔まで達し，歯髄の

保存は困難と認められるもの。

←）第4度編蝕（C4）は，歯冠の崩壊が著しく，いわゆ

る残根状態になったもの。

ロ　歯周疾患については処置を要すると思われるものに

ついて，具体的に記入する。

ハ　歯槽膿漏とみとめられるものについては〔担当学校

歯科医所見〕の欄にその旨記入する。

二　不正咬合については，不正咬合によって咀囎，発音

などの障害のあるものについて，その旨記入する。

ホ　歯牙沈着物については，歯石および歯の付着物など

の処置を要するものについて記入する。

へ　口歯の形態および機能にいちじるしい異常，障害を

みとめるものは，〔その他の疾病異常〕の欄に病名を記

入する。

ト　補綴を要する欠如歯，処置を要する不適当な義歯な

どあるときは〔担当学校歯科医所見〕の欄にその旨記入

する。

チ　〔喪失歯数〕〔翻歯数〕の欄は歯式の欄に記入された

該当事項について，上下右左の歯数を集計した数を該当

欄に記入する。

リ　〔担当学校歯科医所見〕の欄は，上にのべたものの

ほか，学校においてとるべき事後措置に関連して学校歯

科医が必要とみとめる所見を記入し，押印する。

　また，以上のほか，各欄の記入については第1号様式

の〔注〕による。

§〉そのまま

歯科健康診断の方法改善についての補足要

望書

日学歯発第54号

1970年3月16日
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殿

日本学佼歯科医会

会長　湯浅泰仁

　学校保健における健康診断の方法改善についてさきに

いくつかの要望をいたし，切にその実現をねがったとこ

ろでありますが，さらにその後，検討を加えた結果，Z．

3の付加すべき点を補足したいと思いますので，重ねて

要望いたします。

　よろしく御高配をおねがいいたします。

1　歯科保健についての予備調査について

　すでに前回に強調いたしましたが，歯科医師による健

康診断に先だって，主観的な微候を予備調査によって把

握することは，きわめて歯科保健管理上有効なばかりで

なく，歯科健康診断の円滑なる実施に非常に役立つもの

であり，前回に要望した5つの点を全体的な予備調査の

項目に加えられんことを強調いたします。

2　第一次検診における歯科診断について

　健康診断の過程で，学校医や学校歯科医による検診の

前に，学校医や学校歯科医の手によらないで行なわれる

検査を行なって，検診時の有力な資料にすることはきわ

めて大切なことでありますが，歯科検診についてもこの

ような検査を行なう必要はみとめられています。

　すなわち次のようなものがそれであります。

　1）爾蝕活動性試験法

　　　主として唾液を材料として，酸産生性や緩衝能な

　　どを測定して個体の蠕蝕活動性を測定する方法

　　　　唾液中耐酸性菌数測定

　　　　シュナイダー試験法

　　　　リックレス試験法

　　　　唾液緩衝能試験法

　ii）エナメル質生検法（enamel　biopsy）

　　　歯の表面のCa，　P，　Fなどを定量して，歯の耐酸

　　性を判定する。

　iii）X線咬翼法

　　　上下臼歯部を同時に口内法フィルムにおさめて，

　　臼歯部隣接面の爾窩を発見することのできる方法

　iv）x線全顎パノラマ撮影法

　　　全顎の歯の状態を同時に一枚のフィルムにおさめ

　　て撮影する方法

　これらの方法はいずれも，個体の踊蝕罹患性をかなり



適確に測定し得るものでありますが，普及度の点で学校

保健にそのまますぐ適用するには問題があるように考え

られますが，比較的早い時期に，歯科検診における第一一一b

次検診の手段として加える可能性があり，その必要性の

あるものと確信します。

　しかし，これらの項口は現時点においてはまだこれを

とりあげるのに多少の問題があるので，歯科検診につい

ては，第一次検診を当分の間省略することが適当である

と考えます。

3　歯の検査票について

　歯の検査票の改正点については前の要望書において，

かなりくわしくふれましたが，その記入の様式のうち，

現在歯の標記については，これを省略することが適切で

あると考えるのでとくにここに要望します。

　これらは，歯の検査票の記入上の注意としてのべられ

るものであるが，様式そのものにはかかわりなく，何か

の必要でそれをとくに記入するときには，そのまま記入

する二とができるので，全体としては省略してよい。

　（なお前回の要望書ならびに「歯の健康診断の方法改

　善の方策について」検討した意見を参考添付いたしま

　すので申し添えます。）

　文部省において小学校「保健指導の手びき」の作成に

つき検討を加えられているので，この手びきにつき［本

学校歯科医の意見をつくるよう川村副会長を経て学術委

員会に諮問をうけたので，次のような答申がだされた。

保健指導の手びきについての答申（案）

1　指導計画の作成

1．指導計画作成の考え方

　（1）児童の日常生活に直結すること。

　（2）学校行事，社会行事，教科の学習，指導などに関

　　連を持たせること。

　（3）地域の風俗，習慣，行事および経済構造，地理的

　　条件，気候などを考慮に入れること。

　（4）計画はなるべく具体的に明確に立案されること。

2．年間指導計画

　　　　指導目標

4・5月・健康診断（歯の検査）の必要なわけ。

　　　　・歯の検査の前後の話合い。

　　　　・歯口清掃習慣の形成につとめる。健康診断で

　　　自分のむし歯，歯肉炎，不正咬合などのあるこ

　　　とがわかったら，進んで治療を受ける態度を養

　　　い治療を受けることについて何か障害になるこ

　　　　とがある場合は，それを排除するための対策を

　　　立て，実践する態度を養うこと。

　　　　・歯の衛生週間行事の計画，準備。

　6・7月・歯の衛生週間行事の実施。

　　　　・むし歯治療の促進。早期治療運動の展開。

　　　　・うがい，歯みがき方法の指導。

　　　　・よくかんで食べる運動。

　　　　・果物，生野菜を食べ，甘いものを食べ過ぎな

　　　　い運動。

　　　　・むし歯，歯肉炎の検査結果の集計をグラフに

　　　　して掲示。

　8月　・夏休みの問に歯口清掃習慣が崩れやすいから

　　　　この習慣を強化するように指導。

　　　　・むし歯治療の計画と実践。

　9月　・むし歯治療状況の調査。早期治療運動の反

　　　　省。

　　　　・歯口清掃状況の調査。

10・11月・運動会，遠足などの前に歯痛などのあるもの

　　　　を調べ，その処置をするようにする。

12・1・2月・冬期における歯口清掃状態の調査，洗口

　　　　場の澗査を行なう。

　　　　・冬期における間食調査を行なう。

　3月　・1年の反省と新学期の活動計画。

3．学年別の指導計画

a）歯口清掃について

1・2年・歯口清掃の習慣形成に重点をおく。

3・4年・歯みがき，うがいを正しい時に正しい方法で

　　　　行なうための訓練に重点をおいて指導。

5・6年・歯口清掃は歯肉炎，むし歯の予防に役立ち，

　　　　人前に出る時のエチケットとしても必要である

　　　　ことを認識して，自分から進んで行ない，家庭

　　　　の人々，友達の歯口清掃習慣形成にも協力する

　　　　態度を養う。

b）むし歯の早期治療について

1・2年・むし歯は放置すると止まることなく進行する

　　　　ものであることを認識させる。

　　　　・むし歯は早い間に治療すべきものであること

　　　　の認識。
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　　　　・甘いものを食べ過ぎない態度を養う。食後に

　　　果物，生野菜などを食べる習慣を養う。

3・4年・むし歯は早い間に治療すれば，金も時間もか

　　　からずに，痛くなく治療できることの認識を得

　　　　させる。

　　　　・甘いものの食べ過ぎの害を理解させる。

5・6年・現在児童の大部分のものがむし歯を持ってお

　　　　り，そのために児童の健康を害し，学習効果を

　　　妨げていることを理解させ歯をむし歯から守る

　　　ための健康生活を行ない，むし歯のあることを

　　　知ったら，自分から進んで治療を受ける態度を

　　　養う。

表1　小学校保健指導（歯科）学年別指導内容

嘗

行事

歯

の

衛

生

週

間
を
中
心
と
し
た
指
導
目
標

し
つ
け
の
方
針

1 2

・自分のむし歯の

　ようすと早期治

療

。むし歯の原囚と

　おかし，甘いも

のをたべすぎな

い態度

・口のすすぎ方

o歯のみがき方

。よい歯が健康に

必要なことを認

識させるe

。乳歯は正しい時

に抜けかわらな

いと永久歯の歯

ならびがわるく

なる事を知らせ

　る

。同左

。同左

。口すすぎ

　（毎食後）

1。食物に好き

1鎌いをいわ

　ない態度

1。ねる前に食

　べないよう

　にする

。歯のみがき

　方

。同左

3

。同左

o同左

。同左

・正しい歯み

がきの時期

方法

・う歯になっ

たら早く治

療をうける

態度

歯のためのよいしつけ，

歯口清掃の指導方針

感覚的に指導……→理解を深めてゆく

（例）外側，内側　上下左右前奥歯の

　　　かむ面　　　かむ面計16ヵ所

（
一応
の
完
成
）

4 5

。同左

。歯みがきの

正しい順序

時期方法

。食物のすき

嫌いをしな

い態度

。歯を健康に保つ習慣態度を養う

・健全な歯はどんなにしてできるか

を理解させる

。正しい歯のみがき方をする

。どんな歯みがき歯ブラシがよいか

。よい歯ブラシ歯みがき剤をつかう

。歯が健康生活上必要であることを

理解させる

・言語や発音の調節が歯に影響され

　る

。歯を清潔にしておくことはう歯と

6

。同左

。同左

歯肉の病気を予防する・とと歯のト齢弱いと

　　　　　　　　　　　　　　　J美しさを増し顔を美しく保つもの1

である　　　　　　　1

・う歯の予防とう歯の進みかたを知

　る

G歯はどんな役目をするかを知る

。歯を丈夫にするに役立つ食物を知

　る

。同左

。同左

・食物は楽し

　くよくかん

で食べる態

度

よいしつけとしてつづくように

指導の手だてを〃

食物をよく

かむことが

できないの

で胃腸を悪

くし自然か

らだも弱く

なる

4．　指導計画作成の留意事項

　（1）　1・2年生では，歯みがき，うがいが単に父母や

　　兄姉のまねができる程度であっても，毎日行なう

　　習慣の形成に努める。歯みがき，うがいの正しい方

法を身につけることは望ましいけれども，一律の指

導でなく，1人ひとりの実際生活，生活環境を考慮

し，歯口清掃を清潔習慣の1つとしての1貫性をも

った指導が必要である。顔も手も洗わない。入浴も
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　着換えも嫌いな子どもに厳格な刷帰をすぐに指導し

　ても効果が少ない。

（2）3・4年生では，うがい，歯みがきの正しい方法

　を訓練し，1・2年生から養われた習慣を確実なも

　のにする。

（3）5年では理科の学習で歯の構造を学び保健でう歯

　とそしやくの関係，う歯と歯肉の病気の予防につい

　て学ぶので，各人の実際生活において，どのように

　実践二移すかを，児童自身に考えさせ，それを援助

　してやる。

（4）6年では理科の学習で，食物のそしゃくと消化の

　関係を学ぶので，各人の実際生活をどう改善するべ

　きかを児童二考えさせ，それを援助してやる。

皿　指導の実際と評価

1．児童活動と保健指導

　（1）児童会活動と保健指導

　　　保健委員会が中心となって，児童白身が自主的に

　　う歯の予防，むし歯治療保健などの運動を行なうこ

　　とは最も望ましいことである。しかしながら，児童

　　保健委員会の活動は保健指導の年間計画に添ったも

　　のであることが望ましい。児童保健委員会の主な活

　　動としては，広報活動（校内放送，壁新聞，学校新

　　聞など），調査活動（歯みがき状況調査，むし歯治

　　療状況調査，間食調査など），歯の衛生週間の行事計

　　画実践などが考えられる。

　（2）学級会活動と保健指導

　　　歯口清掃習慣の形成，治療の促進は学級活動によ

　　って進展されるところが多い。歯口清掃状況，処

　　置状況は学級によって著しい違いがあるが，これは

　　学級活動がどのように進められているか，活発か不

　　活発かなどに影響されるところが多い。学級会独自

　　の活動としては，歯口清掃状態の観察，歯痛による

　　遅刻，早退の調査，歯の検査への協力，処置進行状

　　況の調査などが考えられる。

　（3）クラブ活動と保健指導

　　　クラブ活動は学年の枠をはずして，共通の興味，

　　関心を深めるための活動であるから，保健指導に直

　　関接与することは少ないが，歯の衛生週間行事の際

　　のポスター，標語，習字，作文，紙しばいなどの製

　　作募集に協力すること．歌や劇の創作，演出などが

　　考えられる。

2．学校行事と保健指導

（1）健康診断

　　歯の検査は学校歯科医が児童の1人1人に接する

　唯一の機会であるから，これをぜひ保健指導に役立

　てることが望ましい。保健指導の具体例の1つとし

　て次のようなものが考えられる。

（イ）教師は歯の検査を受ける前，子どもたちと話合い

　の時間をもって検査を受けるときの態度，どんなこ

　とを注意して聞いたらよいかを指導する。たとえば

　低学年では，

　・静かに順序よくならんで，前の人のすることを注

　　意してみる。

　・大きく口をあける。

　・口の中をきれい；こしておく。

中学年では

　・検査はなんのためにするのか。

　・むし歯があるかないか。

　・むし歯があるばあいはどこにあるか。

高学年では

　・’歯の検査の目的

　・むし歯の数と部位

（n）学校歯科医は検査を始める前の5・6分の時間を

　さいて，子どもたちと話し合うことが望ましい。話

　の内容は予め学校と協議しておくことがよい。その

　1例として

1・2年
　　・口の中をいつもきれいに，

　　・歯のみがきかた。

　　・のどのうがいと，歯をきれいにするうがいの区

　　別。

　　・よくかんで食べよう。

　　・歯は1度むし歯になったら自然になおることはな

　　し・。

3・4年
　　・歯みがきの正しい順序，方法。

　　・むし歯を防ぐにはいつ歯をみがくのがよいか。

　　・人の前に出る時は口の中をきれいにしておこう。

　　・むし歯は小さいうちに治療すれば，金も時間もか

　　からずに痛くなく治療できる。

5年

　　・乳歯と永久歯のちがい。

　　・よい歯とむし歯のちがい。

　　・むし歯のすすみかた。

　　・歯のおよそのつくり。

　　・歯の役目。
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　　・歯が酸にとけるわけ。

　　・歯を清潔にしなければならないわけ。

　　・甘い物を食べ過ぎないようにしよう。

　　・歯のためによい食物，わるい食物。

　6年
　　・物をかむしくみ。

　　・物をかむ力。

　　・よくかんで食べるとどんな効果があるか。

　　・前歯の外傷をどう防ぐか。

　　・偏食にならないくふう。

　（A）検査のとき，治療しなければならないむし歯，歯

　　肉炎，不正咬合などの治療をすぐ受けられるように

　　子どもと話合い，何か障害があったらその解決方法

　　を話し合う。

　9　検査を終わって帰るとき，子どもに自分の歯を鏡

　　に写してむし歯を確認させる。

　㈹　教師は教室に帰ってから今日の検査でどんなこと

　　がわかったか，これから自分の歯の健康を守るには

　　どうすればよいかを話し合う。

　（A）歯口清帰の指導に際しては，口の中の清潔を保つ

　　ことから発展して，全身の清潔に及ぶような考慮が

　　必要である。顔も手も洗わない子どもに毎食後の歯

　　みがきを指導しても効果が少ない。

　く2）大掃除一略一
　（3）病気の予防に関する行事と保健指導，歯の衛生週

　　間を児童，PTA，地域社会への広嬢活動とすると

　　ともに，保健指導に役立てる。

　　5月に入ったら児童会，学級会の活動計画を立て，

　クラブ活動の協力をもとめて，ポスター，標語，習

　字，作文などの募集を始めると共に，前年度の募集作

　品を展示する。

　　学校歯科医は5月中にその年の講演テーマを学校と

　協議してきめる。特別な集会を持つことが厄介なら

　ば，ひる休みの時間に校長，保健主事，養護教諭，学

　年主任に集まってもらって，20分以内に打合せを終わ

　るようにする。この場合は自分の話そうと思う内容の

　要点をプリントにして持参するとよい。

　　PTA集会でも同じテーマを大人向けに話し，学校

　新聞にも同じテーマで書く。

　（4）運動会

　（5）野外活動

　（6）遠足，修学旅行，見学

　以上4，5，6，の前に歯痛のあるものを調べ，応急

処置をして楽しく運動会，修学旅行などができるように
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する。

3．学級指導と保健指導

　（1）自分の健康状態の理解に関する指導

　　・むし歯の初期の判定は専門家でも容易でない。む

　　　し歯が痛み出した時には歯髄にも病変がおよんだ

　　　時であるから，早期発見は学校歯科医の検査によ

　　　って行なわれることが多い。歯の一部が黒褐色に

　　　なったり，冷たいものがしみたり，甘いものに感

　　　じやすくなったら急いで歯科医の診断を受けねば

　　　ならない。

　　・歯肉の疾患も初期には判定が容易でない。赤くな

　　　ったり，ぱれたり，出血しやすくなったらすぐ：こ

　　　歯科医の診断を受けねばならない。

　　・歯の検査の時は学校歯科の検査結果を注意して聞

　　　き，鏡に自分の歯を写して見て，むし歯の部位を

　　　確認させる事が望ましい。

　（2）健康観察に関する指導

　　・歯口清掃習慣は不安定で身につきにくい。健康観

　　　察を継続的に行なって歯口清帰状態を判定して指

　　　導を行なうことが望ましい。

　　・健康観察は朝の観察の時などがよい。

　　・歯痛その他の歯科疾患のために欠席する事は少な

　　　いが，遅刻，早退は多いので，歯科疾患のために

　　　遅刻早退のあった時は，その機会をとらえて，早

　　　期治療のたいせつなことを説明する。

（3）身体や衣服の清潔指導

　　　清潔習慣は全身の清潔習慣が一貫性をもって身に

　　つくことが必要であって，歯口清掃習慣もきれい好

　　きという習性が身についた時に固定するものである

　　から，単に口の中の清潔だけを考えずに全身の清潔

　　の一つとして考えることが大切である。

（4）近視，う歯等病気の予防に関する指導

　　　歯は1度むし歯になったら保健指導ではなおらな

　　い。できるのは予防と早期治療だけである。その予

　　防も完全にできない。子供自身でできるものは歯口

　　清掃，あまいものを食べ過ぎない態度，食後のうが

　　い，食後にりんごなどの硬いものなどを食べること

　　など，および早期治療の指導をすることが必要であ

　　る。

　　・歯肉炎は口の中を清潔に保つことによって予防で

　　　きるし，また治癒することが多いので，歯肉炎の

　　予防を重視せねばならない。

（5）環境の清潔に関する指導

　　環境の清潔は全身の清潔習慣と連絡して，清潔好



　　きな習性の育成のために大切である。

　（6），　（7）　　省田各。

（8）各種行事の事前，事後の指導

　　　歯の検査，歯の衛生週間に関しては前述したので

　　省略。

（9）季節や休暇にともなう指導

　　・歯「1清掃習慣は夏期休暇などの長期休暇の際に崩

　　　れ去る事が多いので特に注意を要する。

　　・寒冷地では冬期に歯口清掃習慣が崩れやすいので

　　　注意を要する。

　⑩　指導上の留意事項

　　・学級全体が望ましい方向に向かうときには各個人

　　　にもよい影響を与えるので，学級全体を望ましい

　　　方向に向けることが指導効果をあげるためにはき

　　　わめて大切である。

　　・教室に各個人の刷掃状況，むし歯の処置進行状況

　　　などの一覧表を示すのも一つの方法である。

4．　3領」或外における保健指導

　（1）休けい時間などにおける随時随行指導

　　・給食後の歯みがきまたはうがいの指導

　　・前歯の外傷はしばしば休けい時間中に起こってい

　　　るので，けがに対する安全指導が必要である。

　（2）保健室等における個人指導

　　・近年う歯をもっている子どもが年々増加している

　　　だけでなく，その程度も進行しているものが多く

新刊紹介

なっている。またう歯などのために遅刻早退する

ものも多い。さらにう歯に原囚があると考えられ

る徴熱，倦怠，神経痛などもあるので，これらの

児童に対しては個人指導が必要である。

・むし歯の歯の治療を極端に嫌うもの，歯口清掃を

一
年中全く行なわないものなどについても個人指

導が必要である。

・ 個人指導を行なうばあいは，父兄，担任教師，養

護教諭，学校歯科医もいっしょに話し合うことが

　よい。

・個人指導を行なうには予め計画を立て月に1・2

回，1時間に5，6名が適当と考えられる。

・個人指導は1回だけで終わることなく，長期観察

が必要である。

皿　評価

　　・保健指導の評価は児童の白己評価，教師の行なう

　　　評価が考えられるが，家庭における生活の評f面も

　　　あわせ考えねば充分でない。

　　・保健指導の評価は観察法，質問紙法，自記法など

　　　が考えられるが，いずれも長期にわたる観察，長

　　　期にわたって記載できる質問紙調査などが必要で

　　　ある。

　（備考）　改訂学習指導要領による。

　財団法人ライナノ歯科衛生研究所が企画して「歯の衛生シリーズ」が制作された。色彩，内容，紙質など

近代的な保健教育の資料といえる。

　教科としての保健にも使えるであろうし，特別活動での学校歯科の教材としてもウエイトが重い。内容や

絵としての展開は高学年向であるが．展示用としても使えるように制作されているので，教師が文字をよん

で理解し，絵を児童に見せて指導すれば，中学年でも活用できよう。

11枚1組，そして掛図ホルダー，保管筒一式で送料込み2，500円という実費頒布にも魅力がある、

B2版（新聞紙見開きのサイズ）　5色刷り　エスベラン紙137．6K（紙の中にゴム繊維入りで耐久性あり）

11枚1組，掛図ホルダー，保管筒1個

内容

1
4
7
0

　
　
　
1

歯の構造

ムシ歯の発生

歯肉の病気

口臭の科学

n∠

5
Q
U
1

　
　
　
1

発行予定日　4月20日

歯の名称と生れかわり

ムシ歯の進行

歯ならび

歯の正しいみがき方

先
3
a
軌

込申 ライオン歯磨口腔衛生部、

歯の役ロ

ムシ歯予防の5ステップ

食物と歯
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陳　情

　昭和45年1月13日，常任理事会において下記の陳情書

の正式決定をみたので，即日，湯浅会長，川村副会長，

丹羽理事長および川村，内海，窪田の各常任理事が，文

部省，厚生省に行き手渡した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和45年1月10日

第33回全国学校歯科医大会における大会決

議事項の要望について

瑳突匿殿
日本学校歯科医会長湯残泰仁

第33回全国学校歯科医大会議長団

日本学校歯科医会副会長　亀沢シズヱ

熊本県学校歯科医会長　栃原義人

滋賀県学校歯科医会長　lil村輝雄

静岡県学校歯科医会長子上俊一

　昭和44年9月21日・22日の両日二わたり，滋賀県大津

布滋賀会館において開催いたしました第33回全国学校歯

科医大会において，別紙のおり要望いたす二とを決議い

たしましたので，学校歯科保健の進展と国民歯科保健の

向上のために格段のご高配を賜わり早急ニニiしが解決に

努められますよう要望いたします。

アマルガムによらなければならない状態になっている。

　更に本法の適用を受けるものは，生活保護家族と準要

保護家族の二者であるが，要保護家族は生活保護の医療

券を使用すれば健康保険に準じた幅広い処置が受けられ

るのに対し，準要保護の児童生徒は極く限られた一部の

処置に甘んじなければならない矛盾がある。よって本規

定を早急に改める必要がある。

2．　6歳臼歯（第1大臼歯）の健康管理を重視する見地から，

　就学時健康診断表の改正の意義と取扱いが，全国に徹底する

　よう当局の指導を要望する。

理由

　昭和43年9月26日け文部省令第28号学校保健法施行規

則の一部を改正する省令によって，就学時健康診断票の

第1号様式中う歯の取扱いについて，従来単に処置，未

処置だけであったのを乳歯・永久歯に区分して検査記入

するよう改正された。このことは，おびただしい現在の

むし歯の流れをせき止めるための絶好の1拠点と考えら

れているだけに極めて意義深いものがある。然るに，昭

和44年度の就学時の歯の検査の実状を熊本県において調

査したところ，改正指示通り施行した学校は熊本県下の

小学校592校中約半数のみであって，二の事実は全国二

通ずる現実だと想定される。よって．二れが更、二徹底す

るよう当局の指導を要望するものである。

1．　学校保健法施行令第7条で定める疾病中，　う歯の治療内容

　の制限を全廃するよう要望する。

理由

　本件については，昭和43年12月24日，目学歯発第44号を

もって要望したところであるが，現在の窺定は極めて限

られた歯科医療の一部であり，甚ゼしきは前歯の充填も

3．　社会保険において小児の保隙有床義歯及び固定保隙装置を

　採用するよう要望する。

理由

　現在幼児より小学校児童の乳歯・う調罹患率は毎年上

昇の途をたどり，乳歯の歯冠崩壊して壊滅状態となるも
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・のが多い。乳歯残根の抜歯問題については論議されてい

るが，要は抜歯後の事後処置を充分に行なうかどうかに

よって決するものである。

　残根を抜去して固定保隙装置，保隙有床義歯を装置す

ることを社会保険給付にて実施できるようにすること

は，幼児学童の保健並びに社会福祉に寄与するものであ

ると信ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45年1月20日

学校保健分科審議会の審議経過について

文部省保健体育審議会委員　亀沢シズヱ

　　　　　　　　　　　　相田孝信

　学校保健法（法律第56号）が昭和33年4月に施行され

てからすでに10余年を経過し，その間の児童，生徒，生

徒，学生の発育の実状や，時勢の変化はいちじるしく，

それに適応するため，管理体制や，健康診断の実施方法

の内容，検査項目，環境衛生等についても再検討を要す

る段階にきているとして，保健体育審議会学校保健分科

審議会において43年12月より手直しを検討している。

　この審議会は，文部大臣の諮問機関で，約30名の委員

より成り立っている。専門委員として，亀沢，相田の両

名が選ばれ，歯科関係の審議に当たっている。諮問の主

題はこ児童生徒の健康保持増進に関する施策について．

で，すでに10数回の審議が持たれ，未だ続行中である

が，そこで討議された主な意見をあげてみると次のとお

りである。

．A．　第1部　学校における保健管理体制の確立について

1．　保健主事，養護教諭について

2．学校医，学校歯科医，学校薬剤師について

1）学校医等の待遇を改善すべきである。学校歯科医は

非常勤の学校保健専門職であるが，その身分や待遇等に

ついては，地方自治法に根拠規定が設けられ，報酬などが

支給されることになっているが，都道府県立高等学校，

市町村立小，中学校等の公立学校の学校歯科医の手当；二

ついては，地方交付税として，財源措置が講じられてい

る。その場合の積算額は，昭和44年4月1日現在，学校

医（内科医・眼科医）と学校歯科医は年額3万円，学校

薬剤師は年額1万5千円であるが，現状はこの積算額を
r

下回っている。少なくとも，積算額以上になるように努

力してほしい（昭和45年度から年額35，000になった）。

2）健康診療項目のうち，眼科・耳鼻科に関することに

ついては，それぞれの専門医が診断するようにすべきで

ある。

3）学校医に耳鼻などの専門医を加えるべきである。

4）学校医は学校に1人以上おけるということを法的に

明記する必要がある。

5）学校医などの職務内容について学校医等の職務権限

を明らかにして，仕事を集中的に処理できるようにす

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

X標準勤務日数，勤務内容等を明示する必要がある。

＋学校保健の全分野（組織活動，保健管理，保健指導）

に参加する。

ee国において学校医等の特殊性にかんがみ，学校医等を

対象とした講習会を開催する必要がある。

6）大学にも学校歯科医，学校薬剤師をおくよう1こすべ

きである。

7）精神科医については，県段階で考えるべきである。

8）各県に1ヵ所位は，児童・生徒の保健センターを設

置する必要がある。この場合，運動医学に関する機能を

持たせるべきである6

9）　健康診断における精密検査や仮性近視，難聴の治療

費，眼鏡，補聴器の購入費について，国庫補助をする必

要がある。

3．校長および一般教師（学級担当教師）の位置づけ；こ

ついて

1）学校保健における一般教師の役割を明らかにすると

ともにその資質の向上についても養成課程において検討

する。

4．学校保健技師について

1）　仕事の内容によって医師にするか，医師以外の専門

家にするかを考えるべきである。近年，保健学校もしく

は，教育学部保健教育学科出身の保健の専門家が育って

いるので，それらの登用についても考えていくべきであ

る。

2）各教育事務所にも，学校保健技師をおくべきであ

る。

3）学校保健技師には，指導主事以上の権限を与えるべ

きである。また，その待遇の改善についても検討する必

要がある。

5．　学校保健の組織活動について

1）学校保健委員会について

ee学校保健委員会の性格，組織，運営については，学校

の実情に即して検討する必要がある。
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X学校保健委員会は，校長の諮問機関としての性格をも

たせるべきである。

ee構成メンバーに児童，生徒を加えることについては，

今後検討の必要がある。

＋小・中・高校別の機能について検討する必要がある。

ee学級・学年における保健委員会についても考えるべき

である。

2）地域における保健の組織活動

ee地域保健委員会の組織運営につき検討すべきである。

ee教育委員会のメソバーを強化することが先決である。

X保健所との関係を密接にしていくための方途を考える

必要がある。管理体制については以上のようなことが検

討中である。

B．　第2部　健康診断の項目，技術および方法の基準について

　このことについては討議中であり，今後の検討に待つ

部分が多いが，まず児童，生徒の定期健康診断を簡素化

し，集中的効果をあげるために実施方法が検討され，下

のような系統図（案）が出された。

児童等の定期健康診断実施の系統図（案）

（四月早期に）

　第一次検診
（ス、クリーニング）

　　　　（五・六月）

　第二次検診

（スクリー・一一一ニング）

　　　　（七月）

事後措置

七～八月以降）？

保健（アンケート調査）

①体位測定②身体機能測定

③ッベルクリン皮内反応検査

④胸郭エックス線間接撮影検査

⑤尿検査⑥寄生虫卵検査

⑦視力検査⑧色覚検査　⑨聴力検査

⑩其他

1難｝

必ずしも医師を必要と

しない検査項目

（ただしッ反検査を除く）

第一次検診と平行して、または

第一次、第二次検診の間に

実施する（学校医等が実施する）

総合判定的検査…………学校医が行う

騰騨ll：：：：：1：：籍

　一方日学歯ではその主旨をくみとり，審議経過と平行

し専門領域の立場からこれに即応するため本誌別項諮問

および答申に示されているような内容の討議がなされ

た。　（98ページ参照）

1．予備調査の内容として　1）最近歯がいたんだか。

　　2）　よくかめないと思ったことがあるか。3）歯な

　　らびを気にしていなるか。4）　いつも口をあけてい

　　るか。5）歯ぐきから血が出やすいか。

　などが予備調査でわかると，事後処置及び検診を行な

う上で，有効な結果がでると考えられる。

2．　第1次検診の内容について

　第1次検診は，できれば歯科医師によらないで行なわ
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れることが望ましく，直ちに処置を要すると思われる老

をこえりぬく．ことをねらいとして行なう。

　その方法については，目下検討中である。

3．第2次検診の方法について

　歯科医師が行なう検査で，ほぼ現行通りであるが，こ要

処置＝という立場からご指示、を中心にして行なう。従

って項目としては次のような整理が考えられる。

1）現在歯を検出し，チェックすることをやめる。

2）　う歯については，未処置歯，処置歯，および永久歯

の喪失のみをチェックする。

3）要抜去乳歯の項目は廃止し，注意を要する乳歯をチ

ェックする。

4）　歯齪炎，歯槽膿漏は歯周疾患として一括表示。

5）要処置の立場からする沈着物のチェックを加える。

4．事後処置

1）　精密検査，特殊な学校ではくわしく行なう。　（校内

において予防処置を行なう場合など）

2）　保健指導・健康相談・生活指導

　学校歯科医は口腔検査の簡素化によって得られた時間

を現在よりも積極的に保健指導・健康相談・生活指導な

どにふりむけるべきである。

　以上のようなことが，日学歯学術部で検討され，要望

書の形で保健体育審議会に提出され日下審議中である。

　本委員会は，来年度初期におよその答申は終わるわけ

である。会員諸兄の御意見御指導を賜わりkい。

歯

年　検年　　記　　　人

jj

令査日　　記　　　号

現在歯（例X）

要抜去乳歯　　×

学校保健法施行規則第6条に規定

する幼児健康診断票の書式変更に

関する要望について

文部大臣　殿

　近時年少者の体位が著しく向上していることは誠に喜

ばしいことであるが，幼稚園における健康診断に従事し

て痛感されることが2つある。

　その1は，特に満5歳児において下顎中切歯の萌出が

少なくないということである。

　その2は，それらの幼児について，莇出後間もない下

顎第1大臼歯が憂慮すべきことに既にう歯に罹患してお

り，その程度がC1に止まらずC2にまで進行してい

る状態を目にすることである。

　｝れらの状態を検査した場合，現行の「幼児健康診断

票」には

　1．下顎中切歯の蒲撮（又はそのう蝕）を記載するこ

　　とができない。

　2．永久歯のう蝕の程度をC1，　C2と記入するよう

　　な指示が「記入記号」の欄になされていない。

　よって，下記のとおり改正せられるよう要望する。

式　　　年　上
　　年　月　　　右
　　　　　日　　下 A

玉B
B
C
C

　
一D
一
D

I
一丑
E

・

つ
　
、

）

　
　
　
ユ
　
　
ウ
コ
　
ヨ
　
　
ら

C
C
C
C
C
C

　
　
　一

一
一
一

　
　
　
　
一

歯
歯

置
置処

処
未一
一

歯久永処未
「

歯う

ciD
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理事会報告

第4回常任理事会

ee・44年9月4r］午後2時（日歯会館4階大広問）

ac出席者：湯浅，栃漿，亀沢，川村（敏），丹羽，本村，

　榎，榊原，田付（琿），関口，小島

ce次回開催地より子一ヒ，寺田，朝浪出席，紹介，挨拶

ee庶務報告　8弓6日第34回大会を静岡県学歯会が受諾

　するとの公文書受理

ac会計報告　4月1日より8月31日までの現況報告

ee協議　大津大会，こつL・て検討

　1．大会宣言について

2．会費値上げ．こついて，年額800円とすることに決

　　定，場合、こより1，000円案も考える

n

j
1
1
戸
O
ρ
0

よい歯の学校表彰は地方審査を充実する（榊原）

歯の健康診断の方法改善策について答申（榊原）

大会の鐘の名称案，学校歯科の鐘と命名

第33回大会の準備報告，参加者1，000名の予定

第2回全国理事会

ee・44年9月19日　10時（大津市厚生会館5階ホール）

ee出席者：34名　向井，湯浅，栃原，亀沢，川村（敏），

　丹羽，関口，山田，窪田，木村．榎，小沢，川村（輝），

　内海，加藤（増），梅原，菅田，井上，島，宮脇，清水，

　加藤（栄），満岡，矢口，稲葉，川原，北総，高橋，井

　田，谷，柏弗，大塚，小島，長屋

ee会長挨拶，大会委員長挨拶，理事長の役員紹介

ee庶務報告，加盟団体52団体，石川，新潟，福岡は会員

　数が増加した．理事会は43年度3回，44年度4回，委

　員会7回，開催した，熊本大会の要望事項は12月24日

　文部省，厚生省に陳情した。

＋企画編集（栃原），会誌発行について説明，来年度研究

指定校を作る予定，法人化問題につき説明

ee学術普及（川ド∫（敏）），学校歯科研究協議会について説

　明。記念の鐘を学校歯科の鐘と命名する，よい歯の学

校表彰，奥F寸賞につき説明

ee会計（亀沢）44年度会計現況報告，45年度会費を年額

800円にする理由を説明，賛成を得る。

議事，総会に提案される議案を審議，議決した。

第5回常任理事会

M4年11月6日（日歯会館5階会議室）

ee出席者：湯浅，栃原，川村（敏），亀沢，向井，丹羽，
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　榊原，山田，窪田，小沢，川付（輝），1族鰯小島，大

　塚

ee庶務報告　本会会員で，受賞された方々にぱ祝電を打

　ったc逝去された平岡昌夫理事（大阪）に弔電を打っ

　た、

ee会計報告（亀沢），歯科医師会の中に入ったためか，会

　費の納入が悪いところがある。会長と栃原副会長で善

　処する。

→←日学歯主催のヨーロッパ視察観光団譲告（亀沢），142

　名が病気等で137名になったが，全員元気で無事帰国

　した。WHOのバームズ事務局長との対談等，よい収

　穫があった。

ee第19回全国学保研究大会（11月22～24日）（栃原、

　　この大会で初めて口学歯会長宛二招待状が来た

　　佐世保市の学校36佼中32校がよい掬の学校麦彰を受

けたので，交部大臣をから表彰された．

　　閉会式を班別二やった．

　　速羅をくばり協議したことは，このk会初めてグ）試

kであった。

　学校歯科医の懇談会を鶴丸ホテルて開催した。

勢文部省審議会における資料の報告（亀沢）

協議事項・第33回大会の事後処理は12月20日までi：陳

　情交を作る。

　　17号会誌の発行は7月頃の予定。

　第33回大会の決算，1，102名出席。

　第34回大会i二ついて，

学術委員会報告

　5月20日の学術委員会において，能美文蔀省教科調査

官から，文部省保雌体育審議会の学校保健の審議状況に

ついての説明と，同審議会の委員である本会の亀沢副会

長，相田孝信理事から発言内容についての説明がされ



レ

た。その状況報告書を掲載する。

菅文部省保健体育審議会に於ける学校保健の歯科に関す

　る審議状況報告

女部省保建体育審議会　審議議委員　亀沢シズヱ

　　　　　　　　　　　　　　　相田考信

　43年12月より委員二任命され毎月2～3回の会議が開

かれております。

諮問事項

　「児童生徒の健康の保持増進に関する施策について」

1）学校における保健管理体制の確立について

　・学校医，学校歯科医，学校薬剤師に関する諸問題

　・地域における保健組織（学校保健委員会等）

　・地域における保健関係機関組織（保健所等）の関連

　　について

2）　健康診断の項目，技術および方法の基準について

3）学校環境衛生の改善充実について

　　などであり，委員のメソバー一一・は次のとおりです。

　東　　俊郎（順天堂大学医学部教授）

　五十嵐貞蔵（神奈川県学校保健連合会長）

　小栗　一好（独協大学教授）

　亀沢シズヱ（日本学校歯科医会副会長）

　木屋　和敏（東京新聞論説委員）

　千葉　タツ（日本学校保健会理事）

　時実　利彦（東京大学医学部教授）

　永山　芳男（日本学校薬剤師会副会長）

　西田　　剛（日本学校安全会理事長）

　坂東　忠彦（川崎市立宮前小学校長）

　相田　孝信（朝霞市立朝霞第三小学校歯科医）

　石河　利寛（東京大学医学部助教授）

　岩尾泰次郎（日本学校医会長）

　江口　篤寿（立教学院診療所医師）

　大喜多敏一（国立公衆衛生院公害衛生学部大気汚染室

　　　　　　長）

　北　　博正（東京医科歯科大学医学部教授）

　白戸　三郎（神奈川県教育委員会参事）

　陶山　千春（神奈川県伊勢原町教育長）

　千葉　保次（日本眼科医会常任理事）

　辻村　泰男（お茶の水女子大学家政学部教授）

　伝田　俊男（国立小児病院第1外科医長）

　西村　三郎（都立白鴎高等学校長）

　藤野　和子（豊島区立高松小学校養護教諭）

　般川　幡夫（東京大学教育学部教授）

　堀口　申作（東京医科歯科大学医学部教授）

　付本　孝光（足立区立千寿第4小学校教諭）

　山中　正一（市川市立真間小学校学校薬剤師）

　予想される協議内容としては次のようなことがちげら

れました。

1）学校における保健管理体制の確立について

　①保健主事について

　②養護教諭について

　③学校医，学校歯科医，学校薬剤師について

　④学校保健技師について

　⑤学校保健管理体制の範囲

　　ア　学校内の体制

　　イ　地域の協力体制

　⑥その他

2）健康診断の項目，技術および方法の基準；二ついて

　（児童，生徒，学生，幼児）

　①健康診断のあり方について

　②検査の項目について

　③方法および，技術の基準について

　④その他

　　（教職員）

　①結核の取り扱いについて

　②成人病の取り扱いについて

　③精神，神経疾患について

　④その他

3）学校環境衛生の改善充実について

　①「基準」をすみやかに実施する

　②公害問題の取り扱いについて

　③その他

ee議題になった主な事項

1．養護教諭の養成課程が複雑であり，特に歯科衛生士

　養成機関からの養護教諭は，成績が良くないと発言が

　ある。

2．学校歯科医について

　　勤務日数，報酬などの問題，地域差，個人差の問廼

　さらに専門医の組織委嘱の問題などについて，文部省

　の積極さを望む声が出た。

3．学校医，学校歯科医に対する研修として，講習会の

　開催などに勿論だが，大学の養成課程において，もっ

　と公衆衛生（特に学校医としての職務）を指導すべき

　だと考える。

4．現在，学校病の主なものは，近視とむし歯である。

　　今後，むし歯は増加するであろうが，患老数の増加
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　と歯科医の数との関係を考え，その方策を検討する必

　要がある。また，むし歯は，公害であるという考え方

　で検討すべぎである。むし歯の予防と治療については

　管理面だけでなく教育面の強化をはかるべきである。

5．学校保健委員会が形式的に終わることなく実資的内

　容を持つような施策を考えるべきである。

6．就学児の健康診断について

　（1）実施時期

　　　施行令第1条

　　　特に歯科においては就学前に，充分に治療を行な

　　うべきであるからその時期は可及的早い方が良い。

　（2）検査項目

　　　施行令第2条

　　　歯の疾病及び異常の有無は，口腔及び歯の疾病と

　　改める方が良い。

　（3）按術的基準

　　　施行規則第1条　十三

　　　歯の疾病及び異常の有無はう歯その他の歯疾につ

　　いて検査し，不正咬合こついても注意する，

　　　歯の疾病を口腔及び函の疾病とした方が良い。

　　診断票

　　　施行令第4条第1項　第1号様式

　注　11「歯」の欄，次による。

　　イ）「う歯数」

　　　（1）　「処置」乳歯と永久歯のう歯のうち処置の数

　　　　を記入する。

　　　　この場合の処置歯とは，充填（ゴム充填を除

ヨ’鳶補綴（金憲一繍歯深工熱ゐ始騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　によって，補綴（金冠，義歯等）にした方がよ

　　　い。

　　ロ）「その他の歯疾」

　　　要抜去乳歯（抜去を必要と認められる乳歯）不

　　正咬合（不正咬合であって，矯正手術，徒手的矯

　　正，不正習慣の除去等の処置を要すると認められ

　　るもの）等のある者については，その旨を記入す

　　る。

　　　その中で徒手的矯正は除いたほうがよい。

　　　要抜去乳歯については検討を要する。

　第2号様式の1

　注　担当歯科医所見の記入欄を大きくした方がよい。

ee学校歯科医の任命及び委嘱について

　地区歯科医師会の推薦を求むべきだが（弊害がないで

もない）児童，生徒，学生，及び幼児の健康診断（施行

規則）

第3条　時期

　歯の検査は定期（4月）だけではなく年に2～3回ば

行なう必要がある。

第4条　項目

　3．大学においては歯の検査は，除くことができると

　　なっているが，いれるべきである。

健康診断票（規則第6条）

　第3号様式

　（注）　（4）要抜去乳歯については

　　　　　　病名でないこと，小児歯科，矯正学的立場

　　　　　からその取り扱いを慎重にすべきである。さ

　　　　　らに検討を要する。

　　　　（5）……永久歯にあっては4分類の未処置歯に

　　　　　分かつ。

　歯科以外の委員より4度分類の必要があるかないか質

問があった。現場の声としては4度分類がなくなると非

常に能率的に検査ができるという意見も出た。また，現

場教育の教材としてう歯をあげる場合，4度分類は必要

であるという意見も出た。

　歯科系委員としては，歯科医の仕事として当然残すべ

きだし，現場教育の教材として，4度分類は必要である

という意見と，従来より学校歯科医の検査と臨床家の診

断とがくいちがうためのトラブルが多い。

　学校でする検査はふるいわけであるから，管理の対象

になる歯牙を見つければよい。それにはC1でもC4でも

同様である。検査に要する時間が，4度に分類するため

に多く費やされる。これを中止して，年2回ないし3回

の検査を実施して，出来れば検査時の保健指導を実施し

たい。などの理由で4度分類は，はずすべきだという意

見と2つの考え方が出されたが，これは日学歯の統一し

た見解を出してもらうべきだと保留された。歯齪炎は，

歯肉炎としたほうがよいという意見が出された。

　追加すべき点，要望すべき点を御意見御教示願いた

いc
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ヨーロツパ視察

第1回日本学校歯科医会

欧州学校歯科保健事情視察団記録

東京国際空港（羽田）出発

　1969年10月29日午前7時（SAS．　DC．8）視察団乗員含

めて140名あまり，スカンジナビア航空の受付に集合，

搭乗手続きの一切を終了する。手続終了後貴賓室に集ま

り湯浅口学歯会長よりメッセージがあった。　「亀沢団長

に視察団の一切をお任せする」とのごあいさつがあり，

これに対して私は「榎副団長ととも二視察団の140名が

りっぱに視察を終えてぶじ帰国するまでの一切をお引き

受けして出発いたします、と答える。

　会長から美しい花束を贈られ感激した。

　丹羽理事長の万歳の声におくられて視察団一行は専用

機に搭乗した。この専用機は航空会社の厚意によるもの

で最新最大のジェット機を使用し，その上二SASの会

社からの優秀社員蜻沢氏も搭乗する。

　ファーストクラスには，83歳の椎貝先生を初め82歳の

山本先生次々と年齢順二乗り，飛行機の中ではわが家の

ように愉快に語り合い映画も上映され空の旅は楽しく談

笑裡にアンカレジニ到着，給油の後早朝ロンドン到着。

ロンドン

　ロンドンは昨年東学歯会員がカウソテt一ホール（市

亀沢シズヱ

庁舎）にて学校保健関係の役人である歯科医師，医師，

衛生士ほか純粋の関係役人6名と学校保健についてくわ

しくディスカッションしたので今年は訪問しないことに

した。

　しかし，団員はなかなか承知しない。なにがなんでも

ロソドンではよく睡眠をとることが，いかに大切なこと

であるかということを説明したが，勉強意欲旺盛な人び

とには話にならない。しかし初めの休養はこの旅行に先

立つ一番大切なことであると説得。その夜40度からの熱

を出された先生があったが親切に看病して下さったドク

ターには頭が下がった。外国についたらまず1日はゆっ

くり体を休めることであるという言葉は，数日をへて一一

同に解ってもらえたが，ドーバー海峡の船の中でもロソ

ドンのことをいってせめる人もいたc

　ロンドン橋はすでにアメリカに売られてほとんど解体

を終わるであろうというふうに見えた。

　ここでロソドンについてどうしても特筆しておかなけ

ればならないことは，環境衛生の問題である。イギリス

は社会保障のよく行き届いた国であるが，財政的な危機

に見舞われながらも，国の力でスモッグを追放してお

り，私たちが訪れたときも，東京よりはるかにきれいな
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脚幽、

薯

ロンドンテムズ河畔にて　警察権をもっているイエローおばさん（日本の

みどi；のおばさんに相当する。ただし日本では警察権はない）

風景を見ることができた。

　二そッグのために死者数千人を出したロンドン市がこ

のような青空をとりもどしたことは，人民が幸福に生き

るため1こ，どうしたらよいか，ロンドン市民は知ってい

て宙民の各自が解決策を考え，官民一体一致団結して空

が青くなるまで努力したからである。環境衛生として保

健をあずかるものには，これだけでも大きな収獲ではな

し・だ・と．患うc

　歯科治療は1シリーズが1，400円程度で，6ヵ月に1

回よ必ず歯の検診をするという政策がとられ，18歳以下

は全部無料である。

　バス4台に分乗ロンドソ市内見物に，ピカデリーでは

ヒ・ピー族のたむろする姿も見た。伝統を重んじる国に

亀．こつような人たちのいることに興味を覚えた。ロン

ドンのことはこの位にして，後日Pンドン編を別に書き

ナこL・と，1£うG

　Ptンドンのビクトリア駅からドーバー駅に下車して連

絡瓠二のり，百年戦争で有名なドーバー海峡を渡る。白

い崖を船上から眺めつつ，イギリスを後にしてベルギー

Otステンド港に向かった。
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アンカレジ空港　待合せ中のショッピソグ風景

生，最高齢者

喉曳．

ベレー幅は83歳の椎貝先

テムズをへだてて望む国会議事堂，向かって右側は満82歳の山本先生（秋
田）

ベルギー

　ベルギーのオステンド港には，イタリアの精鋭バス4

台（ヨーロッパ縦断専用バス）が待機しており，それに

分乗してヨーロッパ大陸最初の宿泊地首都ブラッセルに

向かう。

　ブラッセルという所は全く旅人の心をやわらげる，な

んとなく暖かく抱ようしてくれるような都である。ナス

テンド港にっいた時から，その国の夫婦がわれわれを見

て，おだやかに腰をかがめるようにしてほほえみ，夫婦

は顔を見合わせてはニッコリと笑う。その姿はブラッセ

ルで幾たびも出会った。ほんとうになんとも言えないふ

んいきである。私だけではなく，他の人達も同じ気持ち

であったと，後日話し合った。

　人口は130万余，小パリともいわれている町中にチャ

ー チ，スパイヤーの多いのが印象的な静かな都会であ

る。ベルギー全体でも九州より小さい。

　有名な大広場がある。広場は11世紀以来幾多の歴史の

うつりかわりに関連した場所である。その大広場からそ

んなに遠くない所の街角に，有名な小便小僧の像があ

る。もとは王子であったとの話。

　この都は中世がそのまま生きているような錯覚に陥り
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ロンドソバッキソガム宮殿前の出を

待つ騎馬巡査と浦先生と私

ブラッセルの町角にある小便小僧は

思ったより小さかった

ベルギーオステアド港着　パス｝こ乗る萄〔前

ベルギーのオステソド泄における団員

そうだということを聞いたが，まさにその通りである。

この静かな都を後二してフランスに回る．バスの中から

眺める風景は街もひろびうとし，フラソス風の住宅地を

夫婦そろって教会へ行く姿がそこここに見受けられた。

人びとは非常二人なつこく人情味にあふれている。家な

みがこせこせして来たと思ったらフランス国箋に近くな

っていた、フラソスに入国する。

パリ

　パリのグランド・ホテル・ド・ルーブルに宿泊する。

花の都一v，よ1変より2度，2度より3度と行くたびに

美しい都，花のパリと感じる。特に夜のシャソゼリゼの

美しさは，見kものでなければ，わからない。

シャントネ・マラブリー高中学校

　フランスは誰もが知っているから，学佼の説明のみと

する。シー、・ントネ・マラブリーを見学。高等中学校（パ

リ郊外にある），　生徒数は1，860名。このうち，300名は

スポーツをする，

　毎週木曜日は休日，男女共学であるが教室は男女別々

である，保健室は，男女ついたてでしきられている。10

歳から18歳までの生徒が通学している（フランスは6歳

から18歳までが義務教育）。

　歯科検診としては，特別に行なわず，1年1回全身の

検診をするが，治療は学校でしないとのこと。校医とし

ては2名で開業医と役所より派遣された歯科医師であ

る。前者は1．5L｛，後老は2日，2人で3．5日週勤。こ

れらの歯科医の任命権は保健省がもっている。しかし病

気を発見すると直ちに家庭および，ホームドクターに報

告する。フランスにでは私立学校は一校もなく全部国立

である。

　このうち，スポーツをやる者は別にたびたび診察を行

なうとのことである。学校に日本の養護教諭のような人

が2人いるが，日本と異なっているのは，1人はアシス

タントで家庭の経済的な悩みとか精神的な悩みを相談さ

れる人で，いま1人はナースで検診，げが，痛み，その

他軽い医療事故等をとり扱う。

　2人は常に相談し合って分担し責任をとり合ってい

る。いずれも保健省から差しまわされている役人であ

る。2ノ、と話をしていると，フランスでは今郊外の歯科

医の不足は深刻で，むし歯の痛みを訴える人が多いとの

こと。この学校でも8～10％の罹患率を示しているとい

う。

　フランス市内の歯科医の数はこれほど深刻ではないと
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パリの学校視察　国立高等中学校
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学按歯”f’tt生視察　シヤントネ・マラブリー国立高等中学咬（パリ郊外）

パリ学、．視察　学生は思わぬ珍客に大薄び（愛すべぎ青年等よ　かれらに

国箋はない）教翻と生徒と私

パリ学校裡察　視察団一行の熱心な視察ぶり

いうことであった。

　保健教育は生物の教課の中に入っていて，1週に1～

2時間ある。学校では生徒自身の自治的な保健活動もな

く，したがって生徒保健委員会もない。父兄で構成され

ている保健委員会のようなものがあるというが，システ

ムがはっきりしない。学校では歯を暦くことを非常に奨

励しているが．1口1回朝みがくことが多く，3度はや

らない。寄宿舎でも朝は必ずブラッシングしていること

はみとめる。学校での一番大きな悩みは，男女交際の問

題にっいての指導であるという。

　次に食堂に案内された。校舎から200m位はなれた校

庭の向うに2階建ての家がある。1階の入口を入るとナ

ソバーの付いた室があり，その室の中にちょうど高さ2

m弱位の水道の蛇口がたくさんならんでいた。ここで生

徒は手を洗い階段をあがり，2階の食堂に静かに入って

行く（先ほどの2m弱の蛇口はちょうどうがいをするた

めでもあることがわかった）。

　2階の食堂，よ大ぜいの生徒が上がって行ってもほこり

がたたないばかりでなく，1人ずつ係の人が食物をとっ

て順序よく渡す、先生の食事をする室ぱ別で，多少室が

狭いtごけですべてが全く同一であり，調理室などは実に

清潔そのものである、消毒も完ぺきである。

　この学校の生徒たちは自室で食事をするものと，食堂

でするものと2種類ある。フラソスでは学校給食はな

く，食堂で食べる生徒は登録して，父兄がその料金を支

払うのである。登録したものは，食事をしなくても父兄

は払うっ

　もちろん，その額は父兄のみが払うのではなくて，ほ

とんどば政府が負担するのであるが，この学校では上級

生の5～8年生までが1力年分として189フラン（1フ

ラン＝63円）を支払えばよい。1年から4年は174フラ

ンを払う．ちようど私たちが学校を訪れた時この給食費

の父兄負担分が30フラソ値上りになって，生徒たちは私

たちにどラを渡した，皆カメラをもっていたので，日本

からストにっいて取材に来たのかとかんちがいをしてい

た一：あんなまずいものを食べさせられて，値上げとはけ

しからんといきごんでいたが，授業が始まるとニコニコ

しながら，実に秩序整然と教室に入り，おとなしく授業

をしたの，こは驚いた、

　学校としては禁煙であるが，休み時間に吸うものもい

るのて困るとのことで，別にとがめもしないが，フラソ

スは，三色の国旗が示すように自由，博愛，平和を地で
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いっているのではないか。先ほどの男女問題もうなずけ

る。自由か放任かに自分たちぱくびをかしげた。

フランスの社会保障制度

　子供1人に政府から援助金を出す。

　2人になると倍，3人になると2倍半になる。男女は

小学校から共学ではあるが，教室は別々で教育するのが

原則である。

　この学校の医’ブL録を次ベージに紹介する。

　　男子（G）は黄色，女子（F）はピンクである。

フランスの幼稚園（パリ市内）

　6～8歳位までの園児が200人いる幼稚園を見学。午

前9～12時30分まで。12時30分になると昼食で家庭に帰

り，午後は1．30分～3時までとなる。昼食が終わると家

族は幼稚園の玄関に園児をつれて横60cm，たて1m位

のくぐり戸のところまで付きそってくる。父母はくぐり

戸の中の先生に子供を渡すとすぐに帰る。受けた先生は

園児を庭につれて行く。泣くような子供は1人もいな

い。幼稚園の庭に入り子供と遊びながら，先生に質問を

WHOで一忽【！liハッピを贈られてごきげんのDr．パームズに・・ノピを口

長が着せたところ，女：斐はメイヤーズ嬢（アメリカミシガン大学出身）右

は井合先生

したと二ろ．次のように答えたc

●月：二1回換診は歯科大学に行って行なう以外；こ，朗稚

園では特別に歯に関する指導は行なわない，しかし歯科

の料金が非常に高額なので，早期検診の結果を幼稚園が

速やか二父母に通知する。そして早期治療をするよう；二

指導し勧告する。その父母と子供は直ちに治療する．し

かし治療しない子供があると1ヵ月内1回検診があるか

ら，また勧告書を出されるので，必ず治療することにし

ているという　とであった。子供たちの歯は非常に美し

かったので一同感心した。

　後で園長は奥の部屋で千代紙，折り紙，切り紙等の加

工したものを見せてくれ，これらはみな日本から来る教

材であるとのことに，私たちは驚いた、日仏文化の交汽

と心のふれあいを，世界は一つであるという感を強くし

た。フレーベルの教えを基本として勉強した自分を思い

うれしかった。

　翌朝，花のきれいなルーブル博物館の中庭は，ちょう

ど，ホテルの庭のように感じろれた，

　遠くエソフェル塔をのぞみ，かつてのFDIのフラソ

ス大会の時のシャイヨ宮殿も見える。一昨年こ二に一千

人も入場しジャパンといわれた時に，女性はみな口本の

工21
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着物を着て立った姿がほうふつと浮かんできた。あのは

なやかさをうっとりと思いうかべた。一同記念撮影をし

て，3日間にわたるパリの視察も無事終えた。

アインヨノ

　その日，パリを後にフランスの田園風景を車窓に眺め

たがら並木の美しいナポレナンルートを一路エスカルゴ

で有名なディジ。＝ンへ。ディジョソの町ぱスイスアルプ

スに近く，セーヌ川の源流が発しているところ。落ちつ

いた町のあちこち二由緒深い教会や，建物が見られ，す

がすがしい気分を味わうことができた。大理石でできた

WHOの機構

ルドコ博士ソ連出身
バームス博士　ナーストラリア出身

メイヤーズ嬢　アメリカミシガソ大学出身

　AMRCO
　ワシントン
　　」一
　（歯科）

レストレロ博士

ジレスピー博士

無名戦士の墓の美しさは印象的であった。ホテルの削の

公園もすばらしい。いよいよ待望のジ＝ネーブに入った

のは夜であった。

ジュネーブとWHO

　ジニネーブは140人が4つのホテルに分宿した。エぎ

ツ　　フエニシヤ，ウインザー，ベルソと別々の夜は初

めてできびしかった。エポックで翌朝の相談をする。11

巨6日．WHOの訪問，翌朝WHOでは，まずドクター

バームズが，私たち一行を暖かく迎え，国連の中でのW

HOの役割とか，　WHOの機構を説明した。

W
　一（歯
科
）

　WPRO　　　EMRO
マニラ　　　　アレキサンドリア
　　　　　　　　　　　　1
オーストラリア　　　　　　　　　　（歯科）
カンボジア

中　国

日　本

韓　国

ラナス

マレイシア

ニュージーラソド

フィリピン

シンガポール

ベトナム

ウエスタソサモア

WHO本部の3人の主たる分担

Epidemiology……バームズ博士

私たちを迎え，講演（歯科疫病学）してくれた

Information……メイヤーズ嬢

　（情報）

Man　Power（人事）……ルドコ博士

　　　　　　　　　　　不在，当日ジニネーブ着

研究内容及び方法

　書類の他にナーラル・システムによる歯科保健知識の

普及をはかる。そして歯科保健に関する活動等について

有意義な講義をしてくれた。質問はデンタルナースとう

歯予防の相関関係，WHOとFDIの関連，砂糖消費量

とむし歯の関係。

　EU’RO　　　　AFRO
コペンハーゲソ　ブラザービル

（歯科）

コストラソ博士

チェコ出身

SEARO
ニュー一デリー

Collective　Research

Programme

　集団的研究計画

National　Planning

　　　for
　Dental　Health

歯科保健のための

国家計画

大体以上∫三つのセクションに大別されるが、この三つめ分

野がお互いに協力しあって、WHOの活動推進にあたっている。

c←WHoc．各国政府の要請によって働きかけるがFDI

は各国の歯科協会を通じて働きかける。
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WHO視察団を代表して団長の署名風景

゜隔一■一一一ke

pt－］ikl－1－［‘

ローマ市内　団長はどこへいっても子供と仲よし

トレビの泉のほとりにおける団長の国際規善風景ローマの（兵土）

ローマの子供（この10人の子供たちの口の中を見た　堀先生）

　WHOとFDIの共通する大きなテーマはフッ素の問

題と児竜生徒学生の定期検診などであること……と話は

つきなか一）た　時間の制約があるので4〔1名はレセプシヨ

ン∴招待されてブドウ酒に頬を紅潮させながら内部の参

観をきせてもらった。

　最後にドクター・バームズらに贈りものをして意義深

いWHOの訪問を終えたc

　WHOについてもっとくわしく説明がないとわかった

ようなわからないような気がする方もあると思う。WH

O本部からいたゼいたものを資料として口本語に訳して

みましたが，誌面の都合があるので本会1、眼には1／3位の

大切なところだけ掲載した。後の2／3は必要に応じて次号

二のせたい，

WHOとは何か（World　Health　Organization）世界保健機構

　WHOは独自の加盟国と財源をもち，1946年ニューヨ

ー クで開かれた国際健康会議で起草きれたWHO規約と

国連憲章に従う独立した国際機関である。1946年4弓7

日のこの口は以）に世界健康日となった。

　WHOの仕事はすべての健康の局面をおおい，まず保

健業務の改善と国家の指導を鼓舞することに向けられて

いる。その管理機関であるWHOは各1票の投票臼をも

つ加盟国の代表者によって構成されている。毎年3週間

行なわれている会議では，保健政策が確立きれ，前年の

仕事が反省されると，翌年のプログラムと予算が，採択

される。

　毎年24人からなる3年間勤務の理事会メンバーのうち

8人が改選される。

　理事会は最低年2回開かれ，WHA　ql堺保健会議）

の決議を実行に移し，地震・洪水などの緊急事態に対処

する。

　WHOは6つの地区事務所を持つが，アメリカ地区は

PAHO（全米保健機構）の理事会がその任についてい
る。

　地区委員会は年1回行なわれ，当該地lx二の保健業務を

反省し，その継続と発展を計画する。各地区委員会の計

画はWHO本部の理事長によって理事会とWHAの罫、「

に統一される。

WHO加盟国

　1966年7月現在WHOには126の加盟国との3の1勧11

盟国がある。
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財源（予算）

4St音i35駐R呈r資金　　0．97つつ

会、義費　1．38％

管理費6．8490

会議費

1．38％

伝染病技滅

27．39％

公衆衛生4仕

　16．64％

惣｝、保護教育と

と増巡　　調練

8．06％　　6．2996

調査を含む

その他の活動

　12．87％

生物学非　保
薬理学伝　健

渤楼鉾
1・76％霧2・7°％

　　　1釜、％

地区

事務所

9．52％

財源

　WHOのプログラムは機構の通常予算，寄付，国連の

開発計画，その他によってまかなわれている。

通常予算

　1967年の通常予算1よ51，515，000ドルである，天然痘撲

滅プログラム初年度費用2，415，000ドルを含んでいる。

予算は各加盟国のフトコロ具合に応じた分担金によって

まかなわれる。

寄付

　1955年にマラリア撲滅会計がWHOによって創立ざ

れ，加盟国その他に寄付を1呼びかけ，20，700万ドルL；」、上

に達した。1960年と健康増進のための寄付による基金が・

作られ，通常予算内ではまかない得ない，、｛画を遂行する

ために使われてきているc

PAHO
　PAHOは全米の加盟国の分担金二よtてまかなわれ

ている。理事会はその独自の予算，WHOの通常予算，
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その他の財源の下にプログラムを推進している，1967年

に：よ2，100万ドル以上が見込まれている。

国連の開発計画

技術援助

　開発途上国の国民経済，住民の社会福祉と経済のレベ

ルアップ達成を保証するのがこのプログラムの目的であ

る。全予算5，000万ドルのうち800万ドルがそ7）プコグ

ラムにおけるWHOの分である。

特別基金

　特別基金の目的は低開発国の発展1　：．援助を与えること

である。WHOはこの基金によって主に上下水道の発展

1）計画をまかなっている。

ユニセ7

　国連総会で特に低閉発諸国の児童の緊急及ごご長期の要

求に応ずるためユニセフが創立されたが，ユニセフとW

HOは密接に協力し合っている。　WHOは技術計画と援

助にたずさわり，ユニセフは主に食料援助にたずさわっ

ている。

WHO本部二ジュネーブ

　第1回WHAはジュネーブで1948年に開がれ．そこが

本部とされた。ここには国際検疫所その他のWHOD全

世界的仕事が集中されている。本部員はWHA，理事会：こ

仕え全管理機能の遂行に当たるc技術部員は医学調査プ

Pグラムや地区事務所への助言の仕事に当たっている，

　ジユネーブは国際的な町で，多数の国際機関が可在し

ており，赤十字社本部も国連もかつては軍ttr会議で栓岡

洋右が国連を脱退して，席をけって帰ったという二とも

巴い出された。

　ジ＝ネーブでWHO訪問をされた県の代表の方々よ見

物もシ。ッピソグも時間が非常に少かったことを気の毒

二思ったが，私も何度いっても中に入ることが出来なか

ったのが10年来の望みがかなえられたので満足しh、

モンブランからミラノへ

　当日は曇っていてジr一ネーブからはるかに見えるモン

ブラソ（白い山）が見えない。私達一一行はミラノニ向か

った。フランスとイタリアを結ぶ有名なぞンブラン・ト

ソネルの前でしばし休憩した。美しい白い山を跳めなが

ろ11キロに及ぶモンブラソ・トソネルを通り抜け’イタ：1

〔

b
ラ
一
81

国連におけるWHOの関連国

ア，フラソスの国境にかかる。

　国境でバスが前に3台通過したかと聞いたら，イタリ

アの税関はバスば2台しか通らないとのこと，私の心配

は全く想像以上のものである。ナポレオ’ンがイタリア遠

征の時つくった門をくぐり，ミラノに入ろうとしたがき

がきでない．ホテルに着いて1台の車は未着，待つこと

しぼし。後で1台がホテルに到着し，ほっとした。なん

とモンブランの頂上までリフトで登ったとのこと，うら

やましい限りであった。

　きてイタリアのミラノ見物。ドウナモ寺院は世界一D

ゴシック建築，美しいステソドグラスも有名である。世

界一ぜいたくな記念墓地，その美しさは印象的で忘れら

れない。大理石，青銅などの彫刻が数万を数え大美術館

のようである。

フローレンス

　翌朝，フローレンスに向かう（フローレンスではホテ

ル・ラ・クローシュに宿泊）。イタリアルネッサンス揺

らんの地，世界で最も古典的な芸術の香りに包まれた歴

史的な都，また花の都，日本の京都にあたるゆかしい町

ともいう。せまい道路と，どっしりとした建物があり先

年の水害の水のあとがくっきりと線を引いていた．



巨

7

イーストマンクリニック訪問　門前で学生たちのデモが（試験科目がふえ

たので）待ちかまえていた
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等

イーストマンクリニック視察　矯正の10力年連続模型は整然として分類

されていた

イーストマソクリニック入ロ鼠景　つねに患老出入が櫓えない

・撃・ 1三超謂瀞：，、一

．1ピ　　　　・

ローマ（チヤソピーノ離陸寸前）空港風景

お別れだ！

いよいよイタリアとも団長とも

　ミe・一ランジェロの丘から眺めた花の都フローンンス，

この丘にそびえ立つダビデの像，また第2次世界大戦に

戦火をまぬがれたただ一つの橋はアルノ川の上にかかっ

ている最も古い堅橋で，625年もへているという。昨年も

悉い出の僑上二はみやげものなど並べてある。その、まか

丸i：紫の紋章メディチ家，ミケランジェn，レナナルド

・ダ・ビンS－，一大ルネッサンス芸術。みんな今一変，

・bっくりと行きたいと思う。

フローレンスの町の学校制度

　小学校6年，中学3年，高校5年で，各種Z）専門学校

もあるz大学は文学部4年，医学部6年。大学はだれで

も入れるが，試験がむずかしく，卒業は困難である，

ローマ

　最債の宿泊地ローマに向かう。ローマでは，グランド

・コン＝＝ネンタル・ホテルに宿泊する。イタリアは国中

いたるところに無数の文化的遺産と廃虚が入りまじった

ヨーコッパの博物館だと言った人があるが，ほんとうに

そうだと思う。一歩南イタリアの方にふみ出すと，景色

のよい自然美；こめぐまれたヨーロッパの公園である。

　永遠の都ローマも2，700年の歴史，が生んだ無数の遺跡

と廃虚が昔のままの姿で迎えてくれる．海神トリトーネ

の像が，大きなホラ貝をもって水をふいている「ローマ

の休日」で有名なトレビの泉が水をたたえ，墳水がすば

らしい。この噴水にうしろ向きになってコインを入れる

旅人は，また再びP　一一・’Vを訪れる二とができるという伝

説がある。私は行くたびに入れてくる。今度行った人び

ともたくさん入れたが，悲しいこと二私共が帰国すると

しばらくして，水のないためとトレビの噴水は止められ

たとのこと。噴水の都も困っていると思う。

　コロセウムは，1世紀の後半にお：ナる古代ローマの権

力と栄光を象微した，楕円形の大闘技場である。暴君ネ

Pの迫害を受けてライオンの餌食となったノ、びとをしの

び，5万ノ、の観客を収容したといわれるFil大なこの闘技

場にためいきをつきながら眺めた。われわれの脳裏に

は，この様相を描いて，なんと残酷なと考えていたこと

であろう。カラカラ大浴場跡，2，000ノ、もの人が一度に

入ったという。

　方々歩いた中でカタコンベという地下墓地を訪ねたの

が印象的であった。たいていの案内老はそこへつれて行

く。キリスト迫害のはげしかった2～3世紀頃，信老た
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ローマ，チャンピーノオー直」にて団長とともに見送る人びと

服部，ミスターシユミツト

ちが地下墓地を集合場所として信仰を語り合ったといわ

れる。その中に法王の墓もあるこという。

バチカン市国

　ローマの西端の方にバ千カソ市国がある。世界中のカ

ソリックの総本山として，宗教界に君臨し法王を頭に頂

いている。面積は0．44km2ということ。国境らしいも

のもなく，税関も役人もいないが，切手や貨幣も出して

いる独立した宗教王国で，1，500人の市民（主に聖職）

がいて，国といってもバチカソ宮とサソ・ピエトロ大寺

院と，それらの付属地ゼけでこじんまりとしているが，

宗教，文化，芸術の面からは，∫1：限の価値と興味の宝庫

といえるとのこと、

　サソ・ピエトP大寺院は世界最大の一番壮疵な寺院，

ルネッサγス芸術の殿堂である。ラフアエロ・ミケラソ

ジエロらの一一流芸術家が継承して完成されたというが，

寺院の向かって左側におもしろい服装の番兵が立ってい

るcこればミケランジエロの考案二よるものという。

　行った所を思い出して書いているときりがない。今頃

は団員のみなさんもあの国，この「qのさまざまなことを

思い出していることであろうと思う。

　私たちはみなが買物をしているとき，ローマの市内を

歩いていた。大きな広場があって，子供がたくさんい

た。日本のコインを持っていたので子供たちに与えた。

歯が悪くないかと聞いたら悪くないという。口をあけて

見せてくれたどの子も，むし歯はきれいに治療してある。

私たちは歯医者だと言ったので喜んで見せてくれた。

　歯の悪い子供たちは学校の授業を体んでも，治療をす

るということ二なっていると言った。担当医が学佼と連

絡をとる。そして治さなければ，学佼二来てはいけない

ことになv・ているというので，全くうらやましい限りで

ある。日本の教育ママも，子供を有名校に入れて，みえ

をはるより，健康をそこなわないでと言いたいねと，し
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やべり合いながら，ローマの町を歩いた。

ローマのホテルの朝

　朝旅行社から電話で九州の吉富先生の留守宅で男の赤

ちゃんが生まれ母子ともに健在とのこと。先生は初めて

の男の子で飛び上らんばかりに喜ばれ，私ども団員に尊

い外貨をみなで乾盃してと渡された。私はすぐにデパー

トに行き赤ちゃんに使用する袋を買って来て（みなさん

の総意による），夜報告し，みなの前で一同からといっ

て渡しk。その時ボーイのS一フが使用方法までコーチ

してくれてみんな喜んだ。

　それから団員の御厚意でお別れパーティが催された。

ローマのホテ’レはアメリカの団体もいっしょになって喜

んだ。最後に会社からみなさんにとブドウ酒が贈られ

た。とても優秀な団員であったとのこと，種々の芸が飛

び出し全く［本にいるようであった。会社と私とスイス

人のホテルのミスター・シュミットとに三つの花束が美

しい未婚の団員3名から渡されて感激した。どうか明日

のぶじを心二念じ，83茂の椎貝先生から感謝の言葉を頂

き，最後に山本先生からの万歳の言葉はおきょうに変わ

り，ともに無事を祈って合掌。

イーストマンクリニック見学

　翌朝，ローマともお別れの日いつの日かまた来ること

もあるとホテルを出発。1台のバスはどうしてもイース

トマンクリニックを見学したいとのこと，1時問早く出

発した。ちょうど，途中学生のデモ隊に会い，開いてみ

ると歯科大学の学生が，新学年限の延長に対する反対の

デモであるという。

　イーストマンに入った人たちは，まず矯正の模型のた

くさんあるのに驚いた様子であった。病院長は不在で会

えなかったが，副院長が代理で案内をしてくれた。院長

と私は，　ICDを通じストックホルム以来いっしよに

FDIに出席し，10年来の知合いであるが，残念であっ

た。昨年は，みなにカクテルパーティをしてくれたが，

今年はこちらの時問もないのでどうする事もできなかっ

た。彼は近く日木に来たいとのこと。

　イーストマソクリニックは，最初はアメリカの資金だ

けで開設されたが，現在では，イタリア政府が年間額は

忘れたが，援助しているとのこと。

　小児歯科専門にしていたが，今は一般の患者も見ると

いうことは，政府の援助があるからかとも思う。矯正専

門としてはイタリアに4つの有名な病院があり，ローマ

で10万人位の子供が矯正をやる。そのうちの7，000人位
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はここで治療して，後は各々の開業医とか外科の病院に

行くということである。

　そこでこちらからいろいろな質問をした。ORTODO－

NTIAの程度は，日本と変わりがないと思った。しか

し，イタリアの政府自身が学問より身体の悪い所を1日

も早く治させて就学させる，という基本方針をがっちり

させているので，ここの担当医と学校が連絡をとり授業

を休ませても治療させるし，かつ学校も治さなければ学

校へ斗（てはいけないという方針のようである，、

　そして担当医も，なるべく授業にさしつかえのないよ

うに，学校と連絡をとりながら治療しているようである

（この事を実行する以前は学校側と少しトラブルがあっ

たようだが，現在ではないとのこと）。また学校の検診の

際に悪い個所を発見した場合は，進んで学校の方から，

このクリニックに生徒を辿れてくるとのことでした。生

徒もここへ来るのは学校側の出席簿に欠席としないの

で，学校を大びらで休めるからド｛：んで来ると笑っておら

れた。どこの国の子供でも勉強がきらいらしく，学校を

休んでも欠席にならないというのは魅力があるらしい。

　以ヒもっとくわしく調べて後II会誌に報告する。

　やがて，私たちの旅も終わりに近づき，飛行場への時

間がせまって来た。別れを惜しんでバスに乗り，一路，

飛行場に向かう。チャンピーノの飛行場には，3台のバ

スが着いて，チャーター機は待っていた。みんなが集ま

れば，すぐに搭乗できる。乗ればすぐに出老できる専用

機はよいものだなあと思った。1人1人と梶fをして別

れを惜しんだ。ほんとうに帰国すれば，いつまた会える

やらと思うと目頭が，熱くなった。

　榎副団長によくお願いして，飛行機が見えなくなるま

で見送った。みんなのぶじを祈りながら，ホテルに帰っ

た。夕方コペンハーゲンにて大きなチャーター機にのり

かえるはずだが，1幾Lでみなさん映1由iを見ているかな，

買物のかき出しで夢中かな，それともグッスリ眠ってお

られるかなと，種々のことを考えるうちに夜のとばりが

おりた、，夕食を済ますと，金高氏と馬車に乗・・た。馬車

の駁者は非常に明朗な人で，種々話してくれたがなんと

なく，楽しめない、ホテルに帰ってまた外川してテルミ

ニ駅に行ってみた。ヨーロッパで一番近代的といわれる

市のlii央停車場は映画1終着駅」で有名になったローマ

の大玄関で，なるほどモダンな白い大理石の大きな建物

は独裁首相，ムッソリー二のおき土産ともいえよう。全

く終着駅である。何度きてもゆっくり見ることがない。

心落ちつかぬままに今日だけはゆっくりと見て歩いた。

便りが待遠しいQ

　翌朝，団員の安着が知らされると，同時に私たちは，

今度は今ひとつの飛行場レオナルド・ダ・ビソチ空港か

ら二：1．一ヨーク向け直行。ニューヨークで乗りかえるま

で，私は一気に1U〈・り続けた。みなさんとの思い出を夢に

見ながら，サソフランシスコで，東京都会員と落ち合

い，またヨーロッパと同じように，視察の旅をつづけ

る。団員のみなさま，御協力ありがとうございました。

学校歯科新書く改訂版〉

　2年半ほど前，山川君が学校歯科新書という木を出した。この本は歯科保健教育を主体とした，これまでにな

かった学校歯科の著1｝で，現在の学校歯科医の求めているものであるから，広く読まれるであろうと思ってい

た。当時聞いたところでは，学校保健関係専門の出1坂社から出したので，学校歯科医に知られないせいか売行き

が悪いということであ・，た。ところが1咋年の終り頃からしだいに売れはじめ，昨年の11月には品切れにな（た

とのことを聞き，自分の予想が誤っていないことを知った。

　昭和46年，47年の4月から，それぞれ小・中学校で新しい学11君旨導要領によって教育され，歯科保健の学習内

容も変わる。この機会に本書も新しく書き改められて出版された。総論では学校歯科教育の歴史から始まって，

学校教育，学校保健と学校歯科の関辻，保健指導や健康管理などについて理論的に解明し，各論では新しい教育

課程による歯科保健教育について、羊細懇切に述べているほか，幼稚園・小学校・中学校・高等学校などにおける

保健計画，教科学習，歯科保健活動について系統的具体的に述べているび）で，今後の学校歯科医にとって必読の

書といえよう。なお，／》度の改訂版の特色は教具の作り方と使い方という1節にある。歯科保健学習の指導口標

の1つ1つについて，教具の作り方とその利用法を述べている。これまでの学校歯科の者書に見られないところ

である。このような資料を学校歯科医から，学校教師に提供してあげたら，教育の現場ですぐに役立つであろ

う。（学校歯科新書（改訂版），東山書房，京都，定lllli　l，200円）丹羽輝男記
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日本学校歯科医会役員名簿
東京昂1品川区L左崎3－14－3（〒141）

千葉市通町71（280）

熊本市下通1－10－28（860）　（企画・編集）

東京都荒川区東11暮里IIIJ‘1－25－1（116）（庶務・会計）

大阪市住吉区帝塚山西5－34（558）　（学術・普及）

東京都豊島区南長崎2－22－8（171）

〒卜i，［llliIl了Jli2－26－19　（272）

東京都練馬区貫Jil2－2－5（176）（1，（f務）

長野県小諸市荒町（384）　（学術・編集・普及）

名古屋ll∫千種区観月町1－71覚王Ill荘（464）

東京都千代田区神1］］錦町1－12（101）　（庶務）
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千葉lif小仲台2－1733－6（280）（会，言i’）

和歌lil市梶取ll3（641）　（企両）

大阪lli城東区蒲ノ目ll工4－266（536）（企画）

滋賀県野洲郡守Ill町梅1刊（524）　（企画）
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青森ll∫本町2－6－2（030）
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岐阜li∫玉森町16（500）
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山形市本町1－7－28（990）
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東京都台東区上野5－14－4（110）
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横浜市中区宮川町2－56（232）

横須賀市汐入町2－45（238）

京都市上京区河原町荒神口下ル（602）

鳥取県倉吉市葵町720

宇都宮市砂田町475（320）

03－　（441）　4531

0472－　（22）　3762

・963－ lll贈1

夜03－（891）1382
L．S，03－（844）　1739

06－　（671）　6623

03－　（951）　8911

0473－　（22）　8976

03－　（990）　0550

02672－　（2）　0193

（学術・編集・普及）
　　大学　052－（751）7181

　　　03－　（291）　2621

自　　　　宅03－　（751）　4952

ライナン03－（624）1111

0472－　（51）　7395

0734－　（55）　1703

06－　（931）　5015

07758－　（2）　2214

　045　（701）　9369

　01772　（2）　3737

　0764　（21）　7692

　068　（52）　3531

　0582　（62）　0464

075－　（231）　3692

06－　（692）　2515

078－　（34）　6488

09422－　（6）　2433

0853－（21）　0486

0878－　（21）　3172

02362－　（2）　3677

　01882　（2）　4726

　07672　（2）　0051

0252－　（22）　3721

03－　（831）　6066

04796－　（2）　0225

03－　（268）　7890

044－　（22）　5250

　045　（231）　4650

0468－　（22）　1248

075－　（231）　1573

　　　（2）5428

0286－　（33）　2980

「

」

●

e



監　　事

顧　　問

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

参　　与

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

夫
夫
信
櫻
実
雄
男
弘
勉
郎
三
信
雄
雄
徳
豊
吉
三
郎
策
栄
一
勝
清
治
夫
吉
亮
郎
尚
夫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

徹
恒
重
清
　
俊
英
　
　
朋
次
見
俊
鐘
重
　
勇
貞
勝
正
　
忠
　
　
宮
昌
兼
栄
健
　
貞

島
中
山
本
原
島
村
屋
原
田
井
田
口
挽
部
貝
原
田
本
川
田
田
田
内
藤
岡
林
　
内
瀬
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

小
竹
栗
岡
中
鹿
中
長
松
池
石
今
野
地
渡
磯
榊
上
橋
石
浜
坪
前
堀
後
平
平
境
久
一
大

東京都日黒区中1－1黒3－1－6（153）

神戸市垂水区塩屋天神平298（655）

東京都文京区西片2－12－20（113）

名古屋市千種区猪高町高針字梅森坂52－436（465）

武蔵野市古祥寺南1－一一一13－6（180）

東京都千代田区永田町参議院議員会館内（100）

東京都千代田区永田町参議院議員会館内（100）

名占屋市千種区堀割町1－17（464）

東京都文京区本駒込3－1－9（113）

福岡市渡辺通5－3－25（810）

札幌市南一条東七（063）

東京都板橋区東新町1－7（174）

東京都杉並区永福町4－8－18（166）

東京都港区芝今里町45（105）

東京都世田谷区世田谷若林町226（154）

千葉市本町2－3　1（280）

横浜市港北区篠原町1841（222）

東京都港区赤坂2－10－3（107）

八戸市大字長横町7（031）

東京都中央区銀座3－5－15（104）

仙台市勾当台通17（980）

富山市東岩瀬326（931）

京都府左京区下鴨中川原町88（606）

京都市左京区下鴨東岸本町6（60）

京都市東山区本町4－115（605）

大阪市西区江戸堀北通2－9（550）

大阪市西淀川区柏里町2－8（555）

福岡市黒門9－12（810）

青森市大字古川字美法（030）

熊本市大江町九品寺269（862）

弘前市大字品川町4（036）

日本学校歯科医会加盟団体名簿（44，槻在）

　加盟団体名

青森県学校歯科医会
秋田県学校歯科医会
宮城県歯科医師会学校歯科衛生部

山形県歯科医師会
茨城県学校歯科医会
栃木県歯科医師会学校歯科医部

群馬県学校歯科医会
千葉県歯科医師会

会長名

梅　原

稲　葉

武　田

矢　口

立　花

大　塚

斎藤
磯　貝

　　彰

　　宏

善四郎

省　三

半　七

　　禎

静　三

　　豊

03－　（712）　7863

078－　（77）　0277

03－　（811）　5130

　052　（701）　2379

0422－　（43）　2421

03－（581）3111

03－　（581）　3111

　052　（751）　3648

　03　（821）　2366

092－　（76）　3926

0122－　（22）　5716

03－　（956）　2509

03－　（321）　8759

03－　（441）　1975

03－　（421）　3845

0472－　（22）　1255

045－一　（401）　9448

03－　（583）　3076

01782－　（2）　0233

03－一一　（561）　0517

0222－　（23）　2445

0764－　（31）　9882

075－　（781）　0376

075－　（781）　0443

075－　（561）　7529

06－　（441）　4519

06－　（471）　2626

092－　（75）　5122

　01772　（2）　6028

0963－　（64）　0044

　　　　　　602

所　在　地

青森市本町1－7－1長内歯科内（〒030）

秋田市中通1－3－32　県歯科医師会内（OlO）

仙台市国分町12　県歯科医師会内（980）

山形市十日町2－4－35（990）

水戸市五軒町2－3－3　県歯科医師会内（310）

宇都宮市本町11－13県歯科医師会（320）

前橋市千代田町1－10－5（371）

千葉市神明町204衛生会館内（280）

会員数

　214
112

199

128

200

175

125

200
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
師
医
鵡
医
医

瑚
京
禦
崎
慰
岡
占
戸
阜
麟
山
腿
賀
賀
歌
蜆
都
陶
阪
幣
庫
戸
岨
取
島
根
雲
関
島
川
媛
知
岡
賀
崎
分
本
崎
児
縄
国

埼
束
神
横
川
山
静
名
瀬
岐
新
長
富
石
敦
滋
和
奈
京
大
大
大
堺
兵
神
岡
鳥
広
島
出
下
徳
香
愛
高
福
佐
長
大
熊
宮
鹿
沖
全
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助
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夫
郎
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一
弘
郎
男
郎
春
山
夫
正
雄
胤
次
治
光
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蔵
示
正
治
夫
行
正
文
造
一
夫
剛
亮
夫
治
孝
人
生
市
郎
子
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次
之
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゜
太

山
艮

シ

…増

呼
錨
州
正
俊
　

二

和

喧
芯
｝男

晴

識八

　

輝
清
三
正
忠
敏
篤
武
蹴
＋
　
彦
清
行
朝
　
！

布

仙
口
航
健
　

栄
巾
心
正
康
義
晴
・
与
友
英

川
沢
藤
塚
田
月
上
屋
田
竹
頭
　
田
原
鹿
村
井
本
m
田
村
村
津
野
近
住
山
村
洲
塚
永
非
谷
岡
山
　
尾
　
田
原
田
料
崎
井

前
亀
加
富
森
睾
長
山
大
高
関
菅
川
手
川
楠
米
和
池
川
中
天
奥
右
黒
秋
河
砦
徳
宮
津
正
浜
境
松
堺
和
栃
沼
掴
山
向

浦和lll高砂3－13－3　｛1｝∫生会館内（336）

東京都1＝fklH区九段北4－1－20　歯科医師会内（102）

横浜llilli区住llrlli∫6－68歯科医師会内（231）

横浜市中区住llボ町1－68歯科医師会内（231）

川崎市砂子2－10－10　11i歯科医師会内（210）

甲府lll大手町1－4－1　歯科医師会内（400）

静岡lli駿府ill」’1－62　歯科医師会内（420）

名liゴ屋ll∫中区三ノ丸3－1－1市役所内（・160）

瀬戸市追分［Hr6H　！4iJ｛戸ll∫教育委員会内（489）

岐阜ll∫‘剛ll∫5　　歯科i”（”師会内　（500）

新潟市南横堀［Ilj’294－1　県歯科医師会1勾（950）

長野ll∫岡田lll］’96　りi！’歯科医師会内（380）

富i川∫総［ill輪1

金沢lll大手町1－15　県歯不こ1医師会内（920）

敦賀il∫津内1∫目（914）

大津lll京ll！∫3－6－25

和歌lllili・」・松1｝1〔通り1－2－2　県歯科医Blij会内（640）

ヲ1ミ良lljイノ1こ条己IHI72－17　　り1ミ歯tこ1・　1’t：　RiTi会1人」　（630）

JS’il　－KISil∫』ヒレ〈：紫S！’i・東御ll｝町IH田∫33

大阪市天王胡メ：堂ケ芝町51府歯科医師会内（265）

大阪iii天王寺区堂ケ芝町51府歯科医師会内（265）

大阪lb天王寺区堂ケ芝町51府歯科医朗i会内（265）

堺1｝i大仙町991－6　11∫歯科医師会内（590）

ネIlり　fll∫↓疋i肩三1メ：i／S田∫3－2－5

率申｝二ill∫乙［三111レ〈1ノ亡田』°」芝亘4　 セr与率寸歯不斗1ノ寸（650）

岡山llj石関lll∫1－5　りit一歯科医師会内（700）

鳥取ili瓦［Hj’701秋lll歯科内（680）

広島市富上1，J町11－9　県歯科1ワ｛師会内（730）

松江11f南川町92　リ1、歯科医師会内（690）

lLl；ILtll∫∠プll∫IIIj－1197　　ズ『塚薩r不こII勾　（693）

下関市彦島江の浦lll∫杉田1235徳永歯科内（750）

争己ミJllj　l　l∫II召不口田∫6－9　　り，L・歯不こHケ、自lll会1／1　（770）

高松ll∫鍛冶屋町6－9　県歯科医自ti会内（760）

松lh市堀之内町6－1　県歯科医師会内（790）

iI寄矢IIり1」」乏樋封顎～イSCIll川∫165　（781－36）

福岡li∫大名1－12－13　歯fll・医師会内（810）

イ左♂〔Il∫スこ具イ5－2－7　　枝》｛三歯不こ1’IJxJ　（8．io）

，｝乏爵奇り∴1？i　il’；j＞t（イliSIKI　yl　ul　“ll’　klllfkll乙338　　」界歯不千1勺　（859－13）

541

1500

224

218

100

　70

486

239

　17

325

　48

100

富山県教育委員会体育保健課内（930）185

　　　　　　　　　　　　　　　　73

　　　　　　　　　　　　　　　　21
　県教育委員会保健体育11氷内（520）　100

　　　　　　　　　　　　　　　223

　　　　　　　　　　　　　　　179
　　　　　府歯科医師会内（603）36（）

0
4
1
Q
ゾ

F

D
1
8
ρ
0

ワ
魯
9
0

藤田ビル歯科［矢師会内（652）160

大分ll∫lh央lil∫3－1－2　1’＊1科医師会内（870）

熊本ll∫坪井2－3－9　県歯科医師会内（860）

宮崎lb’清水1－12－2（880）

鹿y己　s’　，bliT旦薙1司田∫10－30　　LE，Y」旨下斗「蚕lrl巾∫ミ「勺　（890）

那覇ll∫壷屋223－1　ひめゆり歯科内

東京都中野区上高田1－48倉島方（105）

5
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5
7
5
5
0
0
2

4
2
1
1
5
1
　
0
2
1

1
1
　
　1
　
　
1
　
　
　
　
1
1
1
1
⊥

150

600

30

198

32

291

244

120

38
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編集後記

　年2回発行方針の会誌の第2冊，大会記録号（滋賀）ができた。編集を終わり，ポッとひと

呼吸の境地で書く当事者の編集後記には，それぞれ実感が浴れているものである。ところが，

この会誌作りは精力的な丹羽理事長が佐田さん相手にできあがったのに，編集後記は筆者栃原

が会誌責任担当の故をもって書かされたので間抜け記事になったのは恐縮に堪えない。なんと

いっても，特に口学歯の場合，会と会員との結びつきは第1に会誌である。会員各位には，本

誌を通枕され，わが国の学校歯科の動向をくみとっていただきたい。　△本号の主内容には盛

会だった滋賀大会と，その関係行事の学校歯科衛生研究協義会など詳細盛り込んだ。これには

川村大会準備委員長，佐藤事務局長らのお骨折りで原稿，写真も苫労なく揃った。学校歯科の

運営で最も大切で，かつむずかしいのは地元教育委員会との緊密な結びつきである。学校歯科

医団体だけのひとり相撲では，なんとしても全く無力である。この点では滋賀県はよいお手本

を示していた。△全口本よい歯の学校表彰の件数は著しく膨張し，次年度からは表彰基準の改

正に迫られてきた。嬉しい悲鳴である。また，昭和46年から実施される小学校学習指導要領の

1部改訂に関連しての日学歯の動きも急ぎ報道せねばならぬ事項なのて触れている。△日学歯

主催の欧州歯科医学ホδよび学校歯科保健事情視察団は予定通り実施された。昨今，海外旅行ブ

ー
ムに乗って，ややもすれば口本人たる品格を落とす団体も多い時，名実ともに模範グループ

として大成功を納めたのはめでたし。この渡欧視察団長亀沢副会長執筆の興味津々たる記事を

翫味いただきたい。△昭和45年から会費増額200円年額1名800円と決定した。この程度の会

計面では会誌年2回のほかに特報とまでは無理だろうが，せいぜい会誌の充実に努めたい。な

お，次号第17号は，H学歯便り，加盟団体からの記事，会員の声を主体とし引き続き早めに発

行してご期待に応えたい。〈栃原〉

日本学校歯科医会会誌　第16号

印　　　　A削　　　H召不目45勾こ3　月　15日

発行昭和45年3月311］

発行人

編集委員

印刷1所

束，」（rl≦『f・fkllllllメニプL↓菟と」ヒ4－1－20

（li本歯科医師会内）

ll本学校歯科医会

栃　　原　　義　　人

丹羽　輝男・榊原悠紀1川二

山田　　茂・本村静一

東京都新宿区下落合1－47

一 世印刷株式会社
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すばらしく鋳造しやすくて
すてきな性能をもっております

v ■

■　　　’

櫻耀孫
二

　
’
　
＼

歯科鋳造用銀合金③第＿種（低融用）

（用途）あらゆる鋳造歯冠修復に使川出来ます。またポス

　　　　ト及び金属床義歯に用いて好結果が得られます。
（包装単位）　50g・100g

融点℃
ビッカース
　かたさ

引張強さ

kg／mm 伸び％
腐食減II匙

mg／cm2

0．1％硫化ナト
リウム水溶液中37℃3日間浸漬

鋳造収縮
率％

625～650 115 40 2 0．8 変色せず 1．2

①気泡や割れが出郁・ので、複雑な形態の鋳造も容易であります。

②鋳造温度に対して広い寛容度を持っているため儲蛤斜寺有の鋳造失敗しません。

③腐食1嚇ヒが少ないので口腔1ノ・Jで腐食することがありません。

④鋳造収縮率は金合金よi）少なくなっております。

⑤蜘こ種々の添加元素を力llえて硫化を防止してありますので口腔内で黒変しません。

⑥充分な強靱性をもっているため辺糸承がかけるなどの事故がありません。

⑦カーボランダムポイントや研磨バーなどに目づまりすることがありません。

金

橋

白蜘
本

強金

日

　東京都中央区日本橋江戸橋3－4
　㊦103　TEL　03－271－7931　一　3

「

A

●

1



　　先生40才を超えると余り無理はききません　［

（株）吉田製作所

　　東京・大阪・川口

吉田販売秣武会社
東京・横浜・名古屋・京都・大阪・広島
福岡・仙台・新潟・札幌



●

＝

■

一
▲

　：∫

iぐく

．妻

③
　

ツ

　
豊
簡

　一

一球状アマルガム合金・ノンジンクー

きびしい追求から生れた

すぐれた多くの特長
●粒ぞろいの微粒子

●練和は最短時問

●水銀をしぼる必要がない

●練和後、充分な操作余裕

●充順レやすく、快適なカービング
●イ1更イヒ触う月長はいつも安定

●耐圧強度は抜群

〔包装〕

1瓶IOOg入

大1～1セット
（ハイアトミックIOOg入・水銀100g入）

計鉦はジーシーアトミック用遥氏1：器

ジーシー水銀適1丘器をご使用一ドさい

CK）b！！RtE｛P］

額影而至化学工業株式会社

4

d
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一

財団法人

¶

日本ロ腔保健協会指導

・

〈フッ素塗布液〉

Brudevoldらが推奨する酸性フッ素リン酸溶液で年

1回～2回通法により歯面に塗布します。
B。ud。v。ldらの臨床実験の結果、2％フ・化ソーダ溶

液年41111塗布に比べて、約50％のムシ歯抑制効果がt：

あります。

〈特長＞　1．甘味剤を加えてありますので、幼児にも

　　　　　容易に使用できます。

　　　　2．歯牙に着色しません。
　　　　3．保存が容易。

〈定価＞　100　me入（約40人分）600円　　（その他集団用もあります）

　　　　250冠入（約100人分）1．200円

静

●

全

国
歯
科
材
料
店
に
あ
り
ま
す

財団法人　日本口腔保健協会指導

力ラ

エリスロシンを主剤とした、歯苔（歯垢）染色

剤で歯磨指導や、フッ素塗布前の清掃効果測

定に最適です。

食用色素使用のため、のみこんでも無害です。

〈定価＞100錠200円
　　　　　200錠350円（その他集団用もあります1

一

＊フ，細佃施獅し（刷描禰・’1・1，廃m”ンノレト
　試供品帥ラーf’／・’f　Lrのこ希ぐLのノノは
　　　高槻市芥川1038　サンスター歯磨／株）口腔衛生部まて

製造発売元サンスター歯磨株式会社
　　ゴヨ　　　ゴf，　i：　Fi11（）　う8

総代理店・株式会社スター歯材社
L　　i，　1　　111目9．1†t　．）冒TE【、4〔ll　2329

顔蝕予防／弗化物の局所塗布に最適〃

，ローリデ」勺
　　　　　ThじjへIR（IJSIIIOI

－■　FLUORIDATOR
　　　「OR　B［τTER　PRI二V【NTIV【　DEN了IS了RY

ムン［・4　［1㌔防に｛1効なフ・ソL，）局川塗布ズ」汀・軽〔Il玉速に∴び・ll

：二’i．　fJしされる、フロリ」・／・1）二使用桓目めいたL契｛

特長　　1．コンパクトな美しいスチロールケースの中に各患者

　　　　に適合するよう、4種類のトレーか用意してあります。

　　　2．塗布技術が簡単で、かっ確実、患者に不快を与え

　　　　ません。
　　　3．約4分間トレーをかむだけで、乾燥の必要かなく短

　　　　時間ですみます、，

製造兀イオン社（U．S．A．）
日本総発売元サンスター歯磨株式会社

声’”

：　iL　　’‘ ▲

侮 ‘ノ

＊文献、カタ。グ。希望の級びご・主文の方は直接高槻市芥川1・38サンスタ噛磨㈱゜馳生部まで

b
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人間工学が生んだこの夢のアーチ
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μ堺でも稀な、・・佃卜5虹1の発想です

アーチが歯並ひを鄭なく飛ひ越え、歯臼

σ）たtりやすい歯9）畏側もよ～（磨けk

す・去た・アーチ‘ノ）部分にか（れた弾ノJ

カSt／1美オし、　巳1肩カミi～kl、1　r1ぴに・i・」勾にカ、カ、り

すみずみまでよ～（磨け去す，へ不ソト
・ 人間1学がノ1んだ歯フランσ珊r甲です

スへ／xル、100円テラノクス死～00μヘアーi200r］　ノイオノ歯磨株式会社

／


